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束一本柳遺跡Ⅱ A地区M 2号土層断面
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東一本柳遺跡Ⅱ A地区M 2号溝状遺構

検出長36.8m・幅2.08-2.8m・深さ108へ135cm、断面は「V」に近い

「日」字形で溝底幅は狭く、溝底の東西端は高さ等しく中央がやや低い。

下層から弥生時代後期箱清水期の壷・饗・鉢・高林・有孔鉢・蓋・台杯聾

が出土。周辺遺跡の溝状遺構と結ばれる環濠とみられる。

1.陽形土製品(1:2)

(東一本柳遭跡ⅡA地区Ⅳい7 G r出土)

2.人形土器の腕(1:2)

(東一本柳週跡Ⅱ A地区M 2号櫛認面出土)

佐久市西一里塚遺跡群で弥生時代後期の腕など顔以外の人体表現

を持った人形土器が出土している。 2は人差し指と小指をかく人の

右腕部分で、外側・内側とも赤彩されている。

1は陽形の土製品で中央の穿孔は貫通している。胎土赤彩とも人

形土器の腕と思われる2に酷似する。

3は林部・脚部が等しく赤彩される高林で、林部底面に擦痕が見

られ器台の機能も考えられる。
3.高林(1:2)

(東一本柳遺跡Ⅱ A地区M2号2層出土)
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例　　言

1.本書は、佐久市が行う市営住宅相生団地の建設工事に伴う岩村田遺跡群東一本柳遺跡Ⅱの発掘調

査報告書である。

2.調査原因者　佐久市建設部建築住宅課

3.調査主体者　佐久市教育委員会

4.遺跡名及び所在地　東一本柳遺跡Ⅱ (IHIPⅡ)佐久市岩村田2248-1

5.調査期間及び面積

開発面積　4,395.16壷

A地区(調査面積1,300壷)発掘調査　平成21年6月8ロー平成21年7月21日

整理調査　平成21年7月21ロー平成21年7月28日

平成24年5月10ロー平成24年7月20日

平成25年5月21ロー平成25年3月31日

B地区(調査面積2,782壷)発掘調査　平成22年8月9ロー平成22年10月8日

平成23年10月11日一平成23年11月30目

整理調査　平成22年11月22日一平成23年3月31日

平成23年4月11ロー平成24年3月30日

平成24年4月6ロー平成24年7月20日

平成25年5月21ロー平成26年3月31日

6.本遺跡の調査は、 A地区を林　幸彦が担当した。 A地区の報告書作成は遺構・遺物トレスおよび編

集を副島充子、遺物実測・遺物観察表を狩野小百合・堺　益子・清水律子・副島充子・田中ひさ子・広

瀬梨恵子・柳沢孝子、遺物撮影・遺物写真図版編集を磯貝律子、遺構写真図版編集を中山清美が

行った。

B地区を上原　学が担当した。

7.本書で扱っている座標は、世界測地系である。

8.本書及び関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1.遺構の略記号は、竪穴住居址(H) ・竪穴状遺構(Ta) ・掘立柱建物址(F) ・土坑(D).溝状遺構

(M) ・単独ピット(P)である。

2.挿図の縮尺は、遺構1/40　1/80・1/120・1/160　遺物1/4・1/2・1/1である。

挿図中にスケールを示した。

3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を標高として記した。

4.土層の色調は1988年版「新版　標準土色帖」に基づいた。

5.遺物挿図番号と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

6.調査区は公共座標の区割りにしたがい、間隔は4mX4mに設定した。

7.遺構名は変更等により欠番が生じている。

8.挿図中のスクリーントーンは、以下のことを示す。

地山　　　　　　堀方埋上　　　　　　焼土　　　　　　焼け込み 柱痕
壁画　二　□〇
粘土　　　　　　　赤色塗彩　　　　須恵器断面

磨面(石器)
灰甜陶器
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第I章　発掘調査の経緯

第l節　経過と周辺遺跡

岩村田遺跡群は、佐久市岩村田湯川右岸台地上にある。東一本柳遺跡は遺跡群の西部に位置し、今

回、佐久市が市営住宅相生団地の建設工事を計画した。平成21年5月試掘調査を実施した結果、竪穴

住居址・溝址等が確認された。

佐久市建築住宅課と当教育委員会の保護協議の結果、語録保存目的の発掘調査を行う事となった。

東一本柳遺跡及び周辺遺跡は、弥生時代中期一中世の大複合遺跡である。北西の久保遺跡、五里

田遺跡、西一本柳遺跡I-XⅧ、北一本柳遺跡I-皿、束大門遺跡、東大門先遺跡I ・Ⅱの調査では、

弥生時代中期・後期、古墳時代中期・後期、奈良時代、平安時代・中世の集落・墓域が調査されていて、

遺構・遺物を述べるには枚挙に達がない。この多くの検出遺構中で弥生時代後期の環濠であろうと指

摘・推測されている溝状遺構が多数検出されている。

北一本柳遺跡ⅣのMl・M26、宮の前遺跡Ml、東

大門遺跡M l、西一本柳遺跡ⅩⅥ皿、今回調査のA地

区Ml号溝状遺構、これらは、東西400m・南北200

mの楕円形状に繋がりそうであるが、詳細は未検証

でありあくまでも推定である。第2図上でみると、

南北200m東西280mの楕円形に結ばれる岩村田高校

第2グランドから国道141号バイパスにかけて展開

する総面積5方正を超える弥生時代後期の環濠も想

定できる。一本柳遺跡Ⅲ・ⅣのMl、西一本柳遺跡

ⅦのMl、西一本柳遺跡ⅥのM2、西一本柳遺跡粗

のMl、西一本柳遺跡ⅩⅣのM12である。
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第2節　調査体制

調査主体者　佐久市教育委員会

事　務　局　社会教育部長

社会教育部次長

文　化　財　課　長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱　託　職　員

調　査　主　任

教育長木内清(平成21年5月退任)土屋盛夫(平成21年5月就任)

内藤孝徳(-平成21年6月)工藤秀康(平成21年7周一平成22年3月)

伊藤明弘(平成23・24年度)矢野光宏(平成25年度)

金沢英人(平成21年4周一6月)

藤牧浩(平成23年度)

森角吉晴(平成21・22年度)

吉澤隆(平成23・24年度)

三石宗一(平成25年度)

三石宗一(平成21-24年度)比田井清美(平成25年度)

林幸彦(へ23年度)並木節子(-24年度)須藤隆司　小林眞寿

羽毛田卓也(-24年度)冨沢一明　神津格(-平成21年9月)

上原学　神津一明(平成23年9周一)井出泰章(平成21年10周一

平成23年9月)曲沢力(-平成23年9月)久保浩一郎(平成24年へ)

林幸彦(平成24年度一)

佐々木宗昭　森泉かよ子

第Ⅱ章　A地区調査の概要

第l節　調査体制

調査担当者　林　幸彦　　佐々木宗昭　　　　　　　調査副主任　堺　益子

調　査　員　赤羽根充江　浅沼勝男　　浅沼ノブ江　阿部和人

磯貝律子　　市川光吉　　岩崎重子　　柏木義雄

神津千春　　里見理生　　澤井知春　　清水澄生

大工原達江　田中ひさ子　中澤　登　　中山清美

堀籠保子　　依田三男　　柳沢孝子

飯塚一男　　岡村千代美

狩野小百合　河原田三男

清水律子　　副島充子

広瀬梨恵子　本田慶二

第2節　　調査日誌

平成21年5月8 ・11・14日　試掘調査。竪穴住居址等の遺構を確認する。

平成21年6月8日　器材搬入、重機による表土除去。遺構確認。遺構掘り下げて随時記録。

7月13日　埋め戻し終了。器材一部撤収。

7月21日　現場最終撤去。

7月21日へ28日　遺物洗浄。

平成24年5月10日へ7月20日　図面・写真等記録の整理及び修正。遺物への注記、遺物接合・復元、遺

物実測・遺物写真撮影。

平成25年5月21日へ11月29自販下作成・原稿の執筆。

平成26年3月　　　報告書刊行

第3節　基本層序

遺構は第Ⅳ層褐色土の上面で確認された。調査区南東の低地には第Ⅱ層の黒褐色土の堆積が厚くみ

られた。各遺構の壁下部や底面は、第V層の砂層で脆く崩れやすかった。

第4節　検出遺構・遺物の概要

遺構　竪穴住居址2軒(古墳時代後期2軒)竪穴状遺構11基(中世)、土坑69基、溝状遺構10本、ピッ

ト330基

遺物　弥生後期土器、土師器、須恵器、陶磁器類、土製品、石製品(砥石・敲石・磨石・石臼)、古銭。

-2-





第Ⅲ章　A地区遺構と遺物

第l節　竪穴住居址

(l)Hl号住居址

D　　　613　151314　了　撹乱15 13　　　　15　71415　　　　　　　　D’

2m

Hl

l層黒褐色土(10YR2/2)

2層黒褐色士(10YR2/3)黄褐色土の小ブロック含む。
3層褐色土(10YR4/4)黄褐色土の小ブロック多量。
4層黒褐色土(10YR2/3)黄褐色土の小ブロック多量。
5層極暗赤褐色土(5YR2/3)焼土ブロック・粘土多量。

カマド構築土(壁体・天井部)のブロック
(焼土化した堅いもの)多く含む。

6層赤褐色土(5YR4/6)周澄覆土。
7層黒褐色土(10YR2/3)柱痕。
8層極暗赤褐色土(5YR2/3)

F　13 15　　　　　9　　　　　　13 15　F’

標高696.6m

O　　　(l : 40)　　1m

9層赤褐色土(5YR4/6)焼土。 (焼けこみ、上面使用面)
10層暗赤褐色土(5YR3/6)焼土中ブロック・焼土粒子多量。

粘土質。 (くずれ)
11層極暗褐色土(7. 5YR2/3)

12層褐色土(10YR4/4)黄褐色土Plの粒子多量。
13層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土の小ブロック含む。

堅い。 (床)
14層にぷい黄褐色土(10YR4/3)黄褐色土の粒子多遜。
15層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土の小ブロック多量。 (掘方埋土)

‾‾　ノ

第4図　A地区　Hl号住居址(1)
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Ⅳう・えー4.5Grにあり、 D62-D64・D69、 P146・148・149-154.170に切られる。北壁5.14m.

残存東壁3.34m.残存南壁3.Om.西壁5.12mの方形を呈する。壁高は33。m、主軸方位はN鵜35O-Wを示

す。カマドは北壁中央に粘土と石で構築され、火床に安山岩の支脚石が残る。 P l-P 4は主柱穴で

柱痕は径20-28cm、桁行き2.2m.梁行き2.5m。 P 5は貯蔵穴であろうか、断面逆梯子形で径75。m深

さ62cm。覆土は自然堆積であった。全体に堅く締まる床で、壁寄りは軟弱であった。壁下には壁溝が

巡る。遺物は、土師器1へ28、弥生後期土器29-33、かわらけ34-36、敲石37、磨石38へ41がある。

弥生土器とかわらけは混入。 1-14は土師器杯で、半球状で口縁端部が内斜するもの4-13、半球状

で口綾部がやや内蛮する1-3がある。よくへラミガキされる。 15へ20は土師器高杯で、杯部下端に

三二

、　」　三二二重34

“¥一〇_」ェ二つ/ 35

“¥一書臆　十二二名

∴、」二テ言二二

召

一一=二〇「

第5図　A地区　Hl号住居址(2)
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明確な段がある16・19、林部下端に積がある17・18・20がある。 21・22・24・25は聾、 23は有段口縁の壷で

ある。これらの土師器から本址は、 5世紀後半一6世紀初頭に位置づけられよう。

第1表　A地区H l号住居址出土遺物一覧表　　　　　　　　　　　　　　(cm・g)

H「 劔d�����9��剞ｬ形　"　調整・文様 劔��I.�&ﾃﾈ��韆9�i&ﾂｘｭｹ.ｨ�ﾂ�

N○○ 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 劔外　　面 儖X����ﾖﾂ�偬�7�ｩ'R�

1 �7倡Hｮﾒ�士不 ���纈�● 澱ﾃ��へラミガキ 劔ヘラミガキ 亂��8���� 斐�纈�

2 �7倡Hｮﾒ�士不 ��"�"�● 釘繧�ヘラミガキ 劔ヘラミガキ 亂��8��ｻR� �4ｨ7ﾘ6��

3 �7倡Hｮﾒ�杯 禿�"�#��● 釘騏��ヘラミガキ 劔へラミガキ 弌�5ﾘ���� ��ｾh���

4 �7倡Hｮﾒ�杯 禿�b紊��ー 茶R縒��へラミガキ 劔ヘラミガキ 弌�5ﾘ��ｻR� ��ｾh7ｨ8ｩ_ｲ�

5 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�- 辻�ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����� �4ｨ7ﾘ6��

6 �7倡Hｮﾒ�杯 禿�2紊��● 宙*B����ナデ 劔ヘラケズリ→ヘラミガキ 弌�5ﾘ���� ��ｾh7ｨ8ｩ_ｲ�

7 �7倡Hｮﾒ�]不 ��ｲ�一 茶Bﾃr��ナデ、暗文 劔ナデ 僥ｩ]����� �Xｾb�

8 �7倡Hｮﾒ�杯 �｢�ー 茶Rﾃｒ�ナデ、曙文 劔ナデ 僥ｩ]����� �hｾh7ｨ8ｩ_ｲ�

9 �7倡Hｮﾒ�土不 ��ｲ�ー 茶"ﾃ鋳�ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����� �hｾb�

10 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶"絣��ナデ、暗文 劔ナデ、ミガキ(?) 僥ｩ]����� �xｾh���

11 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶2紕��ナデ、暗文 劔ナデ 僥ｩ]����� 疲�B�

12 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶B紕��ナデ、暗文 劔ナデ 僥ｩ]����� ��u��

13 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶"�2��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]���ｻR� �hｾb�

14 �7倡Hｮﾒ�I不 ��ｲ�ー 茶�繧��ナデ、剥離 劔ナデ ���Xｾb�

15 �7倡Hｮﾒ�高林 辻�ー 茶2騏竰�ナデ、暗文 劔ナデ 僥ｩ]����� �hｾb�

16 �7倡Hｮﾒ�高林 禿�R紊��ー 忠u篥���ナデ 劔ヘラナデ 弌�5ﾘ��ｻR� 斐����

17 �7倡Hｮﾒ�高士不 禿�bﾃc��一 茶Bﾃｒ�ヘラミガキ 劔ハケ目→へラミガキ 弌�5ﾘ���� �4ｨ7ﾘ6��

18 �7倡Hｮﾒ�高士不 禿�r紊��ー 茶Rﾃb��ハケ目→ヘラミガキ 劔ハケ目→ヘラミガキ 弌�5ﾘ��ｻR� 斐�繧�

19 �7倡Hｮﾒ�高林 禿�bﾃC��ー 茶Bﾃr��へラミガキ 劔へラミガキ 弌�5ﾘ��ｻR� ��ｾh��4ｨ7ﾘ6��

20 �7倡Hｮﾒ�高林 ��ｲ�- 茶Bﾃ鋳�ナデ、暗文 劔ナデ、暗文、爪のあと? 弌�5ﾘ���� 疲����

21 �7倡Hｮﾒ�璽 禿�bﾃc��- 忠u篥���ナデ 劔ナデ 弌�5ﾘ���� �Xｾh��4ｨ7ﾘ6��

22 �7倡Hｮﾒ�璽 ��ｲ�ー 茶b�2��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����� 曝ｾh���

23 �7倡Hｮﾒ�=±二 重 禿�R繝��ー 茶づ���ナデ 劔ナデ 弌�5ﾘ���� 斐�綯�

24 �7倡Hｮﾒ�譲 ��ｲ�<8.4> 忠u粤���ヘラナデ 劔ヘラケズリ 弌�5ﾘ���� �4ｨ7ﾘ6���7ｦ��i_ｲ�

2与 �7倡Hｮﾒ�璽 ��ｲ�<7.0> 茶8馗r��ナデ→ヘラケズリ 劔ナデ 弌�5ﾘ���� ���R�

26 �7倡Hｮﾒ�ミニユチュア ��ｲ�ー 茶"騏竰�ー 劔ー 僥ｩ]����｢���"�

27 �7倡Hｮﾒ�=憂:ニ 距 辻�ー 茶2ﾃ2��ヘラナデ 劔へラケズリ 亂��8���� 疲�r�

28 冢ﾙ�b�台付璽 ��ｲ�ー 茶�ﾃb��ナデ 劔ナデ→ヘラミガキ 僥ｩ]���ｻR� �Xｾh��7ｦ��i_ｲ�

29 冢ﾙ�b�=主 監 ��ｲ�ー 茶��繧��ナデ、頚部赤色塗彩 劔赤色塗彩 弌�5ﾘ��*B� �hｾh��)�r�

30 冢ﾙ�b�高士不 禿�bﾃ3��ー 茶津���林部へラミガキ→赤色塗彩、脚部へラナデ 劔ヘラミガキ→赤色塗彩 亂��8���｢�曝ｾb�

31 冢ﾙ�b�高杯 ��ｲ�ー 忠u篥b��赤色塗彩 劔赤色塗彩 僥ｩ]����｢�曝ｾh��uxｾhﾉ��｢�

32 冢ﾙ�b�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、櫛描波状文 劔櫛描波状文 ���xｾb�

33 冢ﾙ�b�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、櫛描斜走文 劔櫛描斜走文 ���xｾhﾉ��｢�

34 �*�.ﾘ.x*���萪���ｲ�<7.8> 茶�ﾃB��ログロナデ 劔ロクロナデ、底部右回転糸切り 弌�5ﾘ���� �Xｾb�

3与 �*�.ﾘ.x*���萪���ｲ�<8.4> 茶��2��ロクロナデ 劔ロクロナデ、底部回転糸切リ 弌�5ﾘ���� �xｾb�

36 �*�.ﾘ.x*���萪�辻�<9.2> 茶��*B��ロクロナデ 劔ロクロナチ　底部回転糸切り 弌�5ﾘ���� �xｾb�

No. 舒ﾘ��霻���h��ﾝ��俐Y�Y+r�最大幅 俐Y�Xﾏ｢�重量 傀ｨ����������ﾊ��劔出土位置 

37 吁�������(ｮ"���"�"�6,0 �2紕�314.64 ��8岔%ｹYH,吁��Xﾚﾒ�劔N0.与 

38 冑����亰��闌��(ｮ"���B�"�与.9 釘ﾃ2�488.12 ��9lｨ,b�両側にすり面、右側と上端部に使用痕 劔I区ホi」方 

39 冑��Yﾜ�����Iｻﾈｮ"���bﾃ��7.3 釘ﾃ2�599,73 ��9lｨ,�+x.瑛ｨ���9%ｹYH,吁��Xﾚﾒ�劔I区ホi」方 

40 冑��Yﾜ����乂��ﾙ�闌��(ｮ"���u篥��8.8 冰篥��1039.20 ��9�ﾈ,�+x.����8岔%ｹYH,h悩�H,吁��Xﾚﾒ�劔Ⅳ区 

41 冑����亰��闌��(ｮ"��#��#��7,3 �2ﾃ��783.92 ��9�ﾈ,�+x.��劔No.3 

(2)H2号住居址

D61

H2

1層黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の小ブロック多量。
2層黒褐色土(10YR2/3)

柔い。
3層褐色土(10YR4/4)

黄褐色土の粒子多量。
4層暗褐色土(10YR3/4)

堅い。 (床)
5層褐色土(10YR4/4)

黄褐色土の小ブロック多量。
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第7図　A地区　H2号住居址(2)

第2表　A地区H2号住居址出土遺物一覧表

‾‾‾‾‾“‾ノ

H2 劔d�����|｢�剞ｬ形・調整・文様 剞�闥l<　>残存値()丸底● 

N○○ 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶�����l｢�備　　考 偬�7�ｩ'R�

1 �7倡Hｮﾒ�士不 禿�B繝��ー 茶B纈��ヘラミガキ、黒色処理 �7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実測 兒)7��

2 �7倡Hｮﾒ�士不 禿�B紊��● 釘纈�ナデ、赤色塗彩 ���胸YH8�5(6�6h���I�i6緯ｨ��.ｩYH-h8�5�5�8ｨ��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実測 兒)7��

3 �7倡Hｮﾒ�‡不 禿�2����● 釘�.r�ヘラミガキ ���胸YH8�5(6�6h��.ｩYH-h8�5�5迄�b�回転実測 兒)7��

4 �7倡Hｮﾒ�士不 禿��繝��ー 茶B����へラミガキ �-h8�7�4ｸ4ﾂ�回転実測 兒)7��

与 �7倡Hｮﾒ�士不 禿�"緜��● 茶B�2��ナデ ���胸YH8�5(6�6h��.ｩYH-h8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

6 �7倡Hｮﾒ�士不 禿�"緜��ー 茶B����ナデ ���胸YH8�5(6�6h��.ｩYH-h8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

7 �7倡Hｮﾒ�‡不 辻�ー 茶B紕��ナデ �6�6b�破片実測 兒)7��

8 �7倡Hｮﾒ�士不 乖ｲ�ー 茶Bﾃ2��ナデ、暗文 �6�6b�破片実測 兒)7��

9 �7倡Hｮﾒ�高士不 ��ｲ�- 茶bﾃR��ナデ �6�6h��-h8�7�4ｸ4ﾂ� ��

10 �7倡Hｮﾒ�鉢 禿�"紊��ー 茶Rﾃ���ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実測 兒)7��

11 �7倡Hｮﾒ�蓬 禿��緜��ー 茶bﾃｒ�へラナデ �7x8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

12 �7倡Hｮﾒ�蓬 禿�b緜��ー 茶偵���ヘラナデ �-h8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

13 �7倡Hｮﾒ�璽 禿�r緜��- 茶づ2��ナデ �7x8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

14 �7倡Hｮﾒ�聾 橡EcB紊��ー 茶��ﾃR��へラナデ �7x8�5�5�8｢�回転実測 兒)7��

1与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�土器片円板未製品 剄ﾅ大長4.0　最大幅3.0　最大厚0,8　周囲に成形痕、すりあり 劔�4ｨ4�8�92�

Ⅲい・う-7・8Grにあり、 D61に切られ、東壁の中央付近が撹乱で破壊されている。北壁4.66m.

東壁5.04m・残存南壁4.16m.残存西壁4.06mの方形を呈し、壁高は46cm、長軸方位はN-15O-Wを示

す。カマドは東壁に構築されていたのであろうか、他の壁からは確認されなかった。

P l-P4は主柱穴で、深さ18-22cmと浅い、桁行き2.Om梁行き2.Om。覆土は、黄褐色土の小ブ

ロックを多量に含む人為的な堆積であった。全体に堅く締まる床で、壁寄りは軟弱であった。東壁南

側を除く壁下には、壁溝が巡る。

遺物は、土師器1へ14、土器片円板未製品の弥生土器片15がある。

須恵器杯蓋模倣の杯1へ7、須恵器杯身模倣の杯8がある。琵11-13は最大径が体部にあり、 14は

口綾部にある。 10の鉢は、内外面よくへラミガキされ口緑部から体部は直線的である。混入遺物の15

は、研磨痕・敲打痕・ケズリ痕がうかがえる。

本址は6世紀後半に位置づけられる。

-10-



第2節　竪穴状遺構

Ta l号竪穴状遺構

Ⅳい・うー8・9Grにあり北東壁から東壁、西壁の一部を撹乱で破壊される。規模は北壁1.52m・東

壁2.56m.南壁1.32m.西壁2.76mの長方形で壁高は35cmを測り、長軸方位はN-4O-Wを示す。床は

堅固でなく窪みが見られる。全壁下に壁溝?が巡る。遺物は皆無で本址の時期は不明。

B　2　　　　　　　　　2　　B’

標高696,8m

(1 :80)

Tal

l層暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土の粒子含む。
2層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土の小ブロック多量。

丁a4

標高696.6血

(l :80)
2m

Ta4

1層暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土の粒子含む。
2層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土のブロック多量。

Ta7

1層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土のブロック多量。

2m

標高696.7m

(l:80)
2m

Ta2

1層暗禍色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子含む。

0　標評言)8m　2m

Ta5

1層暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土の小ブロック多量。

A

蕩豪該

華こ‾一一臆へ臆へ

標高696.8m

(1:80)
2m

Ta3

1層暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の小ブロック多量。

丁音a6

標高696. 4m

(l:80)
2m

Ta6

1層褐色土(10YR4/4)黄褐色土の
ブロックが主。暗褐色土の
小ブロック含む。

丁a9

標高696.6血

(1 :80)
2m

標高696.6m

(1:80)

Ta9

1層黒褐色土(10YR3/2)黄褐色土と

黒褐色土の小ブロック多量。

2m

Ta8

1層黒褐色土(10YR2/3)黄褐色土ブロック多量。

第8図　A地区　竪穴状遺構(1)
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丁a「O

∴　　　　　　　∴
標高696.8m

(1:80)

TalO

l層　暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土の小ブロック含む。
2層暗褐色土(10YR3/4)黄褐色土の小ブロック多量。

(掘方埋土)

2m

丁a「「

調査区域外

」顔残影二

第9図　A地区　竪穴状遺構(2)

第3表　A地区竪穴状遺構一覧表

2m

Ta11

1層　黒褐色土(10YR3/2)

2層暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土の粒子含む。
3層　黒褐色土(10YR3/2)

4層黒褐色土(10YR3/2)黄褐色土の小ブロック多量。

(残存値) <検出値>

遺構名 佶��ｩ'R�平面形 冉ｹ¥y+r�両壁長 �8ﾉ¥y+r�西壁長 兔xﾘ"�主軸方位(長軸方位) 儖X��ﾖﾂ�(ﾈﾈｨｴｹlﾘ�X�Z��X鳧ｯｩ9鋳�

丁a「 �rﾘ*(�X*Bﾓ��S��長方形 ��u�"�132 �)u綯�276 �3R�N-4e-W ��

丁a2 �rﾘ*(�X*BﾓR�長方形 涛b�96 �#���212 鼎��N ��

丁a3 �rﾘ*c��隅丸長方形 ��C"�138 ��*CB�156 �*H*B�N-90-W 蛮�X/���.��"�

丁a4 �rﾘ*(�X*Bﾓ���長方形 涛"�80 ��ィ�160 鉄b�N-10-W �)ｦ�u�/���.��"�

丁a与 �rﾘ*Bﾓ��S���台形 茶s"��204 ��u�"�(172) �#r�N-84o-E �)ｦ�H,���.x.ｨ.��"�

丁a6 �rﾘ*c��長方形 禿��C��<88> ��ｲ�84 �*CB�N-88o-E ��

丁a7 �rﾘ*(�X*Bﾓr�長方形 ���B�92 ��s"�184 冰纈�N-60-E ��

丁a8 �x耳*(�X*Hｮﾃ"�長方形 涛��76 �#�B�200 �3b�N 任CX�U�#S(,���.x.ｨ.��"�

丁a9 �bﾘ*(�X*H氾���長方形 茶��b��100 ��sb�(88) 鼎��N-20-E 任SH�TCSh�U��3�,���.x.ｨ.��"�

丁a「O �rﾘ*���長方形 �#���210 �)u�"�2与8 鼎��N-10○○W ���CH��3h��)u��##h��#(���B��3#���#x���u��

丁a「「 �rﾘ*ふ(-cB�ー �8ﾉ�ﾈ�)+x��u繝B�禿�#���<128> 田"�ー ���R�3"���#x��#u�#C���38��9u���2�#2���#����u�B�#r���#x��3b�

Ta2号竪穴状遺構　Ⅳい・うー5G rにあり、北東壁から西壁、東壁の一部を撹乱で破壊される。規

模は北壁0.96m.東壁2.08m.南壁0.96m.西壁2.12mの長方形で壁高は41cmを測り、長軸方位はNを

示す。床は、多くの窪みが見られたが、明確などットは把握できなかった。遺物は皆無で本址の時期

は不明。

Ta3号竪穴状遺構　Ⅳえ-9Grにあり、 Mlを切る。規模は北壁1.42m.東壁1.54m.南壁1.38m.

西壁l.56mの隅丸長方形で壁高は55cmを測り、長軸方位はN-16O-Wを示す。床は、平坦で貼床はな

いが比較的堅固である。覆土は、黄褐色土の小ブロックを多量に含み人為的な堆積と思われる。遺物

皆無で本址の時期は不明。

Ta4号竪穴状遺構　Ⅳい・う-10Grにあり、 Ta 5を切る。規模は北壁0.92m.東壁1.84m.南壁0.

80m.西壁1.60mの長方形で壁高は56cmを測り、長軸方位はN-lO-Wを示す。床は、多くの窪みが見

られたが、明確などットは把握できなかった。遺物は、皆無で本址の時期は不明。

Ta5号竪穴状遺構　Ⅳう-9.10G rにあり、 T a4に切られる。規模は残存北壁0.72m.東壁l.52

m.南壁2.04m.残存西壁1.72mの台形で壁高は27cmを測り、長軸方位はN-840-Eを示す。床は、平

坦で貼床はないが比較的堅固である。遺物は、皆無で本址の時期は不明。

Ta 6号竪穴状遺構　Ⅳえ-1Grにあり、遺構東部は未調査区(ガス管等埋設)に伸びる。規模は検

出北壁1.04m.検出南壁0.88m.西壁0.84mの長方形で壁高は54cmを測り、長軸方位はN-880-Eを示

す。床は、平坦で貼床はないが比較的堅固である。遺物は、皆無で本址の時期は不明。

Ta 7号竪穴状遺構　Ⅳい・う-7Grにあり遺構上部を撹乱に破壊される。規模は北壁1.04m.東壁1.
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72m.南壁0.92m・西壁1・84mの長方形で壁高は59cmを測り、長軸方位はN-6O-Eを示す。床は、平坦

で貼床はないが比較的堅固である。覆土は黄褐色土のブロックを多量に含み人為的な堆積と思われる。

遺物は、皆無で本址の時代は不明。

Ta 8号竪穴状遺構　Ⅳい・うー2GrにありD45.P252に切られる。規模は北壁0.98m.東壁2.04m.

南壁0.76m.西壁2・00mの長方形で壁高は36cmを測り、長軸方位はNを示す。床は、平坦で貼床はな

いが比較的堅固である。覆土は、黄褐色土のブロックを多量に含み人為的な堆積と思われる。遺物は

皆無で本地の時期は不明。

Ta 9号竪穴状遺構　Ⅲい・う-10GrにありD54.D56.P139に切られる。規模は残存北壁1.16m.東

壁1.76m.南壁1.00m.残存西壁0.88mの長方形で壁高は41cmを測り、長軸方位はN-2O-Eを示す。

床は平坦で軟弱である。覆土は、黄褐色土と黒褐色土の小ブロックを多量に含み人為的な堆積と思

われる。遺物は皆無で本址の時期は不明。

TalO号竪穴状遺構　Ⅳあー9G rにあり、規模は北壁2.08m.東壁2.52m.南壁2.10m.西壁2.58mの

長方形で壁高は41cmを測り、長軸方位はN-10O-Wを示す。掘方埋土の上部に薄い平坦な床が認めら

れた。ピットは3基検出された。相対する東西壁下のPl・P3は、主柱穴であろうか。遺物は皆無

で本址の時期は不明。

T all号竪穴状遺構　Ⅳお一2-4G rにあり大半は南側の未調査区域に伸びる。規模は東西軸長5.

84mで大型である。壁高は62c皿と深い。床はほぼ平坦で堅い。ピットは4基検出された。西壁下に一

段のテラスが、東壁下に2段のテラスがある。西側テラス下には、溝状の窪みがみられた。遺物は皆

無で本址の時期は不明。

T al・T a2・Ta4.T a7・T a8.T a9の竪穴状遺構は、すべて長軸を北にして東西一直線

上に配置されている。竪穴状遺構の時期であるが、弥生時代・古墳時代の遺構を切っていること、調

査区全体から弥生時代後期・古墳時代後期・中世の遺物が出土し、奈良平安時代の遺物は見られないこ

とから、漠然ではあるが多くの土抗やピット同様中世の所産であろう。

第3節　土塊

Dl号土坑

Ⅳえ-8G rにあり、長軸長は1.02m.矩軸長l.00mの円形で断面は逆梯形、壁高は25cmを測り、南

北軸方位はN-68O-Eを示す。長辺50cm厚さ28cmの礫がみられた。遺物は第15図1の須恵質陶器揮鉢

が出土した。本址の年代は、 1から14世紀か15世紀であろう。

D2号土坑

Ⅳう-5・6G rにありDlO.D12・M5.P66・P69に切られる。残存長軸長1.4m.短軸長l.2mの楕

円形で断面は逆梯形、壁高は18cmを測り長軸方位はN-43O-Wを示す。底面に据え置かれたような壷

(第15図5)がやや傾く正位で確認された。まわりから壷・馨・鉢・高杯片が出土している。遺物はすべ

て弥生時代後期で第15図4 ・ 6 ・ 7は塗彩される。本址の時期は弥生時代後期箱清水式期に位置づけら

れる。

D3号土坑

Ⅳう-9 G rにあり、長軸長は1.45m.矩軸長1.17mの楕円形で断面は逆梯形、底面に深さ32cmの

ピットがある。壁高は14cmを測り、長軸方位はN-36O-Wを示す。 12-20cmの安山岩が5個みられた。

遺物は弥生時代後期壷・聾、須恵器馨が出土した。小片であり本址の年代は、不明である。

D4号土坑

Ⅳえ-7 G rにあり、長軸長は0.9m.短軸長0.48mの楕円形で断面は逆梯形、壁高は28cmを測り、

長軸方位はN-800-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D5号土坑

Ⅳう・え-6G rにあり、 M5を切る。残存長軸長は0.7m.残存矩軸長0.65mの楕円形で断面は逆梯形、
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壁高は24cmを測り、長軸方位はN-40O葛Eを示す。出土遺物は皆無であり、本地の時期は不明である。

D6号土坑

Ⅳう・え-7 G rにあり、長軸長は0.56m.短軸長0.42mの楕円形で断面は逆梯形、壁高は30cmを測

り、長軸方位はN-40-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D7号土坑

Ⅳい-3G rにありD8.P219を切り、 P61に切られる。長軸長は1.45m.短軸長0.93mの楕円形で

断面は鍋底形、壁高は26cmを測り、長軸方位はN-16O鵜Wを示す。遺物は弥生時代後期壷・饗が出土し

た。小片であり本址の年代は、不明である。
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D8号土坑

Ⅳい一3GrにありMlOを切り、 D7・P28.P29に切られる。残存長軸長は1.66m.短軸長1.44mの

不整台形で断面は逆梯形、壁高は22cmを測り、長軸方位はN-9O-Wを示す。遺物は弥生時代後期壷・

鉢・高杯が出土した。小片であり本址の年代は、不明である。

D9号土坑

Ⅳい-4G rにあり長軸長は1.3m・短軸長1.15mの楕円形で断面は逆梯形、壁高は27cmを測り、長軸

方位はN-23○○Wを示す。遺物は弥生時代後期壷・鉢が出土した。小片であり本址の年代は不明である。

D10号土坑

Ⅳう-5・6GrにありD2を切り、 D12・M5に切られる。長軸長は1.4m.短軸長0.91mの長方形

で断面は逆梯形、壁高は43cmを測り、長軸方位はN-85O-Eを示す。遺物は弥生時代後期赤彩される

壷・鉢、藷が出土した。本址の時期は、弥生時代後期箱清水式期のM5に切られ、同期のD2を切っ

ていることから、弥生時代後期箱清水式期に位置づけられる。

Dll号土坑

Ⅳあー4G rにありP286に切られる。長軸長は2.04m.短軸長1.72mの不整形で、壁高は24cmを測

り、長軸方位はNを示す。北寄り底面に長軸長1.04m.短軸長0.92mの円形で深さ31cmの落ち込みが

見られた。別遺構の可能性もあるが把握できなかった。遺物は弥生時代後期壷・馨が出土した。小片

であり本址の年代は、不明である。

D12号土坑

IVう・えー5 G rにありD2.DlOを切る。長軸長は0.92m.短軸長0.74mの楕円形で断面は逆梯形、

壁高は15cmを測り、長軸方位はN-36O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D13号土坑

Ⅳい-3・4Grにあり、 MlOを切る。長軸長は1.12m.矩軸長0.8mの楕円形で断面は逆梯形、壁高

は29c皿を測り、長軸方位はN-610-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D14号土坑

Ⅲあ-8・9G rにあり、 P76に切られる。残存長軸長は1.Om.短軸長0.92mの楕円形で断面は逆梯形、

壁高は27cmを測り、長軸方位はN-240-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D15号土坑

Ⅲお一9 G rにあり、長軸長は1.44m.短軸長1.06mの長方形で、断面は逆梯形、壁高は35cmを測

り、長軸方位はN-860-Wを示す。遺物は第15図7-9の内耳土鍋、弥生時代後期の壷小片が出土し

た。本址の年代は、内耳土鍋を根拠とすれば15世紀であろう。

D16号土坑

Ⅲい-9G rにありPlOO.PlOlに切られる。長軸長は1.7m.短軸長1.1mで、壁高は111cmを測り、

長軸方位はN-760-Wを示す。北寄り底面から北壁を袋状に扶る深さ87cmの掘り込みが見られた。別

遺構の可能性もあるが把握できなかった。遺物は弥生時代後期壷、土師器蛮・杯、須恵器馨が出土し

た。小片であり本址の年代は、不明である。

D17号土坑

Ⅳえ-5G rにありD18を切りD69に切られる。長軸長は1.22m.短軸長1.18mの楕円形で断面は逆梯

形壁高は25cmを測り、長軸方位はN-17O-Eを示す。出土遺物は皆無であり本址の時期は不明である。

D18号土坑

Ⅳえ-5G rにありP310を切り、 D17・P309に切られる。残存長軸長は1.74m.短軸長1.54mの楕

円形で断面は逆梯形、壁高は48cmを測り、長軸方位はN-14O-Wを示す。遺物は弥生時代後期壷・鉢・

馨が出土した。小片であり本址の年代は、不明である。

D19号土坑

Ⅳい-4G rにあり、 P223に切られる。長軸長は1.16m.短軸長1.14mの方形で断面は鍋底、壁高

は18cmを測り、長軸方位はN-5OWを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。
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D20号土坑

Ⅳあ・い-5 G rにあり、長軸長は1.48m.短軸長1.44mの円形で断面は逆梯形、壁高は52cmを測り、

南北軸方位はN-830-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D21号土坑

Ⅳい・う-4Grにあり、長軸長は0.72m.短軸長0.65mの円形で断面は逆梯形、壁高は23cmを測

り、長軸方位はN-64○○Eを示す。出土遺物は皆無であり、本地の時期は不明である。

D22号土塊

Ⅳう-5G rにありH lを切る。長軸長は1.62m.矩軸長1.02mの長方形で断面は逆梯形、壁高は40

cmを測り、長軸方位はN-78O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D23号土坑

Ⅳう-5・6GrにありM3・M5を切る。長軸長は1.98m.矩軸長1.24mの楕円形で断面は逆梯形、

壁高は29cmを測り、長軸方位はN-38O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本地の時期は不明である。

D24号土坑

Ⅳい-10G rにあり、西側は調査区域外に伸びる。南北長は1.66m.検出東西長1.18mの方形とみら

れ、断面は逆梯形、壁高は16cmを測り、南北軸方位はN-13。鵜Wを示す。出土遺物は皆無であり、本

址の時期は不明である。

D25号土坑

Ⅳえー10Grにあり、西側は調査区域外に伸び、 Mlを切り、 D26に切られる。南北長は1.42m.検

出東西長0.78mの円形とみられ、断面は逆梯形、壁高は49cmを測り、南北軸方位はNを示す。出土遺

物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D26号土坑

Ⅳえ-10Grにあり、西側は調査区域外に伸び、 Ml・D25を切る。南北長は1.2m.検出東西長1m

の円形で、断面は鍋底、壁高は43cmを測り、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の

時期は不明である。

D27号土坑

Ⅲえー9.10Grにあり、 D28に切られる。長軸長は1m.短軸長0.73mの長方形で、断面は逆梯形、

壁高は24cmを測り、南北軸方位はN-85O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D28号土坑

Ⅲえ-10G rにあり、 D27・D29を切る。長軸長は1.5m.矩軸長1.04mの楕円形で、断面は逆梯形、

壁高は70cmを測り、長軸方位はN-80O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D29号土坑

Ⅲえ-10GrにありD30を切り、 D28に切られる。残存長軸長は1.94m.短軸長1.94mの円形で、断

面は逆梯形、壁高は69c皿を測り、東西軸方位はN-79。-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時

期は不明である。

D30号土坑

Ⅲえ・お一10G rにありD29に切られ、西側は調査区域外に伸びる。残存南北長は1.4m.残存東西長

0.64mの楕円形で、断面は鍋底、壁高は52cmを測り、南北軸方位はN-520-Eを示す。出土遺物は皆

無であり、本地の時期は不明である。

D31号土坑

Ⅳえ-2G rにあり、 P275に切られる。長軸長は1m.短軸長0.96mの方形で、断面は逆梯形、壁

高は4lcmを測り、南北軸方位はN-15O鵜Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D32号土坑

Ⅳう・え-2GrにありP51.P52に切られる。長軸長は1.64m.短軸長1.04mの台形で、断面は逆梯

形、壁高は48cmを測り、長軸方位はN-9O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本地の時期は不明で

ある。
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D26

標高696.7m

(1:80)　　2m

D26

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土のブロック含む。

D30

標高696.3m

(l :80)

二二‾ニー

‾亥- -彩霧

標高696.3m

(1:80)

D27

1層　暗褐色土(10YR3/3)

2m

圏。揚
標高696.3m
2m

D28

1層暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子多量。

標高696.3m

(1:80)
2m

2m

D30

1層　黒褐色土(10YR3/2)

二二‾「‾○ ○

標高696・5m　2m

(1 :80)

D35

1層黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子含む。
2層黒褐色土(10YR3/2)

標語3)4m　2m

D34

D34

1層黒褐色土(工0YR2/3)

黄褐色土の小ブロック少量。

標高696.5血

(1:80)

D31

1層　黒褐色土(10YR2/3)

2層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子
小ブロック含む。

2m

標高696.4m

(1:80)
2m

D36

1層黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子含む。
2層黒褐色土(10YR3/2)

因固定
標高696.5m

(1.80)
2m

D32

1層　黒褐色土(10YR2/3)

標高696.4m

(l ・80)
2m

D38

1層暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子少量。
2層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の小ブロック多量。

D40

標盤3)4血　2m　　　　9

D37

1層　黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土のブロック多量。

標高696.5血

(1∴ 80)

D40

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子
小ブロック多量。

第12図　A地区　土坑(3)
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D29

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の小ブロック含む。
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園　　　　田
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(l :80)
2m

D33

1層　黒褐色土(10YR2/3)

2層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子多量。

閉園
0　標語3)5m　2m

D39

1層　黒褐色土(10YR2/3)

2層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子多量。

閣‡
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(1:80)
2m

D43

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の
小ブロック多量。
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D33号土坑

Ⅳう-3G rにありD63・M9を切る。長軸長は1.66m.短軸長1.38mの楕円形で、断面は逆梯形、

壁高は64cmを測り、長軸方位はN-35O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D34号土坑

Ⅳえ-3GrにありD63を切り、 P214.P311に切られる。南北軸長は1.22m.東西軸長1.24mの不

整円形で、断面は逆梯形、壁高は37cmを測り、南北軸方位はN-13O-Wを示す。出土遺物は皆無であ

り、本址の時期は不明である。

D35号土塊

Ⅳう-2・3Grにあり、 P217・P218に切られる。南北軸長・東西軸長1.96mの円形で、断面は鍋底、

壁高は89cmを測り、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D36号土坑

Ⅳう鵜1・2GrにありP58.P59を切り、 D37・P60に切られる。長軸長は1.84m.矩軸長l.74mの

不整台形で、断面は逆梯形、壁高は44cmを測り、長軸方位はN-160-Wを示す。中央に浅いピットが

ある。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D37号土塊

Ⅳう-1・2GrにありD36を切り、 P45・P60に切られる。長軸長は1.25m.短軸長1.07mの長方形

で、断面は逆梯形、壁高は57cmを測り、長軸方位はN-2O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址

の時期は不明である。

D38号土坑

Ⅲう-9Grにあり、 P83.P84に切られる。長軸長は1.21m.短軸長1.1mの長方形で、断面は鍋底、

壁高は50cmを測り、長軸方位はN-13O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D39号土坑

Ⅲう-10G rにあり、長軸長は1.64m.短軸長l.14mの長方形で、断面は逆梯形、壁高は55cmを測

り、長軸方位はN-84O-Eを示す。底面に径10cm深さ10cmの2基ピットがある。出土遺物は皆無であ

り、本址の時期は不明である。

D40号土坑

Ⅳえ-3G rにあり、 D41・D42を切り、 P161-P164に切られる。長軸長は1.38m.短軸長1.1m

の楕円形で、断面は鍋底、壁高は57c皿を測り、長軸方位はN-870-Eを示す。出土遺物は皆無であり、

本地の時期は不明である。

D41号土坑

Ⅳえ-3・4Grにあり、 D40.D43・P159へP161に切られる。残存長軸長は1.16m.短軸長1.1mの

長方形で、断面は逆梯形、壁高は32cmを測り、長軸方位はN-8O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、

本址の時期は不明である。

D42号土塊

Ⅳえ-3 G rにあり、 D40・D43・P162に切られる。残存長軸長は0.93m.残存短軸長0.54mの長方

形で、断面は逆梯形、壁高は34cmを測り、長軸方位はN-9O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本

址の時期は不明である。

D43号土坑

Ⅳえ-3・4G rにあり、 D41・D42を切る。長軸長は0.86m.短軸長0.67mの長方形で、断面は逆梯形、

壁高は65cmを測り、長軸方位はN-850-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D44号土坑

Ⅱけ-2Grにあり、 D55・M2を切る。南北軸長は1.32m.東西軸長1.38mの方形で、断面は逆梯

形、壁高は47cmを測り、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D45号土坑

Ⅳう-2Grにあり、 T a8を切る。南北軸長は1.18m.東西軸長1.2mの円形で、断面は逆梯形、
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圏
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(1:80)
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D41

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の
小ブロック含む。

靴三
変易- --該○○
標高696.6血

(1:80)
2m

D46

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の
小ブロック含む。

標高696.5m

(1 :80)
2m

D50

1層暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子多量。

標高696・6m　2m

(1 :80)

D53

1層暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の小ブロック少量。

言画
A A’

亥彪
標高696.5m

(1 :80)
2m

D42

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の
粒子多量。

二務○○該二二

標高696.8m

(1 :80)
2m

D44

1層　暗褐色土(10YR3/3)

A A,　　　　A‾玄瘍一該

標高696.6m

(1 :80)

務妄豪豪家亥‾
2m O

D47

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の
粒子多量。

標高696. 2m

(1 :80)

標高696. 5m

(1:80)
2m

D48

1層暗褐色土(10YR3/4)

羅A
2m O

D51

1層　黒褐色土(10YR2/3)

二戚二

標高696.8巾

(1 :80)
2m

D55

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子
小ブロック含む。

A A’

顕露露
標高696.5m

(1 :80)
2m

D52

1層　暗褐色土(10YR3/3)

園　　　　　田

標高696.6m

(l :80)
2m

D56

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子・小ブロック多量。

第13図　A地区　土坑(4)
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(1:80)
2m
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1層　暗褐色土(10YR3/4)
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(1 :80)
2m

D49

1層　黒褐色土(10YR2/3)

醒囲
霧三〇〇霧
0　標高696・6調

(1:80)
2m

D54

1層黒褐色土(10YR2/3)

2層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子多量。

D音57

標高696.6m

(1:80)
2m

D57

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子多量。
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壁高は32cmを測り、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D46号土坑

Ⅳい・うー2・3Grにあり、 D47を切る。長軸長は1.2m.短軸長0.95mの長方形で、断面は逆梯形、

壁高は48cmを測り、長軸方位はN-85O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D47号土坑

Ⅳい-2.3G rにあり、 D46に切られる。長軸長は0.94m.短軸長0.82mの楕円形で、断面は逆梯形、

壁高は23cmを測り、長軸方位はN-500-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D48号土塊

Ⅳい・う-1Grにあり、 D50.D52に切られる。長軸長はl.71m.残存短軸長0.7mの方形?で、断

面は逆梯形、壁高は39cmを測り、長軸方位はN-85O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期

は不明である。

D49号土坑

Ⅳう-1GrにありD50.D51に切られる。長軸長は1.33m.残存短軸長0.51mの方形?で断面は逆

梯形、壁高は30c皿を測り、長軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D50号土坑

Ⅳい・う-1 G rにありD48.D49.D51を切る。長軸長は1.5m.矩軸長1.17mの長方形で断面は逆梯

形、壁高は21cmを測り長軸方位はN-4O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D51号土坑

Ⅳう-1G rにあり、 D49を切り、 D50に切られる。長軸長は約1.5m.残存短軸長0.84mの楕円形

か?断面は逆梯形、壁高は42cmを測り、長軸方位はN-84O-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址

の時期は不明である。

D52号土坑

Ⅳい-1・2Grにあり、 D48を切る。長軸長は1.02m.短軸長0.76mの楕円形で、断面は逆梯形、

壁高は20cmを測り、長軸方位はN-20O鵜Wを示す。出土遺物は皆無であり本址の時期は不明である。

D53号土塊

Ⅳい-2G rにあり、長軸長は1m.矩軸長0.9mの方形で、断面は逆梯形、壁高は38cmを測り、南

北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D54号土塊

Ⅲい-10GrにありT a 9を切る。長軸長は1.5m.矩軸長0.95mの長方形で、断面は東壁が袋状とな

る逆梯形、壁高は77cmを測り、長軸方位はEを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D55号土坑

Ⅱけ-2G rにありM2を切り、 D44に切られる。残存長軸長は0.9m.短軸長0.88mの長方形で、

断面は逆梯形、壁高は31cmを測り、長軸方位はN-850-Eを示す。遺物は、土師器聾・杯が出土した。

小片であり本址の年代は、不明である。

D56号土塊

Ⅲい-10.Ⅳい一1G rにあり、 T a9・D65を切り、 D57に切られる。長軸長は1.38m.短軸長1.06

mの楕円形で、断面は逆梯形、壁高は42cmを測り、長軸方位はN-84O-Wを示す。出土遺物は皆無で

あり、本址の時期は不明である。

D57号土坑

Ⅲい-10.Ⅳい-1G rにあり、 D56を切り、 D58に切られる。長軸長は1.2m.残存短軸長0.62mの

方形?で、断面は逆梯形、壁高は23cmを測り、南北軸方位はN-16O-Wを示す。出土遺物は皆無であ

り、本址の時期は不明である。

D58号土塊

Ⅳい一1 G rにあり、 D57を切る。長軸長は1.36m.検出短軸長0.49mの楕円形?で、断面は逆梯形、

壁高は56cmを測り、長軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。
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標高696.5m

(1‥80)　　2m

D60

1層黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土のブロック多量。

D62

閣
団

標高696.5m

(l:80)
2m

D62

1層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の小ブロック多量。

D64
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D65

標高696・5m　2m

(1・80)

D64

1層　黒褐色土(10YR2/3)

標高696.6皿

(1 :80)
2m

D65

1層　黒褐色土(10YR2/2)

標高696,9m

(1:80)

D58

1層　黒褐色土(10YR2/2)

2層黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子
小ブロック多量。

D63

2m
2m

D59

1層　黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子
小ブロック少量。

標高696,5m

(1:80)
2m

D63

1層　黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子少量。

A A’‾励

標高696.6m

閥
A’

D61

1層　黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土の粒子少量。

D 66　　二羽

閣

標高696.6m

(1:80)　　2m O　　(1:80)　　2m

D69

1層　暗褐色土(10YR3/4)

黄褐色土の粒子多量。

D67

1層　暗褐色土(10YR3/3)

第14図　A地区　土坑(5)

園　　　　　田

0　標語8)6血　2m

D66

1層　黒褐色土(10YR2/2)

2層　暗褐色土(10YR3/3)

黄褐色土の粒子・小ブロック多量。

P145

1層　黒褐色土(10YR2/2)

D68

標高696.5m

(1 :80)
2m

D68

1層　黒褐色土(10YR2/3)

D59号土坑

Ⅳうー1G rにあり、 D60.D68を切る。長軸長は1.56m.検出短軸長0.86mのテラスを北側に持つ

長方形で、壁高は42c皿を測り、南北軸方位はNを示す。遺物は弥生時代後期の赤彩壷と無彩の壷が出

土した。小片であり本址の年代は、不明である。

D60号土坑

Ⅳう-1G rにあり、 D68を切り、 D59に切られる。残存南北長は0.78m.検出東西長0.73mの円

形?で、壁高は26c皿を測る。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。
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D61号土坑

Ⅲう-8Grにあり、 H2・P89を切る。長軸長は1.68m.短軸長1.45mの長方形で、断面は逆梯形、

壁高は50cmを測り、長軸方位はN-9O喜Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D62号土坑

Ⅳうー4Grにあり、 Hl・D63を切り、 P168.P169に切られる。長軸長は1.03m.短軸長0.97mの楕円形

で、断面は逆梯形、壁高は28cm、長軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D63号土坑

Ⅳう・え-3.4Grにあり、 Hlを切り、 D33・D34.D42・D62・D64.P165へP167・P177・P209-

P213に切られる。長軸長は2.4m.短軸長2.04mの長方形で　断面は逆梯形、壁高は23cm、長軸方位

はN-120-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D64号土塊

Ⅳう・え-3・4Grにあり、 Hl・D63を切り、 P165-P167に切られる。長軸長は1.18m.短軸長1.

17mの方形、断面は逆梯形、壁高は48cm、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時

期は不明である。

D65号土坑

Ⅲい-10G rにあり、 D56に切られる。残存南北長は0.28m.残存東西長0.72mの楕円形?で、断面

は逆梯形?、壁高は34c皿である。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D66号土坑

Ⅲい-10G rにあり、 D67を切る。長軸長は1.93m.矩軸長1.63mの長方形、断面は逆梯形、壁高は

45cm、長軸方位はN-77O-Eを示す。遺物は覆土1層中から10点の古銭がまとまって出土した。北宋

銭の元祐通賓・政和過賞が各2点、至道元賓・聖宋元賓・嘉祐過賞・威平元賓・皇宋過賞が各1点、唐銭

の開元過賞1点である。本址の時期は、漠然と中世となろうか。

D67号土坑

Ⅲい-10Grにあり、 D66に切られる。南北軸長は1.24m・残存東西軸長0.58mの楕円形?で、断面は逆

梯形、壁高は29cm、南北軸方位はN-100-Wを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D68号土坑

Ⅲうー10Grにあり、 D59.D60に切られる。長軸長は1.33m.残存短軸長0.7mの楕円形?で、断面

は逆梯形、壁高は33cm、南北軸方位はNを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

D69号土坑

Ⅳえー5Grにあり、 Hl・D17を切る。長軸長は1.38m.短軸長0.9mの長方形、断面は逆梯形、壁

高は18cm、長軸方位はN-5O-Eを示す。出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

第4表　A地区土坑一覧表(1)　　　　　　　　　　　　　(残存値) <検出値>

遺構名 佶��ｩ'R�平面形 �+x�)_ｸ犬�長軸長 �%ｨ�)+r�壁高 儖X����������ﾖﾂ�
(東西長) 忠>ﾉfｹ+r��宙�Z�ｭhﾅx�X�7�)Zｒ�

D「 �x耳*c��円形 披ﾓc��ｸ�ｴR�102 �����2与 �(i�(��Jｲ�

D2 �rﾘ*H.x�X*Cb�(楕円形) 披ﾓC8�ｸ�ｵr�(140) ��#��18 禰�T��TC�"萼R��cb��c�,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D3 �rﾘ*C��楕円形 披ﾓ3f�r�14与 ���r�14 冢ﾙ�i7舒ﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾘ�����������-��X�8�YJｸ�Xﾘ)}��

D4 �rﾘ*cr�楕円形 披ﾓ���ﾕr�90 鼎��28 ��

D与 �rﾘ*Ch�X*cb�(楕円形) 披ﾓC��"ﾔR�(70) 茶iu竰�24 匪u�/���.��"�

D6 �rﾘ*Cx�X*cr�楕円形 披ﾓH�"ﾕr�56 鼎"�30 ��

D7 �x耳*#2�楕円形 披ﾓ�fRﾕr�14与 涛2�26 ��c�,���.x.ｨ��C��U�#��/���.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D8 �rﾘ*#2�不整台形 披ﾓ��ｸ�ｵr�(166) ��CB�22 蛮�T�/���.��%�#ょ�#剃Cx,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D9 �x耳*#B�楕円形 披ﾓ#8�"ﾕr�130 ���*B�27 冢ﾙ�i7舒ﾒ�

D「O �rﾘ*H*H�X*Cb�長方形 披ﾓス�ｸ�ｴR�140 涛��43 任(/���.��$ﾓX�TC�(,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D「「 �rﾘ*�B�不整形 披�204 ��s"�24 ��#ド,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D12 �rﾘ*H.x�X*iu��楕円形 披ﾓ3h�ｸ�ｵr�92 都B�1与 任(�TH�T�/���.��"�

D13 �rﾘ*#8�X*#B�楕円形 披ﾓc��ｸ�ｴR�112 塔��29 蛮�T�/���.��"�

D14 �bﾘ*���X*���楕円形 披ﾓ#C�ﾔR�(100) 涛"�27 ��sh,���.x.ｨ.��"�

ー23-



第5表　A地区土坑一覧表(2)　　　　　　　　　　　　(残存値) <検出値>

遺構 名 佶��ｩ'R�平面形 �+x�)_ｸ犬�長軸長 �%ｨ�)+r�壁高 儖X����������ﾖﾂ�

(東西長) 忠>ﾉfｹ+r��宙�Z�ｭhﾅx�X�7�)Zｒ�

Dlら �bﾘ*ヲ�長方形 披ﾓド�"ﾕr�144 ���b�35 冢ﾙ�i7舒ﾘ��(i�(��7�>r�

D16 �bﾘ*#��不整形 碑�Ssc�ﾕr�170 �����111 ���T��U��T��X,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾘ�Y7倡Hｮﾘ�Y�ｸﾆ(ｮﾒ�

D17 �rﾘ*h.r�楕円形 碑ｨｳ�x�ｸ�ｴR�(122) �����25 任c�,���.x.ｨ��C��/���.��"�

D18 �rﾘ*h.r�楕円形 披ﾓ�H�ｸ�ｵr�(174) ��SB�48 ��3��/���.��%�3�剃C�x,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D19 �rﾘ*#B�方形 披ﾙu��"ﾕr�116 ���B�18 ��##8,���.x.ｨ.��)nﾙ�i7舒ﾒ�

D20 �rﾘ*�.x�X*(*B�円形 披ﾓ�8�"ﾔR�148 ��CB�52 ��

D21 �rﾘ*#H�X*CB�円形 披ﾓcH�(ｨｴR�72 妬u��23 ��

D22 �rﾘ*H.r�長方形 披ﾓs��ｸ�ｴR�162 ���"�40 蝿�X/���.��"�

D23 �rﾘ*H.x�X*Cb�楕円形 披ﾓ3��"ﾕr�198 ��#B�29 晩8�Tﾙu�/���.��"�

D24 �rﾘ*#���(方形) 披ﾓ�6�r�<118> ��cb�16 ��

D2与 �rﾘ*c���(円形) 披�142 禿s��49 蛮�X/���.��$C#h,���.x.ｨ.��"�

D26 �xｨｸ*c���(円形) 披�120 禿�����43 蛮�X�TC)u�/���.��"�

D27 �bﾘ*c��X*c���長方形 披ﾓス�ｸ�ｴR�100 都2�24 任#�,���.x.ｨ.��"�

D28 �bﾘ*c���楕円形 披ﾓ���ｸ�ｸｹ��1ら0 ���B�70 任#x�TC#�/���.��"�

D29 �bﾘ*c���円形 披ﾓs��ｸ�ｴR�(194) ��釘�69 任3�/���.��$C#�,���.x.ｨ.��"�

D30 �bﾘ*c���X*����(楕円形) 披ﾙu�#�ﾔR�<64> 禿�C���52 任#�,���.x.ｨ.��"�

D3「 �rﾘ*c"�(方形) 披ﾓ�u��ｸ�ｴR�100 涛b�41 ��#x処+���.x.ｨ.��"�

D32 �rﾘ*C(�X*c"�台形 披ﾓ薬ﾕr�164 ���B�48 ��.s��U�S(,���.x.ｨ.��"�

D33 �rﾘ*C2�楕円形 披ﾓ9u��"ﾕr�166 ��3��64 晩��TCc8/���.��"�

D34 �rﾘ*c2�不整円形 披ﾓ�8�"ﾕr�124 ��#"�37 任c8/���.��%�#�H�U�3��,���.x.ｨ.��"�

D3与 �x耳*C(�X*C2�円形 披�196 ��澱�89 ��#�x�U�#��,���.x.ｨ.��"�

D36 �rﾘ*C��X*C"�不整形 披ﾓ�h�ｸ�ｵr�184 ��sB�44 ��Sょ�S�/���.��$C3r��c�,���.x.ｨ.��"�

D37 �rﾘ*C��X*C"�長方形 披ﾓ#�ﾕr�125 ���r�57 任3h/���.��%�CX�U�c�,���.x.ｨ.��"�

D38 �bﾘ*C��長方形 披ﾓ�8�"ﾔR�121 �����50 ���8�U�ォ,���.x.ｨ.��"�

D39 �bﾘ*C���長方形 披ﾓェ�R�164 ���B�55 ��

D40 �rﾘ*c2�楕円形 披ﾓベ�ｸ�ｴR�138 �����57 任C�腓C(/���.��%��c�-e��cH,���.x.ｨ.��"�

D41 �rﾘ*c8�X*cB�長方形 披ﾓ��ｸ�ｵr�(116) �����32 任C�腓C2���S貞��c��U��c�,���.x.ｨ.��"�

D42 �rﾘ*c2�長方形 披ﾓ��"ﾕr�(93) 忠u紕��34 任C��TCC8�U��c(,���.x.ｨ.��"�

D43 �rﾘ*c8�X*cB�方形 披ﾓ疫��"ﾔR�86 田r�65 任C��TCC(/���.��"�

D44 �Rﾘ*�"�方形 披�138 ��3"�47 晩(�TH*H*H/���.��"�

D45 �rﾘ*C"�円形 披�120 �����32 �)ｦ��/���.��"�

D46 �rﾘ*#(�X*#8�X*C(�X*C2�長方形 披ﾓシ�R�120 涛R�48 任Cx/���.��"�

D47 �rﾘ*#(�X*#2�楕円形 披ﾙu���ｸ�ｵr�94 塔"�23 任Ch,���.x.ｨ.��"�

D48 �rﾘ*#��X*H�R�方形? 披ﾓ疫��"ﾔR�(171) 茶s���39 祢u���TCS(,���.x.ｨ.��"�

D49 �rﾘ*C��方形? 披�133 宙.s���30 祢u���TCS�,���.x.ｨ.��"�

D50 �rﾘ*#��X*C��長方形 披ﾓF�r�150 ���r�21 任C��TCC��TH*C�/���.��"�

D与1 �rﾘ*C��(楕円形) 披ﾓォ�ｸ�ｵr�<150> 茶ィ��42 任C�/���.��$CS�,���.x.ｨ.��"�

D与2 �rﾘ*#��X*#"�楕円形 披ﾓ#��ｸ�ｵr�102 都b�20 任C�/���.��"�

D53 �rﾘ*#"�方形 披�100 涛��38 ��

D与4 �bﾘ*#���長方形 燃�1与0 等u��77 �)ｦ��/���.��"�

Dうら �Rﾘ*�"�長方形 披ﾓ疫��ｸ�ｴR�(90) 塔��31 晩(/���.��$CCH,���.x.ｨ.��)7倡Hｮﾘ���8�YGB�

D与6 �bﾘ*#��ｨ�Xurﾘ*#��楕円形 披ﾓォ�ｸ�ｵr�138 ���b�42 �)ｦ���TCiu�/���.��$CSx,���.x.ｨ.��"�

D57 �bﾘ*#���Xurﾘ*#��方形? 披ﾓ�h�ｸ�ｵr�120 茶c"��23 禰*Ch/���.��$CS�,���.x.ｨ.��"�

D与8 �rﾘ*#��楕円形? 披�136 禿C凪�56 祢u繆/���.��"�

D与9 �rﾘ*C��長方形 披�1与6 禿ツ��42 任c��TCc�/���.��)nﾙ�i7舒ﾘ��-��

D60 �rﾘ*C��円形? ��<73> 茶sｒ�26 任c�/���.��$Iu纔,���.x.ｨ.��"�

D61 �h耳*C��長方形 披ﾓ��"ﾕr�168 ��CR�50 買(�U��/���.��"�

D62 �rﾘ*CB�楕円形 披�103 涛r�28 陪ﾂ腓c8/���.��%��cょ��c�,���.x.ｨ.��"�

D63 �x�X*C8�X*CH�X*c2�長方形 披ﾓ�(�ｸ�ｵr�240 �#�B�23 蝿�X/���.��$C32腓3B腓C"腓c"腓cB���cX-e��cx�U��sx�U�#�鍔�#�8,���.x.ｨ.��"�

D64 �xｨｸ*C8�X*CH�X*c8�X*cB�方形 披�118 ���r�48 陪ﾂ腓c8/���.��%��cX-e��cx,���.x.ｨ.��"�

D6与 �bﾘ*#���楕円形? ��ｲ�(72) 茶#ｒ�34 任Sh,���.x.ｨ.��"�

D66 �bﾘ*#���長方形 碑ｨｳsv�R�193 ��c2�45 任cx/���.��(ﾌ9�ｲ�

D67 �bﾘ*#���楕円形? 碑氾���r�(ら8) ��#B�29 任ch,���.x.ｨ.��"�

D68 �bﾘ*C���楕円形? 披�133 茶s���33 任S��TCc�,���.x.ｨ.��"�

D69 �rﾘ*h.r�長方形 披ﾓX�(�dR�138 涛��18 蝿�X�TC�x/���.��"�

第6表　A地区　土坑出土遺物一覧表

D「・2・1与 劔d�����|｢�剞ｬ形・調整・文様 剞�闥l<　>残存値()丸底● 

N0. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶���l｢�備　　考 偬�7�ｩ'R�

7 亂(��霜鉢 禿8�R����<13.4> 禿�"騏聹�揺目 �7x8�6�6h�X6�6b�回転実測、在地産　中世 禰�R�

2 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�<18.0> 茶b�2��剥落 �6�6b�回転実測 任(����紕�

3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 禿�b����ー 茶2縒��へラミガキ、赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�回転実測 任(������B�

4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶"繧��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実測 任(��Z)7��

与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�13.与 茶�r����ヘラミガキ �6�5�mｨ��7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実測 任(�������

6 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶2縒��ナデ ��I�i6緯｢�破片実測 任"���Z)7��

7 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�ー ��ｲ�赤色塗彩、ほとんど剥離 ��I�i6緯ｨ��ｿ儼�)ｨ鬩[b� 任(��Z)7��

8 冢ﾙ�i7舒ﾒ�聾 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ→ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 任(��Z)7��

9 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー 茶B纈��ナデ �6�6b�破片実測 任�u���Z)7��

10 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー 茶b繧��ナデ �6�6b�破片実測 任�u���Z)7��

11 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー ��ｲ�ナデ �6�6b�破片実測 任�u���Z)7��
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第15図　A地区　土坑(6)

第4節　溝状遺構

Ml号溝状遺構　Ⅳえ・お鵜9.10Grにあり、 Ta3・D25・D26に切られる。径は溝外側5.6m、幅0.3

へ0・7m深さ5-31c皿、正円形で断面形は蒲鉾形、北で溝が切れる。遺物は、第21図1-7が出土した。

弥生時代後期の琵1・3、 T字文・赤彩の壷2、内外面赤彩される鉢? 4、混入のかわらけ5へ7があ

る。主体部は未検出円形周溝墓とみられる。本址の時期は弥生時代後期箱清水式期に位置づけられる。

M2号溝状遺構　Ⅱけ・こ-1-10Grにあり、 D44.D55に切られ、北・西側の調査区域外に伸びる。

検出長36.8m.幅2.08へ2.8m・深さ108-135cm、断面は「Ⅴ」に近い「U」字形で溝底幅は狭く、溝底の

東西端は高さ等しく中央がやや低い。東端にのみ砂層がみられた。遺物は下層の2・3層から弥生時

代後期箱清水式期(1 -132)の壷・馨・鉢・高杯・器台・有孔鉢・蓋・台杯馨、上層の1層から古墳時代の土

師器(133へ145) 1 ・2層から磨石・凹石が出土した。第18図75の器台は、内外面よくへラミガキされ、

内外面に赤彩される。接地面の擦れと接合部調整の違いから不明瞭な段を有する方を脚部とした。 74

も内外面赤彩される器台脚部である。本址の時期は弥生時代後期箱清水式期に位置づけられる。

M3号溝状遺構　Ⅱけ・こ-6・7、 Ⅳあへえ5・6Grにあり、 P328.P329・P331へP334に切られ、

M5を切る。 D5・D23・M2との重複関係は不明である。南北調査区域外に伸び検出長22.16m.幅1
-l.2m.深さ4-18cm、断面浅い逆梯形。溝底南に緩く傾斜北端と南端の比高は25cm。遺物は弥生時

代後期の赤彩轟・聾、須恵器薄、時期不明灰粕椀が出土した。 (第21図8-12)本址の時期は不明。

M4号溝状遺構　Ⅳえ-6・7Grにあり、長さ3m.幅0.94へ1.8m.深さ17-47cmの不整形、断面は

鍋底形である。遺物は、第21図13・14の高杯や弥生時代後期饗・轟・鉢等の土器片10点が出土した。本

址の時期は、弥生時代後期であろう。

M5号溝状遺構　Ⅳい・う-5.6GrにありD5.D23・M3に切られる。径は溝外側6.6m、幅0.74へ

0.86m・深さ3へ53cm、断面形は逆梯形、半円形であるが西側に対時する半円形の溝が存在したのか

否かは、 T a 7と撹乱で不明。遺物は、第21図15-23の赤彩高杯・壷、饗が出土した。かわらけ等は

混入である。本址の時期は、弥生時代後期であろう。
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第16図　A地区　M2号溝状遺構(1)
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0　　　(l: 160)　　4m
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1層黒褐色土(10YR2/2)
2層褐色土(10YR4/4)黄褐色土の粒子多量。
3層黄褐色土(10YR5/6)明黄褐色土が主。

第20図　A地区　Ml号・M3号・M5号・M9号溝状遺構
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1層黒褐色土(10YR2/2)
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1層暗褐色土(10YR2/3)
2層褐色土(10YR4/4)

黄褐色土のブロック多量。

3層暗褐色土(10YR3/3)

4層褐色土(10YR4/6)

黄褐色土が主。
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第21図　A地区　M4号・M6号・M7号・M8号・MlO号溝状遺構およびMl号・M3号・M4号・M5号溝状遺構出土遺物
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第7表　A地区　溝状遺構出土遺物一覧表(1)

M「 劔d�����|｢�剞ｬ形・調整・文様 刳ﾅ　　　推定値<>残存値()丸底● 

N0. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶���l｢�備　　考 剌o土位置 

1 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー 茶#�紕��ミガキ 仭儼�Fx�9[h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��覆土、No.1 

2 冢ﾙ�i7舒ﾒ�駐 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ ��I�i6緯ｨ��ｿ儼�)ｨ鬩[b�断面実演 ��覆土 

3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー 辻�ナデ 仭儼�Fx�9[b�断面実演 ��覆土 

4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不か鉢 ��ｲ�ー ��ｲ�赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片芙う ��覆土 

6　弥生土器 劍q �� �� �� � 

5 �*�.ﾘ.x*���萪���ｲ�ー 茶"����ナデ �6�6b�破片実演 ��覆土 

7 �*�.ﾘ.r�ナ　皿 ��ｲ�ー 迭���ナデ �6�6b�破片実演 ��覆土 

M2 劔d�����&2�剞ｬ形・調整・文様 剞�闥l<>残存値()丸底● 

No. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(帽) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶���l｢�備　　考 剌o土位置 

1 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�与.9 茶#�繧��□縁部へラミガキ・赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯ｨ��:ｩYHｿ儼����ﾉ[h���ﾂ�完全実測 儻区1層 
休部へラナデ 兀H鶴�ﾈﾎ9�ｨﾔR�

2 冢ﾙ�i7舒ﾒ�避 ��ｲ�ー 茶B�"��赤色塗彩、剥離 ��I�i6緯｢�破片実演 ���<ｸｴ�*�8｢�No.4 

3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�ヾゴ 辻�ー 茶r絣��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�ー 茶2�"��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�7.6 茶�綯��ヘラナデ、-部へラミガキ、剥離 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯ｨ��.ｩYH-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区1層 

6 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�15.2 茶��ﾃｒ�ハケ目、ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��No.13 

7 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�ー 茶�2綯��剥離 ��I�i6緯｢�破片実測 儻区2層 

8 冢ﾙ�i7舒ﾒ�轟 ��r縒�6.2 ��づb�へラミガキ、口縁部赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��W区2層、N0.17 

9 冢ﾙ�i7舒ﾒ�ぐざ ��ｲ�6.6 茶b�"��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��N0.17 

10 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�<1与.0> 忠u粤ｒ�剥離 �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��N0.17 

11 冢ﾙ�i7舒ﾒ�くさ ��ｲ�<1与.8> 茶2纈��ナデ �6�6b�回転実演 ��W区2層 

12 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�<1う.7> 茶2�#r��剥離 �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��N0.14 

13 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�ー ��ｲ�剥離 �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�断面実演 ��W区2層 

14 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�<1与.0> 茶"ﾃ2��剥離 �6�6b�破片実源 ��W区2層 

15 冢ﾙ�i7舒ﾒ�墾 禿#��3��ー 茶#2纈��へラミガキ 丼Hｨy[h�8���宇x�2���7x8�7�4ｸ4ﾂ� � 

16 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 栃�Yu粤���ー 茶�B縒��ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h��ｿ儼��ｨ�9[b��u馮ｳ9��鈔���-h8��7�4ｸ4ﾂ�回転実測 儁l 

17 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 禿��繝��6.6 ����"�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��W区2層、No.12 

18 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��2綯�ー 茶偵2��ヘラミガキ �6�5�mｨ��ｿ儼�Fx�9[b�完全実演 ��W区2層 

19 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 禿�b緜��- 茶r紕��ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b委ｸ胸YH�Y;yYB��袷儼��ｨ�9[b����gｸ�S���鈔��回転実測 儻区2層 

20 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��b絣�ー 茶������ハケ目→ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h��ｿ儼�ｬ(�9[b���gｳ(�鈔��完全実測 儻区2層、No.16 

21 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 禿�b����ー 茶ゅ鋳�ヘラミガキ 丼HｨyFx�9[b���胸YH�Y;yYB��袷儼��ｨ�9[bラgｸ�R�8�鈔��回転実測 儻区2層 

22 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 禿�2紊��ー 茶R絣��ヘラミガキ、赤色塗彩(付着) 仭儼�Fx�9[b���|�78�Y;yYB��挨Hｨxｬ(�9[b��2�gｸ�S)�����鈔�����胸YH4ﾘ5X7駑｢�回転実測 僞区2層 

23 冢ﾙ�i7舒ﾒ�墾 禿�b紊��ー 茶b�"��ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b���胸YH�Y;yYB���ｿ�%ｹ~ﾘ�9[b�gｸ�R�8�鈔��回転実測 儻区2層 

24 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 禿�B緜��- 茶r繧��へラミガキ、赤色塗彩(付窟) 仭儼�Fx�9[b���胸YH�Y;yYB��袷儼�ｬ(�9[bナgｲ�)&��S8�鈔����I�i6緯｢姥I(R��回転実測 儻区2麿 

2与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�7.0 茶2縒��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実測 儻区2層 

26 冢ﾙ�i7舒ﾒ�琵 ��ｲ�6.6 茶"纈��ヘラミガキ �-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

27 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 ��ｲ�6.8 茶2�"��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

28 冢ﾙ�i7舒ﾒ�誌 ��ｲ�<3.1> 茶"縒��ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��W区2層 

29 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�<10.4> 忠u粤ｒ�へラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

30 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�5.7 茶b����ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

31 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓮 ��ｲ�7.9 茶R綯��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

32 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�<与.0> 茶"繧��ナデ→ヘラミガキ �6�6b�回転実演 ��W区2層 

33 冢ﾙ�i7舒ﾒ�題 ��ｲ�10.1 茶2縒��ヘラミガキ �-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

34 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�<6.2> 茶B����へラミガキ �-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

35 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 ��ｲ�<8.4> 茶"絣��ナデ→ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��W区2層 

36 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�7.0 茶�縒��ナデ→ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��N0.17 

37 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�6.7 茶"����ナデ→ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

38 冢ﾙ�i7舒ﾒ�題 ��ｲ�<7.0> 茶"�2��ナデ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ��N0.16 

39 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 ��ｲ�う.7 茶"����ナデ→ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

40 冢ﾙ�i7舒ﾒ�題 ��ｲ�ー 茶"颱b��ナデ �6�6h��-h8�7�4ｸ4ﾂ�破片実演 ��W区2層 

41 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 禿�2�3��4.4 迭縒�ヘラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯ｨ��.ｩYH-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��E区2層 

42 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�5.8 茶b�2��ヘラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��W区2層 

43 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 禿�"緜��ー 茶R����ヘラミガキ→赤色塗彩、磨耗 �-h8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯ｨ��h�mR�回転実演 ��W区2層 

44 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�ー 茶B����赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

45 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�ー 茶2����赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

46 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�ー 茶2�"��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

47 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�ー 茶"纈��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��E区2層 

48 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�<3.8> 茶2����赤色塗彩 ��I�i6緯｢�回転実演 ��E区2層 

49 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�4.4 茶"綯��ヘラミガキ→赤色塗彩 �-h8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯ｨ��.ｩYH-h8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

50 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�<4.0> 茶"繧��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�回転実演 ��W区2層 

51 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�- 茶2�"��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��E区2層 

与2 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�3.8 茶�縒��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�完全実演 ��W区2層 

与3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�商‡不 禿�るu聹�ー 茶r����へラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��W区2暦 

与4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢・高士不 ��ｲ�ー 茶R�*B��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

うら 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶B縒��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2暦 

56 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高林 湯綯�ー 忠u粤"��ヘラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実測 儻区1層 

57 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶R縒��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

与8 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶b�"��赤色塗彩 ��I�i6緯｢�破片実演 ��E区1層 

ち9 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�<13.7> 茶ゅ���ヘラナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��N0.1 

60 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 辻�ー 茶偵r��林部へラミガキ→赤色塗彩、脚部へラナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��W区之層 

61 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶�"紕��土木部へラミガキ→赤色塗彩、脚部ハケ目 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��No.9 

62 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶ゅB��林部へラミガキ→赤色塗彩、脚部へラナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実測、三角透しあリ 儂0.与、E区2層 

63 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�一 茶r繧��林部へラミガキ→赤色塗彩、脚部ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ��N0.11 

64 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶r����‡不部赤色塗彩、脚部ナデ ��I�i6緯｢�完全実演 ���蓼ｧ�:x+X*�.��N0.6 

6与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�台付饗 ��ｲ�- 茶8�#b��ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実演 ��W区2層 

66 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高林 ��ｲ�ー 茶B�2��士不部赤色塗彩、脚部ナデ ��I�i6緯｢�回転実演 ��W区2層 

67 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶B����林部赤色塗彩、脚部ナデ ��I�i6緯｢�完全実演 ��N0.10 

68 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�<6.8> 茶2縒��林部赤色塗彩、脚部ナデ ��I�i6緯｢�回転実演 ��W区2層 

69 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶"繧��ナデ ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

70 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶2����ハケ目 ��I�i6緯｢�破片実演 ��W区2層 

71 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶"紕��ナデ ��I�i6緯｢�破片実演 ���:x+X*�.ｃ(9h���W区之層 
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第8表　A地区　溝状遺構出土遺物一覧表(2)

M2 劔d�����|｢�剞ｬ形・調整・文様 剞�闥l<　>残存値()丸底● 

No. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶���l｢�備　　考 剌o土位置 

72 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶B�"��ナデ ��I�i6緯｢�破片実況 ���蓼ｧ�,ﾉ:x+X*�8｢�W区之層 

73 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高‡不 ��ｲ�ー 茶2紕��ナデ ��I�i6緯｢�破片実況 ��E区2眉 

74 冢ﾙ�i7舒ﾒ�器台 ��ｲ�8.8 茶R絣��ヘラミガキー赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実演 ���ｷ)YH,�<ｸｴ�*�8｢�W区2層 

7与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�器台 ����2�(10.0) 湯紕�ヘラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�完全実測、口唇郡・脚部に突起あ り(4ヶ所) 儂0.8 

76 冢ﾙ�i7舒ﾒ�有孔鉢 ��ｲ�くら.8> 茶2繧��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾈ��.ｩYH-h8�7�4ｸ4ﾂ�回転実演 ���.ｩYH,傲I�ﾉ���ｨﾔS�ﾔR�W区2層 

77 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓋 �2�"�ー 忠Eb騏竰�ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実測、つまみ部に焼成前穿孔 1孔 儻区1層 

78 冢ﾙ�i7舒ﾒ�手づくね 土器 ��ｲ�4.3 茶�纈��ナデ �6�6b�完全実測 儻区1層 

79 冢ﾙ�i7舒ﾒ�手づくね 土器 �*ﾘ.r紊��ー 茶"�*B��ナデ �6�6b�回転実測 僞区2層 

80 冢ﾙ�i7舒ﾒ�手づくね 土器 ��ｲ�4.6 茶"����ナデ �6�6b�完全実測 儂o.17 

81 冢ﾙ�i7舒ﾒ�きざ ��ｲ�ー 辻�□縁部赤色塗彩 佰ｹ��YHｿ儼�Fx�9[h���I�i6緯｢� 僞区1眉 

82 冢ﾙ�i7舒ﾒ�号∑ ��ｲ�- ��ｲ�ナデ 仭儼�)ｨ鬩[h���I�i6緯｢� 僞区1層 

83 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�ー ��ｲ�□縁端部櫛描波状文、口綾部赤色塗彩 ��I�i6緯｢� 僞区2居 

84 冢ﾙ�i7舒ﾒ�呈∑ ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、頚部赤色塗彩 仭儼����ﾉ[h��ｿ儼��ｨ�9[h���I�i6緯｢�-�,b�/�,yHﾙx竰� 僞区2唐 

8与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�半と ��ｲ�ー ��ｲ�□縁部赤色塗彩 仭儼�Fx�9[h���I�i6緯｢� 僞区2屠 

86 冢ﾙ�i7舒ﾒ�王∑ ��ｲ�ー 辻�口緑部赤色塗彩、頭部一胴部ハケ目 仭儼��ｨ�9[h���I�i6緯｢� 僞区2眉 

87 冢ﾙ�i7舒ﾒ�呈∑ ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、胴部ハケ目→ナデ 仭儼��ｨ�9[h���I�i6緯｢� 儻区1眉 

88 冢ﾙ�i7舒ﾒ�翌 辻�ー ��ｲ�剥落 �7x8儼���i[h���I�i6緯｢� 僞区之層 

89 冢ﾙ�i7舒ﾒ�さ∑ ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、赤色塗彩 �7x8儼���i[h��ﾇｩYI�I�i6緯｢� 僞区2層 

90 冢ﾙ�i7舒ﾒ�竪 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ 仭儼�Fx�9[h���I�i6緯｢� 儻区2層 

91 冢ﾙ�i7舒ﾒ�富里 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ 仭儼�Fx�9[h���I�i6緯｢� 儻区1屠 

92 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b�8ﾘ胸YB��袷��I�X�9[h�袷儼��Fx�9[b�;yYB�� 儻区2層 

93 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b委ｸ胸YB�ｨｻIV��X�9[b����鈔�� 儻区2層 

94 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b���胸YH�Y;yYB�ｨｻIV����ﾉ[b� 僞区1層 

95 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓮 ��ｲ�ー 辻�ナデ 仭儼����ﾉ[h�袷儼�Fx�9[b委ｹ|餾B�� 僞区1眉 

96 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ、ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b���胸YB��袷儼����ﾉ[b� 儻区之層 

97 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b委ｸ胸YH自;yYB���ﾏｹ��H4ﾘ5R�7駑｢� 儻区2層 

98 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b���胸YB��袷儼��ｨ�9[b� 儻区2層 

99 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�- 辻�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

100 冢ﾙ�i7舒ﾒ�歪 ��ｲ�一 ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b���傚YB��袷儼����ﾉ[b� 儻区2眉 

101 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

102 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ナデ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

103 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー 辻�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h��ﾏｹ��Ilｨ竧8｢� 僞区2層 

104 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

105 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

106 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓮 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 丼HｨyFx�9[b� 儻区2眉 

107 冢ﾙ�i7舒ﾒ�歪 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[b�□綾部内宮 儻区2眉 

108 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2層 

109 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 儻区2眉 

110 冢ﾙ�i7舒ﾒ�歪 辻�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼��ｨ�9[h�袷儼�Fx�9[b� 儻区2屠 

111 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h�袷儼��ｨ�9[b� 儻区2層 

112 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[h耳ｿ儼��ｨ�9[bオ��鈔�� 儻区2層 

113 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[h�袷儼��ｨ�9[b�)��鈬�� 儻区2層 

114 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h�袷儼��ｨ�9[b�9��鈬�� 儻区2層 

11与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h�袷儼��ｨ�9[b�9��鈬�� 儻区2層 

116 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b�8ﾘ胸YH�Y;yYB��袷儼����ﾉ[b� 儂0.15 

117 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b委ｸ胸YH�Y;yYB��袷儼��ｨ�9[b� 儻区2眉 

118 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼����ﾉ[h�袷儼�Fx�9[b� 儻区2居 

119 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�ー 乖ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[h��7x8�7�4ｸ4ﾂ� 儻区2屠 

120 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 僞区2眉 

121 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 辻�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 儂o.17 

122 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼���i[b� 儻区2層 

123 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 僞区2屠 

124 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蛮 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 儻区2層 

12与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓮 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼��躡[b�8ﾘ胸YH�Y;yYB��袷儼��X�9[b�"���鈔�� 儻区2層 

126 冢ﾙ�i7舒ﾒ�窪 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭������i[h�袷儼���i[b� 儻区2層 

127 冢ﾙ�i7舒ﾒ�歪 ��ｲ�- ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[h�袷儼����ﾉ[b� 儻区2層 

1之8 冢ﾙ�i7舒ﾒ�謹 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 儻区2層 

129 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー 辻�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 儻区2屠 

130 冢ﾙ�i7舒ﾒ�蓬 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[b� 儻区1層・2層 

131 冢ﾙ�i7舒ﾒ�染 辻�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼���i[h�袷儼��ｨ�9[b� 僞区2眉 

132 冢ﾙ�i7舒ﾒ�台付蛮 ��ｲ�ー 茶2綯��ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾂ�破片実況 ��W区2屠 

133 �7倡Hｮﾒ�士不 禿�B�#��ー 茶B�2��ヘラミガキ �7x8�5�5�8｢�回転実況 ��E区I屈 

134 �7倡Hｮﾒ�高林 ��ｲ�ー 茶B纈��ナデ、ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�破片実況 ��E区検出面 

13与 �7倡Hｮﾒ�高士不 辻�ー 茶R綯��ナデ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�完全実況 ��E区1層、与トレンチ 

136 �7倡Hｮﾒ�士不 辻�ー 茶B縒��ヘラナデ �7x8�5�5�8｢�回転実演 ��巨区l層、E区Ⅱ眉、与トレンチ 

137 �7倡Hｮﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶2縒��ナデ、ヘラミガキ �6�6h��7x8�7�4ｸ4ﾂ�破片実況 ���贓W8ｷ(岔YI%ｹYH,��*�8｢�E区1居 

138 �7倡Hｮﾒ�蛮 禿�u粤#��ー 忠u粤ｒ�ヘラナデ �7x8�5�5迄�b�回転実演 ��W区I居 

139 �7倡Hｮﾒ�鉢 禿��緜��- 茶r纈��横のヘラミガキ 偬8,ﾈ7x8�7�4ｸ4ﾂ�回転実況 ��E区検出面 

140 �7倡Hｮﾒ�歪 禿�ゅC��ー 茶ゅ"��ナデ �6�5�mｨ��7x8�5�5�8｢�回転実況 ��E区I眉 

141 �7倡Hｮﾒ�竪 ��ｲ�ー 茶B�"��ナデ �6�5�mｨ��6�6b�破片実況 ��E区1屠 

142 ��ｸ敢ｮﾒ�璽 ��ｲ�ー 茶R�2��ログロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6b�破片実況 ��E区検出面 

143 �7倡Hｮﾒ�蛮 ��ｲ�ー 茶2纈��ナデ �6�6b�破片実況 ��W区1居 

144 �7倡Hｮﾒ�高林 禿�b����ー 茶R�2��ヘラミガキ �7x8�7�4ｸ4ﾈ��GI.ｩYH-h8�6�6b�回転実演 ��E区量層 

145 �7倡Hｮﾒ�高‡不 禿�偵���ー 茶b綯��ヘラミガキ �-h8�7�4ｸ4ﾈ��GI.ｩYH6�5�m｢�回転実演 ��E区1層 

146 ��碗 辻�- 辻� �� 剏沛o面 

N0. 舒ﾘ��霻���h��ﾝ��俐Y�Y+r�最大幅　　最大厚　　　重量　　　　　　　　　　　　　　　　　所　　　　　見 劔出土位置 

147 �.ｹ����Iｻﾈｮ"�唐���7.0　　　与.0　　　326.24　　全 ��ﾈ,�+x.��儻区2層 

148 �.ｹ������(ｮ"�澱縒�う.7　　　1.7　　　　73.80　　正妻にすり面 劔W区之層 

149 冑����亰��闌��(ｮ"���ゅr�8.1　　　3.7　　　　与63.64　　正面にすり面 劔W区1層 

1う0 �.ｹ����Iｻﾈｮ"�迭紕�3.8　　　1.5∴上∴36.14　　全体にすり 劔E区2層 

1与1 �ｩ���佗�������騏��7i3(驚)271i66　凹径4・1×4・7凹深2・3 劔N0.3 

152 �ｩ�胄�亰��闌��(ｮ"��#����8.2　　　　7.3　　1534.14　凹径2.5×2.8　凹深0.与　正面にくぼみ 劔N0.7 
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第9表　溝状遺構出土遺物一覧表(3)

M3・4・与 劔d�����|｢�剞ｬ形　"　調整・文様 剞�闥l<　>残存値()丸底● 

No. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘﾘ"委｢��内　　面 丶���l｢�備　　考 偬�7�ｩ'R�

8 冢ﾙ�i7舒ﾒ�聾 辻�ー ��ｲ�ヘラミガキ 丼HｨyFx�9[b� 晩2�

9 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[h��-h8�7�4ｸ4ﾂ� 晩2�

10 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 晩2�

11 冢ﾙ�i7舒ﾒ�エゴ 乖ｲ�ー ��ｲ�ナデ 仭儼����ﾉ[h���I�i6緯｢� 晩2�

12 ��ｸﾆ(ｮﾒ�璽 ��ｲ�- ��ｲ�ロクロナデ �8ﾘ4�8ﾘ6�6b� 晩2�

13 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�<9.8> 茶2繧��ナデ �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�回転実測 晩B�

14 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶r�2��ナデ ��I�i6緯｢�破片実測 晩B�

1与 冢ﾙ�i7舒ﾒ�鉢 ��ｲ�- 茶ゅ"��ヘラミガキ→赤色塗彩 �7x8�7�4ｸ4ﾈ���I�i6緯｢�回転実測 匪u���4ｨ4�8�92�

16 冢ﾙ�i7舒ﾒ�高士不 ��ｲ�ー 茶b����林部赤色塗彩、脚部へラナデ ��I�i6緯｢�完全実測 匪u��

17 冢ﾙ�i7舒ﾒ�婆 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 匪u��

18 冢ﾙ�i7舒ﾒ�聾 ��ｲ�ー ��ｲ�へラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 匪u��

19 冢ﾙ�i7舒ﾒ�璽 ��ｲ�ー ��ｲ�ヘラミガキ 仭儼�Fx�9[b� 蛮*B�

20 冢ﾙ�i7舒ﾒ�手づくね 土器 ��ｲ�ー 茶2����指頭ナデ、押さえ 倡y:ｨ6�6h��咥+8*b�破片実測 匪u��

21 �*�.ﾘ.r�ナ　皿 ��ｲ�ー 茶2����ナデ �6�6h��.ｩYH��5ﾘ鏈��8｢�破片実測 匪u���Z)7��

22 �*�.ﾘ.x*���萪���ｲ�<9.2> 茶�騏竰�ナデ �6�6b�回転実測、内面煤付着 晩R�

23 �*�.ﾘ.x*���萪�辻�<6.8> 茶�騏竰�ナデ �6�6b�回転実測 匪u��

24 丶I(ｩ:舒ﾒ�碗 ��ｲ�ー ��ｲ�施粕 倡ｹIB�時期不明 匪u���4ｨ4�8�92�

M6号溝状遺構　Ⅳうー7Grにあり、長さ1.76m.幅0.2へ0.26m・深さ40cmで、東西にのびる。覆土

はM5.M9.MlOと同様の黒褐色土、断面は「U」字形である。遺物は皆無で、本址の時期等不明であ

る。

M7号溝状遺構　Ⅳう・え-7・8G rにあり、残存長4.6m.幅0.20-0.86m.深さ6-54cm、断面は逆梯形、

溝底は中央深く両端がテラス状に浅い。遺物は弥生時代後期赤彩壷片2点のみで、本址の時期等不明。

M8号溝状遺構　Ⅳうー7・8Grにあり、残存長4.4m.幅0.54-0.66m.深さ5-27cm、断面はやや南

が下がる逆梯形で、溝底は北端が浅い。遺物は弥生時代後期赤彩壷片1点のみで、本址の時期等不明。

M9号溝状遺構　Ⅳい・う-3・4Grにあり、 D33・P34.P35に切られる。検出長5m.幅0.5m.深さ

7 -21cm、断面は逆梯形で溝底は北西端から南東端へ緩く傾斜する。遺物は弥生時代後期赤彩壷・鉢、

馨の小片で本址の時期等不明である。

M10号溝状遺構　Ⅳあ・い-3・4Grにあり、 D8・D13・P28・P29・P64・P65に切られる。長軸長5

m.短軸長4.4m.深さ6-19cm、平面形は方形、断面は逆梯形と「U」字形である。遺物は弥生時代後

期壷片1片である。本址の時期等不明である。

第5節　ピット

ピットは227基が検出され、ほとんどが柱穴である。大半が中世竪穴状遺構・土坑周辺に位置する。

明確な建物址は、据えられなかった。 P98から判読不明の古銭、 PlO4から北宋銭の元豊過賞、 P16・

P18.P19.P66から弥生時代後期壷・馨小片、 P32から土師器小片が出土した。 P70からは第25図の

土師器杯が出土した。

第6節　グリッド出土・表採遺物

遺構外出土遺物には、縄文時代後期土器、弥生時代後期箱清水式期土器、土師器、須恵器、かわら

け、内耳土鍋、青磁、陶器、石器、古銭がある。

縄文時代後期では、堀之内式深鉢片1、後期の土器片円板2がある。弥生時代では、後期箱清水式

期土器3へ5、表が前面赤彩される人面付土器の左頬部分6、全面が赤彩され人差し指と小指を欠落

する右腕7、部分的に赤彩される陽形土製品8がある。 7と8の胎土や赤彩の色調は、同一個体を思

わせる。 6-8の時期は、漠然と弥生時代中期後半一後期後半であろうか。古墳時代では、 5世紀

後半へ6世紀前半の半球状で口緑端部が内斜する杯9 ・10、高林11がある。中世ではかわらけ12-17、

内耳土鍋18へ25、須恵質揺鉢26、常滑の聾か壷27・28、龍泉窯の青磁碗29がある。

第7節　まとめ

遺構の中でM2溝状遺構が注目される。周辺の遺跡の調査で環濠であろうと指摘されている北一本

柳遺跡皿のMl、西一本柳遺跡XⅨのMl、北一本柳遺跡ⅢのM26等と本遺跡M2は、どうやら地図

上では一つの環濠として結ばれそうである。弥生時代後期箱清水式期土器が主に出土している。

多くの中世の遺構群は、江戸時代の書物『四隣謹薮』に表されている大井氏の城下町賑わい「国府に

まされり」の一角を占めるものであろう。同じ岩村田遺跡群の柳堂遺跡・観音堂遺跡と共に。
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第22図　A地区　ピット断面図(1)
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第23図　A地区　ピット断面図(2)
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第24図　A地区　ピット断面図(3)
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第25図　A地区　ピット断面図(4)およびP70出土遺物

第10表　A地区　ピソト計測表(1)
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リ
0　　　(1 :4)　　10c皿

(残存値)　<検出値>　　　(Cm)

N○○ 佶��ｩ'R�平面形 �+xﾆ���%ｨﾆ����ｸ+2�備　　考 疲��検出位置 兌ﾙlｨﾆ��長径×短径×深さ 儖X����ﾖﾂ�

1 �Rﾘ+�"�円形 �#x��#����"�10YR2/3 �#r�Ⅳ-い2・い3 �霹��32×29×44 ��#h/���.��#���#"�2�

2 �Rﾘ+�"�円形 �#x��#X��3��10Y尺2/3 

3 �Rﾘ+�"�円形 �#8�������B�柱痕あり。10YR3/4 �#��Ⅳ-い3 �霹��30×25×35 任�/���.��#���#"�2�

4 �Rﾘ+�"�円形 �#���#h�紊��10YR2/2 �#��Ⅳ-い3 �霹��39×35×29 任�/���.��#���#"�2�

う �Rﾘ+�"�円形 �#x��)u���3"�10YR2/3 �3��Ⅳ-い3 �霹��27×24×35 ����#"�2�

6 �Rﾘ+�"�円形 �#(��#���3��10YR3/4 �3��Ⅳ-う3 兩ｸﾆ��21×17×37 ����#"�2�

7 �rﾘ*���円形 妬u��翕CC���3��1層10YR3/3,2層10YR2/3 �3"�Ⅳ-う3 �霹��32×31×39 ��38,���.x.ｨ.��#���#"�2�

8 �rﾘ*�"�方形 �#h��#X��#2�10YR2/3 �32�Ⅳ-う3 ���霹��32×18×36 ��3(/���.��#���#"�2�

9 �rﾘ*�"�円形 �3���#��紊��P「Oを切る。10YR3/3 �3B�Ⅳ-う4 �霹��29×26×58 晩�/���.��#���#"�2�

10 �rﾘ*�"�円形 �#H�窿#����)u��P9に切られる。10YR2/3 �9u��Ⅳ-う4 �霹��30×30×30 晩�/���.��#���#"�2�

11 �rﾘ*�"�円形 �)u���#H��#b�テラスあり。10YR2/3 �3b�Ⅳ-う2 儻9�霹��28×26×30 ����#"�2�

1之 �rﾘ*�2�円形 �38��3���3R�10YR2/3 �3r�Ⅳ-う2 �霹��3与×3与×39 ����#"�2�

13 �rﾘ*�B�円形 �3���#H��#"�10YR2/3 �3��Ⅳ-う2 �霹��33×31×29 ����#"�2�

14 �rﾘ*�B�方形 �3H��#x��3B�10YR2/3 �3��Ⅳ-う2 �霹��54×43×39 �6X8�5�*�.��#���#"�2�

15 �rﾘ*�"�円形 �3(��#���3��10YR2/3 鼎��Ⅳ-う2 兩ｸﾆ��24×22×42 ����#"�2�

16 �rﾘ*�"�円形 �#���#h��#��10YR2/3 鼎��Ⅳ-う2 �霹��22×19×12 ����#"�2�

17 �rﾘ*#"�円形 �3���3��紊B�10YR2/3 鼎"�Ⅳ-う2・え2 �霹��21×20×与0 ����#"�2�

18 �rﾘ*#"�円形 �)u���#8��#r�10YR2/3 

19 �rﾘ*#"�円形 �3���#H�經"�10YR2/3 鼎2�Ⅳ-う2・え2 �霹��2与×23×27 ����#"�2�

20 �rﾘ*#"�円形 �9u���3(��3��10YR2/3 

21 �rﾘ*#��円形 �#���#H�緜��10YR2/3 鼎B�Ⅳ-え2 兩ｸﾆ��26×2与×34 ����#"�2�

22 �rﾘ*#��円形 �3H��#���3��テラスあり。10YR2/3 鼎R�Ⅳ-う2 �+y_ｸﾆ��30×21×35 任3x/���.��#���#"�2�

23 �rﾘ*#"�円形 �#x��#8�紊��10YR2/3 鼎b�Ⅳ-う2 兩ｸﾆ��25×20×33 ����#"�2�

24 �rﾘ*#"�円形 �38��#X��3b�10YR2/3 鼎r�Ⅳ-え2 �霹��26×24×23 ����#"�2�

2与 �rﾘ*#"�円形 �3h��38�騏�2�10YR2/3 鼎��Ⅳ-え2 �霹��31×27×4与 ����#"�2�

26 �rﾘ*#(�X*#2�円形 �38��3(��3��P27に切られる。10YR2/3 鼎��Ⅳ-え2 兩ｸﾆ��33×2与×30 ����#"�2�
50 �rﾘ*c2�円形 �#h��#H�紵u��P196を切る。10YR2/3 

-38-



第11表　A地区　ピ、ソト計測表(2)
(残存値)　<検出値>　　(Cm)

No. 佶��ｩ'R�平面形 �+xﾆ���%ｨﾆ����ｸ+2�備考 疲��検出位置 兌ﾙlｨﾆ��長径×短径×深さ 儖Xﾖﾂ�

与1 �rﾘ*c(�X*c2�円形 �3(��#x�紊��D32を切る。10YR2/3 �����Ⅳ-い4 兩ｸﾆ��22×21×21 ����#"�2�
119 �bﾘ*#��円形 �3���#x�紊��10YR2/3 

与2 �rﾘ*c(�X*c2�楕円形 鉄���#��紊2�D32を切る。10YR2/3 ��#��Ⅲ-い9 �霹��34×2与×33 ����#"�2�
121 �bﾘ*#���方形 �#����������10YR2/3 

53 �rﾘ*c"�円形 �3(��#��紊b�10YR2/3 ��#"�Ⅲ-い10 �霹��30×28×38 ����#"�2�

与4 �rﾘ*c��X*c"�円形 �#(��#���#B�10YR2/3 ��#2�Ⅲ-う9・う10 ���霹��4与×27×32 ���C�/���.��#���#"�2�

55 �rﾘ*c��円形 �)u���#H�����10YR2/3 ��#B�Ⅲ-う10 兩ｸﾆ��40×31×4与 ����#"�2�

56 �rﾘ*c��円形 �#���#H��3b�10YR2/3 ��#R�Ⅲ-う9 兩ｸﾆ��29×25×17 ����#"�2�

57 �rﾘ*c��円形 �#X��#H�紊��10YR2/3 ��#b�Ⅲ-う9 兩ｸﾆ��24×23×21 ����#"�2�

58 �rﾘ*C��X*c��円形 �#��窿�著��#��D36に切られる。10YR2/3 ��#r�Ⅲ-う9・う10 兩ｸﾆ��2与×25×37 ����#"�2�

59 �rﾘ*C��方形 茶#B���#H�紊R�D36に切られる。10YR2/3 ��#��Ⅲ-う9 �霹��28×26×29 ����#"�2�

60 �rﾘ*C��円形 �)u������紊"�D36.D37を切る。10YR2/3 ��#��Ⅲ-う9 �霹��(26)×30×40 ���3�,���.x.ｨ.��#���#"�2�

61 �rﾘ*#2�円形 �3���)u���3B�D7を切る。10YR2/3 ��3��Ⅲ-う9 兩ｸﾆ��23×21×24 ���#�/���.��#���#"�2�

62 �rﾘ*�.r�方形 ���������3��10YR2/3 ��3��Ⅲ-う8 �霹��28×26×13 ����#"�2�

63 �rﾘ*�B�方形 �#8��#���#"�10YR2/3 ��3"�Ⅲ-う8 兩ｸﾆ��30×26×17 ����#"�2�

64 �rﾘ*#B�楕円形 �3���#���#2�M「Oを切る。テラスあり。10YR2/3 ��32�Ⅲ-え9 �霹��31×27×23 ����#"�2�

6与 �rﾘ*�B�円形 �#���)u��紊��M「Oを切る。10YR2/3 ��3B�Ⅲ-え9 �霹��31×29×16 ����#"�2�

66 �rﾘ*H*H�X*h.r�方形 �3���9u��紊��D2を切る。10YR2/2 ��3R�Ⅲ-え9・え10 �霹��32×24×19 ����#"�2�

67 �rﾘ*h.r�方形 �#(��#���3��10YR2/3 ��3b�Ⅲ-え10 ���霹��2与×16×21 ����#"�2�

68 �rﾘ*h.x�X*cb�円形 �#H�������r�10YR2/3 ��3r�Ⅲ-う10 �霹��3与×32×31 ���S�h,���.x.ｨ.��#���#"�"�

69 �rﾘ*CR�円形 �)u���#(�����D2を切る。10YR2/2 ��3��Ⅲ-う10 ���霹��与6×37×25 ���3�/���.��(6X8�5�*�.��#���#"�2�

70 �bﾘ*���円形 田��騏�(��3��10YR2/3(10YR5/6の粒子多量)土師杯 ��3��Ⅲ-う10 �霹��31×(2与)×41 �)ｦ��/���.��%��3�,���.x.ｨ.��"����#"�2�

71 �bﾘ*���円形 塗*H�騏�(��3��10YR2/3 

72 �bﾘ*���円形 都H�緜8���b�10YR2/3 ��C��Ⅲ-う9 �霹��25×24×18 ����#"�2�

73 �bﾘ*�r�円形 鉄h�騏�(�紿*B�テラスあり。10YR2/3 ��C��Ⅲ-う9 �霹��2与×(21)×24 ���#8,���.x.ｨ.��#���#"�2�

74 �bﾘ*���円形 鼎��紊H���u��10YR2/3(10YR5/6の粒子多量) ��C"�Ⅲ-い10 �霹��3与×33×43 ����#"�2�

7与 �bﾘ*���円形 �9u���#x��32�10YR2/3 ��C2�Ⅳ-い1 �霹��34×30×36 ����#"�2�

76 �bﾘ*���X*#��方形 鼎h�紊H�紊��D14を切る。10YR2/3 ��CB�Ⅳ-う3・う4 �+y_ｸﾆ��26×18×20 ����#"�2�

77 �rﾘ*c2�円形 �#h��#X��#R�10YR2/3 ��Iu��Ⅲ-い10 �霹��与6×52×36 ����#"�"�

78 �bﾘ*C��円形 �3���#x��#��10YR2/3 ��Cb�Ⅳ-えら �霹��43×35×32 蝿�X/���.��#���#"�2�

79 �bﾘ*C��X*C��円形 �#x��#h�紊2�10YR2/3 ��Cr�Ⅳ-えら �霹��32×28×27 ����#"�2�

148 �rﾘ*cB�円形 �#���#h�騏纈�H「を切る。10YR2/3 

80 �bﾘ*C��円形 鼎h��3h��3��テラスあり。10YR2/3 ��C��Ⅳ-え4 �霹��21×20×49 蝿�X/���.��#���#"�2�

81 �bﾘ*C��X*C��円形 �#h��#��紊��10YR2/3 ��S��Ⅳ-え4 �霹��13×12×45 蝿�X/���.��#���#"�2�
151 �rﾘ*cB�円形 �#����h�����H「を切る。10YR2/3 

82 �bﾘ*C��方形 �9u���#x�騏繧�10YR2/3 ��u�"�Ⅳ-え4 �霹��29×29×52 蝿�X/���.��#���#"�2�

83 �bﾘ*C��円形 冰繹�紊���#B�D38を切る。10YR2/3 ��u�2�Ⅳ一え4 �霹��37×34×与0 蝿�X/���.��#���#"�2�

84 �bﾘ*C��楕円形 鼎x��38�紊2�D38を切る。10YR2/3 ��u紕�Ⅳ-え4 �霹��29×26×61 蝿�X/���.��#���#"�2�

85 �bﾘ*c��円形 鼎���3h��#B�10YR2/3 ��*H.r�Ⅳ-え4 �霹��29×29×14 ����#"�2�

86 �bﾘ*c��円形 鼎��紊(���2�10YR2/3 ��*Cb�Ⅳ-え4 �霹��27×23×28 ���u繆/���.��#���#"�2�

87 �bﾘ*c��円形 冰繹�經X��3B�テラスあり。10YR2/3 ��Sr�Ⅳ-え4 �霹��26×(17)×38 ���Sh,���.x.ｨ.��(6X8�5�*�.��"����#"�2�

88 �bﾘ*C��円形 鼎X�紵u���#r�10YR2/3 

89 �bﾘ*C��方形 �#(�窿�ｘ��#r�D61に切られる。10YR2/3 ��S��Ⅳ-え4 �霹��32×27×42 ����#"�2�

90 �h耳*Cr�円形 �3���3h��#��10YR2/3 ��u纈�Ⅳ-え4 �霹��42×33×与1 任C�/���.��(6X8�5�*�.��#���#"�2�

91 �bﾘ*cr�円形 �3���#���#��10YR2/3 ��c��Ⅳ-え4 兩ｸﾆ��18×1与×19 任C��U��c�/���.��#���#"�2�

92 �bﾘ*cr�円形 �#X��#����r�10YR2/3 ��c��Ⅳ-え3・え4 �霹��32×31×58 任C��TCC�/���.��%��c�,���.x.ｨ.��"����#"�2�

93 �bﾘ*cr�円形 鼎���9u����"�10YR2/3 

94 �bﾘ*c��円形 鼎h�紊(��3R�テラスあり。10YR2/3 ��c"�Ⅳ-え3 兩ｸﾆ��26×24×48 任C��TCC(/���.��#���#"�2�

95 �bﾘ*c��円形 �3���9u���)u��10YR2/3 ��c2�Ⅳ-え3 �霹��31×24×3与 任C�/���.��#���#"�2�

96 �bﾘ*C��円形 �#���#(��3b�10YR2/3 ��cB�Ⅳ-え3 兩ｸﾆ��20×20×2与 任C�/���.��#���#"�2�

97 �bﾘ*C��円形 塔H�繝��紊��テラスあり。10YR2/3 ��cR�Ⅳ-え4 兩ｸﾆ��62×54×39 任cB���ch/���.��#���#"�2�

98 �bﾘ*C��楕円形 都��經(�騏���古銭出土。10YR2/3 ��cb�Ⅳ-え4 �霹��(28)×37×与8 ���h*H,���.x.ｨ.��#���#"�2�

99 �bﾘ*C��円形 鼎��窿3���紊b�P「OO・P「O「に切られる。 10YR2/3(10YR5/6の粒子多量) ��cr�Ⅳ-え3 �霹��34×23×44 任cH/���.��#���#"�2�
168 �rﾘ*CB�円形 �#���#x��3��D62.P169を切る。10YR2/3 

100 �bﾘ*#��X*C��円形 �3���#8�騏���D16.P99.PlO」を切る。10YR2/3 ��c��Ⅳ-う4 兩ｸﾆ��22×(12)×28 任c(/���.��%��c�,���.x.ｨ.��"����#"�2�

101 �bﾘ*#��X*C��円形 �3h��3��紊2�D16・P99を切る。P「OOに切られる。 10YR2/3 ��s��Ⅳ-う4 �霹��31×29×65 蝿�h/���.��#���#"�2�
171 �rﾘ*c2�円形 �9u���#x��#��10YR2/3 

102 �bﾘ*�r�楕円形 涛��縱8��)u��テラスあり。10YR2/3(10YR5/6の粒 子多量) ��s"�Ⅳ-え3 �+y_ｸﾆ��40×27×50 ���s8/���.��(6X8�5�*�.��#���#"�2�
173 �rﾘ*c2�方形 �)u��窿#���紊2�P172に切られる。10YR2/3 

103 �bﾘ*#��X*C��円形 鼎���3���3��P「17に切られる。テラスあり。 10YR2/3 ��sB�Ⅳ-う6 �霹��(90)×(21)×(22) ����#"�"�
17与 佇r� �� 

104 �bﾘ*ビ�楕円形 田(�紊(��32�古銭出土。10YR2/3 ��sb�欠 �� ��

105 �bﾘ*c��方形 鼎H��3(��#r�テラスあり。10YR2/3 ��sr�Ⅳ-え3 �霹��(10)×14×30 任c8/���.��%�#��,���.x.ｨ.��"����#2�2�

「06 �bﾘ*c��方形 冰���紊���#b�10YR2/3 

107 �h耳*c��方形 �)u���#H���u��10YR2/3 ��s��Ⅳ-え3 �霹��33×31×与0 ���s�/���.��#���#"�2�

108 �bﾘ*c��方形 �3(��#H��#��10YR2/3 ��s��Ⅳ-え3 �霹��24×(17)×23 ���s�,���.x.ｨ.��#���#"�2�

109 �bﾘ*c���楕円形 �3x��#���#2�10YR2/3 �����Ⅳ-え3 �霹��30×30×19 ����#"�2�

110 �bﾘ*H�X*bﾓ���方形 �#H��#(��3R�10YR2/3 �����Ⅳ-え3 �霹��(2与)×29×32 ����(,���.x.ｨ.��#���#"�2�
182 �rﾘ*c2�円形 �3(��#H�紊��P181を切る。10YR2/3 

111 �bﾘ*c���長方形 鉄x�紊���3��10YR2/3 ���2�Ⅳ-え3 �霹��30×28×2与 ����#"�2�

112 �bﾘ*c���長方形 冰�8��3x��)u��10YR2/3 ��ィ�Ⅳ-え2"え3 ���霹��42×32×48 ����#"�"�

113 �bﾘ*C���方形 冰���紊h�紊b�10YR2/3 

114 �bﾘ*C���円形 �38��#���3b�D68を切る。10YR2/3 ��疫��Ⅳ-え2 ���霹��29×17×30 ����#"�2�

11与 �bﾘ*H�X*bﾓ���円形 �#���#������10YR2/3 ��ッ�Ⅳ-え2 �霹��19×15×22 ����#"�2�
187 �rﾘ*c"�方形 �3���#h�紊��P188を切る。10YR2/3 

116 �h耳*C���円形 �3h��38��#r�P137を切る。10YR2/3(10YR5/6の 粒子多量) ��モ�Ⅳ-え2 �霹��(34)×34×42 ���ベ,���.x.ｨ.��#���#"�2�
189 �rﾘ*c"�円形 �3(��3���#b�P190を切る。10YR2/3 

117 �bﾘ*#��X*C��円形 �3(��3��經"�PlO3を切る。10YR2/3(10YR5/6の 粒子多量) �����Ⅳ-え2 �霹��26×21×30 ����,���.x.ｨ.��#���#"�2�
191 �rﾘ*c2�円形 �#����x��#��P192に切られる。10YR2/3 
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第12表　A地区　ピット計測表(3)　　　　　(残存値) <検出値>　(。m)

N0. 佶��ｩ'R�平面形 �+xﾆ���%ｨﾆ����ｸ+2�備考 疲��検出位置 兌ﾙlｨﾆ��長径×短径×深さ 儖Xﾖﾂ�

192 �rﾘ*c2�円形 �3(��#8��3��P191を切る。10YR2/3 �#c"�Ⅳ-う2 兩ｸﾆ��20×16×28 ��#c8/���.��%�#c�,���.x.ｨ.��"����#"�2�

193 �rﾘ*c"�円形 �#X������#r�P194を切る。10YR2/3 

194 �rﾘ*c(�X*c2�円形 �3���#h��#��P193に切られる。テラスあり。 10YR2/3 �#c2�Ⅳ一う2 �霹��14×(11)×14 ��#c(,���.x.ｨ.��#���#"�2�
264 �rﾘ*C"�円形 �#H��#H���b�P26与を切る。10YR2/2 

19与 �rﾘ*c(�X*c2�円形 �#8��#(���b�10YR2/3 �#cR�Ⅳ-う2 ���霹��42×30×37 ��#cH,���.x.ｨ.��#���#"�"�
266 �rﾘ*C"�円形 ������Sx�����10YR2/3 

196 �rﾘ*c2�円形 茶�著��#������P50に切られる。10YR2/3 �#cr�Ⅳ-う2・え2 �霹��24×22×18 ����#"�2�

197 �rﾘ*C2�方形 �#(������#r�10YR2/3 

198 �rﾘ*C2�円形 �#(��#���3��10YR2/3 �#c��Ⅳ-え2 �霹��29×28×35 ����#"�2�

199 �rﾘ*C2�方形 �#(������#b�10YR2/3 �#c��Ⅳ-え2 �霹��24×23×20 ����#"�2�

200 �rﾘ*C2�長方形 �3h��#x��32�テラスあり。10YR2/3 �#s��Ⅳ-え2 �霹��66×62×33 ����#"�"�

201 �rﾘ*C2�円形 ��h���H�����10YR2/3 �#s��Ⅳ-え2 �霹��35×30×25 ����)Eb�"�

202 �rﾘ*C2�方形 �#h��#���3B�10YR2/3 �#s"�Ⅳ-え2 �霹��32×26×29 ����#"�"�

203 �rﾘ*C8�X*c2�円形 ��X���H���2�10YR2/3 �#s2�Ⅳ-え2 �霹��33×29×46 �6X8�5�*�.��#���#"�2�
274 �rﾘ*c"�円形 �#H��#���32�10YR2/3 

204 �rﾘ*C2�円形 ������x���b�10YR2/3 �#sR�Ⅳ-え2 ���霹��33×23×35 任3�/���.��(6X8�5�*�.��#��倆｣"�2�

20与 �rﾘ*C2�方形 �#���#���)u��P312を切る。10YR2/3 �#sb�Ⅳ-え2 �霹��24×19×22 ����#"�2�

206 �rﾘ*C2�楕円形 鼎(��#���32�P207を切る。10YR2/3 �#sr�Ⅳ-え1 �霹��30×25×49 ����#"�"�

207 �rﾘ*C2�円形 的u���9u���#b�P206に切られる。10YR2/3 �#s��Ⅳ-え2 �霹��2与×23×17 ����#"�2�

208 �rﾘ*C2�方形 �#h��#���3r�10YR2/3 �#s��Ⅳ-う1 兩ｸﾆ��16×16×20 ����#"�2�

209 �rﾘ*C2�円形 �#H��#��紊��D63を切る。10YR2/3 �#���Ⅳ-う1 兩ｸﾆ��22×21×35 任S�/���.��#���#"�2�

210 �rﾘ*C2�楕円形 �38��#���3r�D63.P177を切る。10YR2/3 �#���Ⅳ-う2 �+y_ｸﾆ��43×2与×33 ����#"�2�

211 �rﾘ*c2�方形 �#(��#(��3��D63・P212を切る。10YR2/3 �#�"�Ⅳ-う2 兩ｸﾆ��20×20×10 ��#�8,���.x.ｨ.��#���#"�2�

212 �rﾘ*c2�長方形 �#H�窿�b��紊��D63を切る。P211に切られる。 10YR2/3 �#�2�Ⅳ-う2 兩ｸﾆ��22×21×33 ��#�(/���.��#���#"�2�

284 �rﾘ*�8�X*#2�円形 鼎(��38�紊b�10YR2/3 
213 �rﾘ*c2�方形 ������h��3r�D63を切る。10YR2/3 

214 �rﾘ*c2�方形 �38��#x�經R�D34を切る。10YR2/3 �#疫��Ⅳ-う2 �霹��29×27×38 ����#"�2�

21与 �rﾘ*C2�円形 �#8��#(���B�10YR2/3 �#ッ�Ⅳ-あ4 兩ｸﾆ��24×18×27 禰�X�X/���.��#���#"�2�

216 �rﾘ*C2�方形 �#8��#���#r�10YR2/3 �#ビ�Ⅳ-い1 �霹��37×33×40 ����#"�2�

217 �rﾘ*C2�長方形 �#h��)u���3r�D3与を切る。10YR2/3 �#モ�Ⅳ-い1 �霹��27×24×52 ����#"�"�

218 �rﾘ*C2�方形 �#8��#(��3B�D3与を切る。10YR2/3 �#ヲ�Ⅳ-い1 �霹��38×36×43 ����#"�2�

219 �rﾘ*#2�方形 �#�������3r�D7に切られる。10YR2/3 �#���Ⅳ-い1 �霹��31×29×48 ����#"�2�

220 �rﾘ*#2�長方形 �#H���x��#��10YR2/3 �#���Ⅳ-い1 �霹��38×33×与0 ����#"�2�

221 �rﾘ*#2�円形 �#h��#H���r�10YR2/3 �#�"�Ⅳ-い1 �霹��44×(39)×33 ��#�8,���.x.ｨ.��#���#"�2�

222 �rﾘ*#2�円形 �#���#h��#2�10YR2/3 �#�2�Ⅳ-い1 �霹��32×26×与3 ��#�(/���.��#���#"�2�

223 �rﾘ*#B�楕円形 鼎���#���#��D19を切る。10YR2/3 �#釘�Ⅳ-い1 �霹��2与×24×40 ����#"�2�

224 �rﾘ*�B�円形 �3���#��紊��10YR2/3 �#冰��Ⅳ一い2 �霹��29×28×32 ����#"�2�

225 �rﾘ*#B�方形 �#����������10YR2/3 �#澱�Ⅳ-い2 �霹��46×(3与)×2与 ��#度,���.x.ｨ.��#���#"�"�

226 �rﾘ*#B�円形 �#8��#(��#b�10YR2/3 �#途�Ⅳ-い2 ���霹��39×24×35 ��#塗/���.��(6X8�5�*�.��#���#"�2�

227 �rﾘ*#H�X*(*B�方形 �#H��#(��3��10YR2/3 �#唐�Ⅳ-い2 �霹��42×38×60 ����#"�2�
299 �rﾘ*#"�円形 �#h��#X��3��10YR2/3 

228 �rﾘ*�.r�不整形 �#(���h���u��10YR2/3 �3���Ⅳ-い1・い2 �霹��32×26×22 ����#"�2�

229 �rﾘ*�B�方形 �38��#��紊��10YR2/3 

230 �rﾘ*�B�方形 �#���#8��3R� �3���Ⅳ-あ3 兩ｸﾆ��24×(24)×23 ��3�(/���.��#���#"�2�

231 �rﾘ*�B�円形 �#���#(��3��10YR2/3 �3�"�Ⅳ-あ3 �霹��32×29×33 ��3��,���.x.ｨ.��#���#"�2�

232 �rﾘ*�2�方形 �3���#X��#r�10YR2/3 �3�2�Ⅳ-あ4 兩ｸﾆ��25×24×23 ����#"�2�

233 �rﾘ*�2�方形 �#h�颱ch�紊"�10YR2/3 �3�B�Ⅳ-あ3 �霹��36×35×4与 ��#8処+���.x.ｨ.��#���#"�2�

234 �Rﾘ+�8�Xurﾘ*�2�円形 �3(��#���#��10YR2/3 �3�*B�Ⅳ-う6 �+y_ｸﾆ��(32)×29×19 ����#"�2�
306 �rﾘ*Cb�円形 茶#R���#���#"�10YR2/3 

23与 �rﾘ*�2�方形 �9u���#���3"�P304を切る。10YR2/3 �3�r�Ⅳ-えら 兩ｸﾆ��34×24×13 ����#"�2�

236 �rﾘ*�2�円形 茶#B���#H��9u��10YR2/3 �3���Ⅳ-え6 �霹��22×21×3与 ����#"�2�

237 �rﾘ*�.r�方形 �)u���#H��#��10YR2/3 �3���Ⅳ-えら ���霹��29×16×14 任��/���.��#���#"�2�

238 �rﾘ*�*B�円形 �#x��#���3��10YR2/3 �3���Ⅳ-えら �霹��33×(19)×34 任��,���.x.ｨ.��#���#"�2�

239 �rﾘ*�.r�方形 �#X��#8��9u��10YR2/3 �3���Ⅳ-え3 兩ｸﾆ��29×(18)×24 任3H/���.��#���#"�2�

240 �rﾘ*�*B�円形 �#8�����紊2�10YR2/3 �3�"�Ⅳ-う3 兩ｸﾆ��23×(22)×37 ��#�u�,���.x.ｨ.��#���#"�2�

241 佇r� �� �3�2�Ⅳ-あ2 �+y_ｸﾆ��(29)×19×31 ��3�H,���.x.ｨ.��#���#"�2�

242 佇r� �� �3�B�Ⅳ-あ2 �霹��40×3与×2与 ��3�8/���.��(6X8�5�*�.��#���#"�2�

243 �rﾘ*�(�X*�2�円形 都H�緜8��#b�10YR2/2 �3�u��Ⅱ-こ3 �霹��33×27×42 ����#"�2�
316 �Rﾘ+�2�円形 鼎���3���3B�10YR2/3 

244 �rﾘ*�"�円形 �.s��紊x��3��10YR2/2 �3�r�Ⅱ-こ3 �霹��3与×31×32 ����#"�2�

245 �rﾘ*�"�円形 �3���3H��#��テラスあり。10YR2/3 �3���Ⅱ-こ4 兩ｸﾆ��29×26×36 ����#"�2�

246 �rﾘ*�"�円形 滴.x�紊(��3��10YR2/3 �3���Ⅱ-こ4 兩ｸﾆ��29×29×17 ����#"�2�

247 �rﾘ*�(�X*#"�円形 鼎h��3H��3��テラスあり。10YR2/3 �3#��Ⅱ-こ4 �霹��29×28×14 ����#"�2��
321 �Rﾘ+�B�円形 �3���)u���#b�10YR2/3 

248 �rﾘ*#"�方形 �#(��#���3��10YR2/3 �3#"�Ⅱ-こ3 兩ｸﾆ��28×26×与2 ����#"�2�

249 �rﾘ*#"�方形 �#h��#���3��10YR2/3 �3#2�Ⅱ-こ3 �霹��32×22×36 ����#"�2�

2与0 �rﾘ*#"�円形 �#h��)u����r�10YR2/3 �3#B�Ⅱ-こ4 ���霹��40×26×3与 �6X8�5�*�.��#���#"�2�

251 �rﾘ*#"�円形 �3��窿#r���#��10YR2/3 �3)u��Ⅱ-こ4 兩ｸﾆ��24×22×36 ����#"�2�

2与2 �rﾘ*#"�円形 �#h��#h��3��丁a8を切る。10YR2/3 �3#b�Ⅱ-こう 兩ｸﾆ��24×23×17 ����#"�2�

2与3 �rﾘ*C"�円形 �#���#����"�10YR2/3 �3#r�Ⅳ-あら �霹��26×22×14 ����#"�2�

254 �rﾘ*C"�方形 �)u���#���#��10YR2/3 �3#��Ⅳ-え6 �霹��35×26×21 ����#"�2�

2うら �x耳*C"�方形 �#h��#H�紊��10YR2/3 �3#��Ⅳ-え6 �霹��44×3う×27 晩8/���.��#���#2�2�

256 �rﾘ*C"�方形 �#(��#(��3R�10YR2/3 �33��Ⅳ-えら �霹��34×30×48 ��33�/���.��#���#"�2�

257 �rﾘ*C"�方形 ��x���x��#b�10YR2/3 �33��Ⅳ-えら �霹��38×(26)×26 ��33�,���.x.ｨ.��$ﾓ8/���.��"����#"�2�

2与8 �rﾘ*C"�円形 �#��窿#���紊��P259.P260を切る。10YR2/3 

259 �rﾘ*C"�円形 �#��窿�著��3"�P2ら8に切られる。10YR2/3 �33"�Ⅳ-えら �霹��17×14×15 晩8/���.��#���#"�2�

260 �rﾘ*C"�円形 �#x��#H��#"�P2与8に切られる。10YR2/3 �332�Ⅳ-え6 �霹��23×16×21 晩8/���.��#���#"�2�

261 �rﾘ*C"�方形 �#8��#���3��P262を切る。10YR2/3 �33B�Ⅳ-え6 兩ｸﾆ��45×(38)×13 晩8/���.��#���#"�2�

ー40-



⊂二二) 2二轟玖¥、_畦4

〈三助で塾。

副「暴麺工。

圃星団

そ三三夢二今夕ノ3。

二二一二三

18萄紺20耽望

多く地口25ヱ4。

第26図　A地区　遺構外出土遺物

-41-

へ
‖
‖
‖
月
日
V
1
8

イ
‖
‖
‖
N



第13表　A地区　遺構外出土遺物一覧表

遇橘外 劔d�����yﾒ�剞ｬ形・調整・文様 劔��I.�&ﾃﾈ��韆9�i&ﾂｘｭｹ.ｨ�ﾂ�

No. 偃ﾙ¥｢�器種 佰ｸﾆ��+r��底径(幅) 舒ﾘⅲ委｢��内　　面 劔外　面 儖X����ﾖﾂ�出土位置 

1 �>ｩ[i7舒ﾒ�深鉢 �>�lｨﾌｨ�9+��ﾂ�劔劍ﾎ8ｯｩg右i>��き7、カクラン 

2 �7倡Hｮﾒ�土製品 �7舒ﾙ]�鈴L(��;yYI]���ﾊIh��X��ﾆ�2�66ﾘ��ﾏｨ+3�繙6ﾒ�劔剪�7トレンチ 

3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�轟 ��ｲ�ー ��ｲ�赤色塗彩 劔櫛描波状文(□綾部)、赤色塗彩 �&ilｨ���｢�お11 

4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�亜 ��ｲ�9.4 忠u粤���ナデ 劔ヘラミガキ、底部へラミガキ 亂��8���｢�8トレンチ 

5 冢ﾙ�i7舒ﾒ�壷 ��ｲ�<12.0> 茶"繧��ナデ 劔へラミガキ、底部へラミガキ 弌�5ﾘ���｢�6トレンチ 

9 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶2繧��暗文 劔へラナデ→鵜部へラミガキ 僥ｩ]����｢�6トレンチ 

70 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー 茶2縒��暗文 劔ヘラナデ→-部へラミガキ 僥ｩ]����｢�6トレンチ 

11 �7倡Hｮﾒ�高士不 ��ｲ�<14.0> 忠u粤"��ヘラナデ 劔へラミガキ 弌�5ﾘ���｢�与トレンチ 

12 �*�.ﾘ.x*��皿 ��ｲ�ー 茶�纈��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����｢�4トレンチ 

13 �*�.ﾘ.x*��皿 唐紕�7.3 ��繧�ロクロナデ 劔ロクロナデ→回転糸切り 亂��8���｢�か7 

14 �*�.ﾘ.x*��皿 禿ゅ#��<与.2> ��絣�ロクロナデ 劔ロクロナデ→回転糸切り 弌�5ﾘ���｢�カクラン 

15 �*�.ﾘ.x*��皿 禿��紊��<6.0> �"絣�ロクロナデ 劔ログロナデ→回転糸切り 弌�5ﾘ���｢�カクラン 

16 �*�.ﾘ.x*��皿 ��ｲ�<8.2> 茶�繧��ログロナデ 劔ログロナデ→回転糸切り 弌�5ﾘ���｢�カクラン 

17 �*�.ﾘ.x*��皿 禿��緜��<与.8> �2���ロクロナデ 劔ロクロナデ→回転糸切り 弌�5ﾘ���｢�カクラン 

18 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー 茶2�2��ナデ→内耳貼付 劔ナデ 僥ｩ]����｢�き7、カクラン 

19 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー ��ｲ�ナデ→内耳貼付 劔ナデ �&ilｨ���｢�お11 

20 �>�鼈��7�>r���ｲ�- ��ｲ�ナデ→内耳貼付 劔ナデ �&ilｨ���｢�お6 

21 �>�鼈��7�>r���ｲ�ー 忠u粤"��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����｢�4トレンチ 

22 漠7�>r���ｲ�ー 茶B����ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����ｨ��(i�"�カクラン 

23 �>�鼈��7�>r���ｲ�<20.0> 茶r�2��ナデ 劔ナデ 弌�5ﾘ���｢�4トレンチ 

24 ��土鍋 ��ｲ�ー 茶R�"��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����ｨ��(i�"�カクラン 

25 ��土鍋 ��ｲ�ー 茶R紕��ナデ 劔ナデ 僥ｩ]����ｨ��(i�"�カクラン 

26 ��ｸ敢�:舒ﾒ�揺鉢 ��ｲ�ー 茶2�"��播目 劔 僥ｩ]����｢�2トレンチ 

27 丿葵｢�饗 ��ｲ�ー ��ｲ� 劔 ��9�(ｴ佩9Kﾈ-c�I�(ｴ���ﾂ�カクラン 

28 兌ﾈｨ｢�題 �｢�ー ��ｲ� 劔 ��9�(ｴ佩9Kﾈ-c�I�(ｴ���ﾂ�き7 

29 ��(鶻�碗 ��ｲ�<与.4> 茶"ﾃ鋳�施租 劔施租 弌�5ﾘ���｢�4トレンチ 

30 ��碗 �� �� 劔 ��8トレンチ 

31 ��碗 �� �� 劔 ��3トレンチ 

32 ��碗 �� �� 劔 ��カクラン 

N○○ 傚H��霻���h��ﾝ��俐Y�Y+r�最大幅 俐Y�Xﾏ｢�重亜 傀ｨ����������ﾊ��剌o土位置 

6 ��ﾉlｩWI-廿�ﾈﾆ��-�,h*ｨ+ﾒ�7舒ﾓ��剪ッ�2��(3.5) 茶�縒�� �+)��>�l｣ｨ6�6h��､�｣ｩ�I�i6緯ｨ���(*ｩHﾙz8+X+ﾘﾊ�ｩ;yYH*��刄Jクラン 

7 ��ﾈﾆ��-�,h*ｨ+ﾒ�7舒ﾓ�,ﾈ薰維h薰��剪モ綯��(3.6) 茶"縒�� �+)��6�6h���I�i6緯ｨ��(輾ﾈy����嚢訷,ﾈ�)Eﾉ�ｸ.��8.���7トレンチ 

8 冽ｨﾅ�7��ｹV��剪ビ����(3.0) 茶"縒�� 儘Xﾆ��I.ｃ�騏笙+)��6�6h���I�i6緯｢�凾ｦ11、カクラン 

33 �7Y���仂8､Hｮ"�茶rﾃb��(4.4) 茶2繧��(189.36) ��9YHﾈy����7X枴�CH��{ﾉ�H,���ﾚﾒ�凾ｫ7、カクラン 

34 吁����亰��闌��(ｮ"�茶ゅ2��(6.1) 茶"纈��(164.96) 儂ﾙDﾘ*�.�ほYH敢峇�ｩYHﾈy����lｩ7ﾂ��+�ﾜ��Xﾚﾒ�か7 

3与 吁�������(ｮ"�茶�B縒��(6.3) 茶B縒��(487.63) �ｩYHﾈy����敬�8,吁��Xﾚﾒ�凾ｨ6 

36 �.ｹ���亰��闌��(ｮ"�冰粤r�3.与 ��纈�与9.43 ��9E�,�+x.瑛｢�凾ｨ6、カクラン 

37 冑��Yﾜ����亰��闌��(ｮ"���2���5.7 �2繧�369.60 ��8岔%ｹYH,h悩�H,吁��Xﾚﾘ��悩�H,idｩlｨ,�+x.瑛｢�凾ｩ7 

38 ��)���亰��闌��(ｮ"��32���40.6 宙ﾘ(+2�#�騏��24420.0 �ｨﾆ��������B����勦�ｳ2緝��(h匣,�*ﾘ-ｨ-ﾒ�凾ｩ4、カクラン 

第27図　A地区　東一本柳遺跡ⅡA地区出土古銭

第14表　束一本柳遺跡Ⅱ A地区出土古銭一覧表

0　　　(1 : 2)　　　5c皿

No. ��ｹkﾂ磯ｩ�ﾂ��初鋳年(西暦) 倬��2�法量 剩w丈 偬�7�ｩ'R�備考 
直径(mm) 偬H+2姥ｒ�

1 �� ��23,0 �2ﾃ)u�� 蝿�Xuxｾb� 

2 丶ｨﾋ9,ｩV��竰�武徳四年(621) �8"�24.0 �2ﾃッ� 任cb� 

3 倩ｩ;侏9V�ﾗ2��至道元年(995) 冉ｹ�b�24.与 �2ﾃ#"� 任cb� 

4 ��[ﾘﾋ9V��竰�真宗威平元年(998) 冉ｹ�b�24,0 �2ﾃ#B� 任cb� 

5 俟9�i,ｩV�蟯��元宝二年(1038) 冉ｹ�b�24,0 �2�32� 任cb� 

6 �9u9,ｩV��竰�嘉祐元年(1056) 冉ｹ�b�24,5 �2ﾃ32� 任cb� 

7 侏9u8曁�ﾂ盈b��(1086) 冉ｹ�b�24。0 �2ﾃsB� 任cb� 

8 侏9u9,ｩV�蟯��(1086) 冉ｹ�b�24,う �2ﾃSr� 任cb� 

9 ����hﾋ9V�蟯��建中靖国元年(1101) 冉ｹ�b�23,5 �2�#b� 任cb� 

10 ��ﾙ��,ｩV�mb��政和元年(1111) 冉ｹ�b�24,0 �2�*H.r� 任cb� 

11 ��ﾙ��,ｩV�ZｩG竰�政和元年(1111) 冉ｹ�b�24,0 釘�*H.r� 任cb� 

12 �� ��24,0 �2ﾃ#�� ��唐� 

13 侏9dﾉ,ｩV�ﾗ2��元豊元年(1078) 冉ｹ�b�23.0 �"騏��� ���T�� 

14 ��ﾙ��,ｨﾊｲ瓜ｩ�"��政和元年(1111) 冉ｹ�b�24,0 �2�3�� �rﾘ*#�� 
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岩村田遇跡群　束一本柳遺跡Ⅱ　A地区全景(東から)

岩村田遺跡群　東一本柳遺跡Ⅱ　H2号住居址周辺
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Hl号住居地　東から

Hl号住居址掘方　北から

Hl号住居址　カマド Hl号住居址　カマド出土状況
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H2号住居址　西から

H2号住居址掘方　西から

T a2号竪穴状遺構　北から

T al号竪穴状遺構　北から

二「a3号竪穴状遮構　東から
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T a4号竪穴状遺構　北から

T a7号竪穴状遺構　北から

T a9号竪穴状遺構　南から

T a8号竪穴状遺構　D45号・D53号土坑　北から

T alO号竪穴状遺構　西から
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T all号竪穴状遺構　西から

計∵∵∴_書二二　㌔ぺ　言カも

ふき蟻‥手

ざ阜∴　　÷誓言

」常葉.震屯」霞」恵三要田駐_-

D 3号土坑

箪電子肇

D5号土坑　南東から

D2号土坑

寧÷誌:

二言珪露室÷
I)4号・D6号土坑　東から
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I)7号・D8号土坑　束から
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DlO号・D12号土坑　西から

D15号土坑　北から

D17号・D18号土坑　南から

醸二千‾里芋m叩詳費　-叶、∴∴。轟聡」_

、・.繋蒔′

工、ご冨:欝∴藻琴

ぐ∴▲ 、

D20号土坑　東から

零言

開 」

Dll号土坑　西から

D16号土坑　南から

へ　　、 }　しい→¥

言草:∴へ、軍　事

D 19号土坑

“‾場’で{、∴　　ずぶも

D21号土坑　西から
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D22号土坑　西から

D24号土坑　束から

D27号・D28号・D29号・D30号土坑　北から

D32号土坑　西から

D23号土坑　西から

]D25号・D26号土坑　束から

塾二一這塾言上」 、 、へ
D33号土坑　西から
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D34号土坑　北から

D36号・D37号土坑　西から

D35号土坑　北から

D38号土坑　北から

D40号土坑　南から

D48号・D49号・D50号・D51号土坑　北から

一三遥翌
々

D39号土坑　東から

誉’’

:了野尋予・盲

亙・や.e ∴∵君島　　　,寄

申闘難詰掌`笠
4.-　　裏、ぉら∴∴事、

D46号・D47号土坑　北から

D52号土坑　北から
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D53号土坑　北から

D56・D57・D58号土坑　南から

D59号・D60号・D68号土坑　束から

D66号・D67号土坑　南から

D54号土坑　東から

屯田報土

D58号土坑　東から

D61号土坑　西から

D 66号土坑遺物出土状況
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Ml号溝状遺構　東から

M2号溝状遺構　東から
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M2号溝状遺構　束から

血山毘旦_

M2号溝状遺構　束から
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M3号溝状遺構　北から

M4号溝状遺構　東から

M3号溝状逓構　北から

冒〕重5号満状遺構付近

M4号・M5号・M6号・M7号・M8号溝状遺構・T a 7号竪穴状遺構　北から
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M4号・M6号・M7号・M8号溝状遺構

M9号溝状遺構　北から

調査風景

MlO号溝状道構　西から

全景　西から
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第Ⅳ章　B地区調査の概要

第1節　調査体制

調査担当者

調　　査　　員

上原　学

浅沼勝男　阿部和人　安藤孝司　江原富子　小幡弘子　風間敏

狩野小百合　木内勇　小井戸秀元　小林百合子　堺益子　清水澄生

清水律子　滝沢三男　田中ひさ子　土屋武士　中嶋フクジ　中條勝良

比田井久美子　日向昭次　広瀬梨恵子　武者幸彦　由井重明　柳澤孝子

横尾敏雄　依田三男　渡辺長子　渡辺学

第2節　調査日誌

平成22年度

現場作業

8月9日一機材準備・防砂ネット設置。

8月10ロー東側調査区表土除去・搬出作業開始。ハウス・トイレ設置。

8月18目一調査員による発掘調査開始。検出作業・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影。

基準杭設定作業。

9月7日　ハウス・トイレの移動。機材整理。

9月9日　西側調査区の表土除去作業開始。東側調査区調査終了。

9月9ロー調査員による西側調査区発掘調査開始。検出作業・遺構掘り下げ・図面作成
・写真撮影。基準杭設定。

室内整理作業

11月22日へ3月31日　遺物洗浄・注記・接合・図面修正・写真整理。

平成23年度

現場作業

10月11ロー重機により、東側調査区の表土除去作業開始。駐車場造成・ハウス・トイレ設置。

10月12ロー発掘調査機材準備・搬入。

10月13日一10月26日　調査員による発掘調査開始。検出作業・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影。

基準杭設定作業。

10月28日一重機により、西側調査区の表土除去作業開始。

10月31日一調査員による発掘調査開始。検出作業・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影。

基準杭設定作業。

室内整理作業

4月11ロー　室内整理作業。図面修正、写真整理、遺物注記・接合・復元・実測。

平成24年度

4月6ロー　室内整理作業。実測・遺構遺物トレース・遺構遺物図版作成・遺物実測・原稿作成。

平成25年度

5月21日-3月31自　室内整理作業。図版・原稿作成・校正。印刷製本。遺物・図面収納。
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第3節　検出遺構・遺物の概要

平成22年度

遺　構　竪穴住居址　4軒　古墳時代

竪穴状遺構　3基　中近世

井戸跡　　　2基　中近世

溝状遺構　　2条　古墳一近世

土坑　　　　65基

ピット　　　388個

平成23年度

遺　構　竪穴住居址　　4軒　古墳時代

(1軒はH22調査のH lと同一住居)

掘立柱建物址

溝状遺構

ピット

古墳時代?

中世

第4節　基本層序

遺跡は、湯川からの比高差20m内外を測る

右岸段丘端部から北方100mの地域に立地する。

周辺の地層は基本的には北方に奮える浅間山の

噴火による軽石流二次堆積物及び砂礫等の段丘

堆積物が主体となる状況で、この上面に現在の

表土が覆う形となっている。

今回調査を実施した地域の基本層序は以下の

とおりである。

I層は層厚20へ50cmを測る表土または市営住

宅解体後の整地層である。

Ⅱ層は層厚最大1 mを測る調査区中央をおよ

そ東西方向に堆積する谷状の黒褐色土層であ

る。今回の調査では、黒色土周辺の撹乱が著

しいことから遺構の確認は黒色土除去後に実

施したが、状態が良好であれば黒色土上面で

可能と思われる。 B地区北半部に主体的に認

められる層である。

Ⅲ層は軽石流二次堆積物である黄褐色ローム

である。遺構確認はこの上面で実施した。

遺　物　縄文土器片　中期・後期

弥生土器(壷・馨)

土師器(杯・高林・馨・壷・甑)

須恵器(杯)

古銭(至道元賓・不明品)

石製品・石器(砥石・すり石・敲石・

五輪塔)

陶磁器・土鍋

遺　物　弥生土器(壷・馨)

土師器(杯・高杯・聾・壷・甑)

石製品・石器(勾玉・管玉・臼玉・

石製模造品・すり石・敲石)

基本層序模式図
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第Ⅴ章　B地区遺構と遺物

第l節　竪穴住居址(H)

H l号住居址

遺構はⅥ-4-うグリッドに位置する○開発事業の関係から北側の一部と南西側の調査はH22・23年

度に分けて実施した。 H23年度分の上部は撹乱によって覆土の多くが床面近くまで削り取られていた。

全体の調査規模は、南北5.6m、東西5.6m、検出面から床面までの深さは最大0.35mを測る。平面

形態は方形である。床面は硬質で、壁際に幅10cm、深さは12。m内外の溝がカマド部を除き掘り込まれ

ている。ピットは床面上で6個確認でき、 P l-4が主柱穴で、柱穴から壁に向かって延びる間仕切

状の溝が存在した。北東コーナーには、貯蔵穴と思われる土坑が掘方で確認できた。実際は床面上か

ら掘り込まれていたと推察される。カマドは北壁の中央に構築されていた。両袖は粘土を主とし、先

端部には川原石が埋め込まれ、天井に利用したと考えられる石材が一部残存していた。火床には径35。m、

厚さ8cmの焼土が堆積しており、北端付近に自然石を利用した支脚石が設置されていた。掘方は上面

に硬質の貼り床が存在し、直下にやや締まりのある暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器小型襲、敲石、すり石、石製勾玉が出土した。本住居址の時期は土器の特徴から、古

墳時代中期未から後期としたい。

E E’　　F F’

一二_/ :‾

Om
696. 600m

(1:80) 2m

H l号住居址遺構実測図
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1黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム多い。軽石・炭化物含む。

3　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石含む。しまりなし。

4　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・砂"軽石・炭化物含む。

5　暗褐色上層(7.5YR3/3)叶ム・軽石・炭化物・焼士含む。

6　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石・炭化物・焼土含む。

7　黒褐色土居(10YR3/2)叶ム・砂・軽石"炭化物含む。

8　褐色土層(10YR4/4)叶ム多く、砂・軽石含む。

9　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石少量含む。

10　黄褐色土層(10YR5/6)叶ム7ヾロック含む。

11にふい黄褐色土層(10YR4/3)砂主体。暗褐色土含む。

12　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・砂含む。

13　褐色土層(10YR4/4)叶ム多く含む。

14　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム多く含む。硬質(床)。

暗褐色土層(7.5YR3/4)叶ムやや多く含む。やや硬質。　⊂二⊃ ⊂⊃ 1/l

にぷい黄褐色土層(10YR4/3)叶ム・軽石含む。

黒褐色土層(10YR2/3)叶ムブロック・軽石含む。硬質。

暗褐色土層(10YR3/3)焼土層。

黒褐色上層(7.5YR2/2)灰・焼土・粘土・炭化物含む。

暗赤褐色土層(2.5YR3/3)焼土層。

暗赤褐色土層(5YR3/2)叶ム・焼土含む。

暗褐色土層(7.5YR3/4)叶ム7恒男7 ・粘土含む。

暗赤褐色土層(2.5YR3/6)袖の内壁が焼土化。

暗赤褐色上層(5YR3/3)一部焼土化。粘土層。

極暗赤褐色上層(5YR2/3)粘土層。焼土含む。

黒褐色土層(5YR2/2)叶ム粒・焼土少量含む。

極暗赤褐色上層(5YR2/3)炭化物・焼土・粘土含む。

暗褐色土層(10YR3/4)炭化物・粘土含む。

H l号住居址遺構・遺物実測図

㊨　3

欝翳 鐙顏����顗���報∴∴澱 ��委ｸﾆ�ｶb�蟻綴灘 �:円ﾙgﾂ�題∴遥彊姦∴轢 劍�Iiyﾉ>�b�鰊∴成 ��h�8ｾﾈﾋ��"�瞞　　考 

1 �7倡Hｮﾒ�謹 糞��ﾃuﾒ�ー ���帝u��"�□線内外面横ナデ　外面へラケズリ　内面ナデ 劍��傚Fｩ]��良 冰蝠)u糒"�､Hｨﾉ�i�ﾂ�Ⅱ区出土 

2 �7倡Hｮﾒ�題 糞�bﾃ%ﾒ�ー ���u篥8�"�□線内外面横ナデ　外面へラケズリ・ミガキ 劍��傚Fｩ]��良 冰蝠)u糒b�k��Hｨﾉ�b�Ⅱ区出土 

音藷簿 ��H���菓ｲ�:鶉∴∴形 凭Ij怨��穐轍 傀i�ﾉ5��蒙董蔑 凉阡2�鰭i∴∴嘗 

環濠轍 �霪H鶻�韻語灘 

3 ��隶ﾒ�すり石 �2縒�2 ���2�3,02 �"騏蝠#B�9�ﾂ�,�-X*)�Hｨﾉ�b�正面裏にすり面　全体に滑らか　工区出土 

4 ����ｹV��勾玉 �"繧�1.7 ���9u��14,4 ���澱���､I�b�孔径0,4×0,2剛の楕円形』i区出土 

5 ��隶ﾒ�すり・敲石 ��2�6,与 釘�与11,86 填澱���､I�b�正面嚢"側面にすり面　上下端部に敲打痕　Ⅲ区掘方から出土 

H l号住居址遺物観察表

H 2号住居址

H 2号住居址遺構実測図(1)
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H 2号住居址遺構実測図(2)

1黒褐色土層(10YR2/3)叶ム粒・軽石・炭化物含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム粒・軽石・炭化物含む。

3　暗赤褐色土層(5YR3/4)叶ム粒・軽石・炭化物・焼土・粘土粒含む。

4　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム粒・軽石含む。しまりなし。

5　暗褐色土層(10YR3/4)旺ム粒・軽石含む。しまりなし。

6　褐色土居(10YR4/4)叶ム主体。しまりなし。

7　暗褐色土層(7.5YR3/3)叶ム粒・軽石含む。しまりなし。

8　暗褐色上層(7.5YR3/4)叶ム粒・軽石含む。しまりなし。

9　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム粒・軽石・炭化物含む。しまりなし。

10　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム粒・軽石・炭化物含む。しまりなし。

11暗赤褐色土層(3YR3/4)焼土層。

12　黒褐色土層(5YR2/2)叶ム・粘土含む。

13　極暗褐色土層(7.5YR2/3)粘土・焼土含む。

14　暗褐色土層(7.5YR3/3)焼土・粘土含む。

15　にふい黄褐色土層(10YR4/3)叶ム主体。上面硬質。暗褐色土少量含む。

遺構はⅢ-8-くグリッドに位置し¥東側の一部は調査区域外となる。規模は南北4.6m、東西は調

査規模で4.4m、確認面から床面までの深さは最大0.25mを測る。平面形態は方形と思われる。床面

は硬質で壁際に幅15cm内外、深さ12cm内

外の溝がカマド部を除き掘り込まれてい

る。ピットは床面上で6個確認でき、 P

l-4が主柱穴である。カマドは北壁に

構築され、粘土で構築された両袖が一部

残存していた。束袖の先端部には扁平な

石材が埋め込まれ、火床の北端部に自然

石を利用した支脚石が設置されていた。

火床と思われる位置には長径40cm、厚さ

6cmの厚みで焼土が堆積していた。掘方

は2へ8cmの厚みでにぷい黄褐色土が埋

め込まれ、上面に硬質面を持つ。

遺物は土師器の杯・琵・甑、敲石が出土

した。土師器杯は丸底で口縁が素直に立

ち上がる形態、口縁端部が僅かに外反す

る形態、口緑がヘルメット状に外反する

形態が存在した。蜜は表面にケズリを施

す胴丸の形態である。本住居址の時期は、

土師器杯の形態と長胴化した饗が見あた

らないことから5世紀後葉から6世紀初

め、古墳時代の中期未から後期初頭とし

たい。

†‾〇一●　　　　○ ○〇〇〇「　　　　‥　　●-〃

---

H 2号住居址遺物実測図

麗賓 伜ﾘ���課｢�鶉∴∴騒 佰ｸﾆ�gﾈ���底僅鞠∴ 倩�)+(���類∴攫壇琵∴嬢 劔�>景G�.����焼∴鰭 ��h�2愛�｢��繊∴∴葦 

1 �7倡Hｮﾒ�杯 ��"�2�丸底 冰粤��□緑横ナデ　外面底部から休部へラケズリ・ミガキ 剴湯�良 填�#B��工区出土 
内面ミガキ 劔��Hｨﾉ�b�

2 �7倡Hｮﾒ�露 ��r紕�ー ���b�8�"�□縁横ナデ・ハケナデ　胴部外面へラケズリ・ナデ 劍���ﾈ�Y:ｩYH�]2�良 途騏蝠)u糒2�,�-X*(ｨﾉ�b�I区出土 　) 

3 �7倡Hｮﾒ�官主 ��ｲ�[8] ���R���"�外面へラケズi」・ナデ　内面ハケナデ　底部へラケズリ 劔.ｩYH自;x岔YB�良 填�#R�2�,�-X*)�Hｨﾉ�b�I区出土 

4 �7倡Hｮﾒ�‡不 糞�B絋ﾒ�ー ���B騏��"�□緑横ミガキ　外面休部ミガキ　内面ミガキ・-部剥離 劍���ﾈ自�ﾉYB�良 冰蝠)u糒b�k��Hｨﾉ�b�Ⅱ区出土 

与 �7倡Hｮﾒ�士不 ��ｲ�ー ���"ﾃh�"�□緑横ナデ　外面休部へラケズリ　　内面ナデ 劍��傀自�ﾉYB�良 �"絛�(*B��k��Hｨﾉ�b�Ⅲ区出土 

6 �7倡Hｮﾒ�甑 糞#B�%ﾒ�〈8,2〉 ��ｲ�□緑横ナデ　胴部外面へラケズi」　内面へラナデ 劍��|闔ｩ.ｩYB�良 ����#b�2�Ⅲ"Ⅳ区出土 
底部単孔 劔Fｩ]���,�-X*(囮�)�b�

欝聾 ��旭ﾘ���稲ﾒ�額∴∴膨 �)鞆ｩ���願翻 佰ｨ+8茯���重義薗 �>ﾈ､｢�凝∴∴∴薄 

7 ��隶ﾒ�すり・敲石 ��Bﾃ"�6.9 釘繧�688,44 途ﾉu蝠#r�"�k險ﾈ､I�b�正面にすり痕跡　側面に敲打痕跡 

H2号住居址遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　[　曜定値・〈　〉残存値
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H 3号住居址

H 3号住居址遺構実測図
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工　黒褐色上層行OYR2β)叶ム粒・炭化物・軽石含む。

2　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム粒多く、炭化物・軽石含む。

3　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム粒・軽石・炭化物・焼土含む。

4　暗褐色上層(10YR3/4)叶ム粒多く、炭化物・軽石含む。

5　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム粒多く、炭化物・軽石・焼土・粘土含む。

6　黒褐色土層(10YR2/2)炭化物多く含む。

7　にふい黄褐色上層(10YR4/3)ローム多く含む。

8　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム含む。黒褐色土との混合土。

9　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム・軽石・炭化物含む。しまりなし。

10　褐色土層(10YR4/6)叶げロック・暗褐色土含む。

11黒褐色土層(10YR2/3)叫・炭化物・軽石・砂やや多く含む。

しまりなし。

12　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム主体。しまりなし。

13　にふい黄褐色土層(10YR4β)砂多く含む。しまりなし。

14　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・砂・軽石・炭化物含む。

15　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

16　暗褐色土居(10YR3/3)しまりなし。 (周溝)

17　にふい黄褐色土層(10YR4/3)叶ム主体。炭化物含む。上面一部硬質。

18　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム主体。しまりなし。

遺構はⅢ-9-こグリッドに位置し、 Ml及び北壁付近を中心として数基の土坑に切られる。南北

8・4m、東西9・1m、確認面から床面までの深さは最大0.4mを測る大型の住居址である。平面形態は

方形i`床面は全体的に硬質面を持つ。壁際には幅12cm内外、深さ12。m内外の溝が掘り込まれている。

ピットは27個確認でき、 Pl-4が主柱穴、 P5・8・9・23・24・25は補助的な柱、壁際の小ピットは

壁柱穴と思われる。また、主柱穴及び補助的ピットから壁に向かって間仕切り状の溝が存在する箇所

が認められた。カマド及び焼土の散布は確認できなかった。

遺物は土師器の杯・高杯・蓋・蜜・甑、須恵器杯、敲石、弥生土器の小型壷が出土した。土師器杯は丸

底半球状で口縁端部が僅かに外反する。高林は土師器杯に脚が付く形態と杯部が大きく開く形態が存

在する。薄は小型の聾と胴部がふくらむ形態が主流である。弥生土器は小型壷の破損品で混入品と思

われるが、周辺には弥生時代の大規模集落が存在し、東側の西八日町遺跡では弥生土器と考えられる

小型馨が古墳時代の住居址で使用されていたと考えられる状態で出土した例があることから、古墳時

代に行った地面の掘削時にたまたま発見した弥生土器をそのまま使用した可能性も否定できない。

本住居址の時期は、底部丸底で口緑端部が僅かに外反する土師器杯が主体であり、長胴化した饗が

見あたらないことから5世紀後半の特徴を持つ。さらに佐久地域周辺は5世紀中頃から後半にかけて

順次カマドが導入されており、本住居址ではカマド

が存在しなかった可能性も見受けられることから、

5世紀後半の前半期、古墳時代中期後葉としたい。‾　‾:

二二一三・“:
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H 3号住居址遺物実測図( 1 )
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H 3号住居址遺物実測図(2)

l議繋 ��旭ﾘ�����r�騒∴∴鰭 凭ﾘｭ8ﾄﾂ�∴底径捌 ��碓ｨﾘ)>x���撹∴琵鵬蔓∴繚 ��ｹ9因ﾞeX秒�駿∴戯 亰H利��､��ｒ�鰯　　寄 

∴ �7倡Hｮﾒ�杯 ��8�#��丸底 冰篥b�□縁横ナデ・ミガキ　外面へラケズリ・へラナデ 悼u��良 填�)u糒I�ﾂ�Ⅲ区出土 内面へラナデ・放射状暗文 劍,�-X*)�Hｨﾉ�b�

i2 �7倡Hｮﾒ�士不 ��2���丸底 冰篥2�□緑横ナデ　外面へラケズi」・ミガキ　内面ミガキ 田��良 ����#r�9�ﾂ�,�-X*)�)�b�Ⅱ・Ⅲ区出土 

3 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�u篥��丸底 ���r緝�"�□緑横ナデ・ミガキ　外面へラケズi」・ヘラナデ �3��良 �"騏蝠(*B��Ⅱ区出土 
内面へラナデ・放射状暗文 劔k��Hｨﾉ�b�

4 �7倡Hｮﾒ�杯 糞�B�%ﾒ�丸底 天湯�□緑横ナデ　外面へラケズリ・ミガキ　内面へラナデ 的u��良 �"騏蝠(*B��k��Hｨﾉ�b�Ⅲ区出土 

与 �7倡Hｮﾒ�杯 糞�5ﾒ�丸底 澱�□線横ナデ・ミガキ　外面へラケズリ・ミガキ �3��やや良 �"騏蝠)u糒i�ﾂ�Ⅳ区出土 
内面へラナデ・放射状暗文 劔k��Hｨﾉ�b�

6 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�5ﾒ�丸底 ���Rﾃ��"�□緑石段・横ナデ　外面へラケズi」・ミガキ　内面黒色処理 �#R�良 冰蝠#r���)�b�Ⅳ区出土 

7 �7倡Hｮﾒ�小型璽 ��2ﾃB�与,4 ���ﾃ��□緑横ナデ　外面・底部へラケズi」　内面へラナデ 涛R�良 冰蝠(*B��k��Hｨﾉ�b�Ⅲ区出土 

8 �7倡Hｮﾒ�小型璽 ���纈�与,5 湯ﾃr�□緑横ナデ　外面・底部へラケズi」　内面へラナデ 土u��やや良 冰蝠#b��ﾂ��)�b�Ⅱ区出土 

9 �7倡Hｮﾒ�小型蛮 ��ｲ�4,9 澱縒�□緑欠損　外面へラケズリ・ナデ　内面へラナデ 涛��良 �*E�#R�"�Ⅲ区出土 
底部へラケズリ 劍､Hｨﾉ�b�

10 �7倡Hｮﾒ�露 糞�B�%ﾒ�ー ���x�"�□縁横ナデ　口辺一外面へラケズリ・ナデ・ミガキ ���傀自;yYB�良 途ﾉu蝠#B�"�Ⅳ区出土 
内面へラナデ 劍､Hｨﾉ�b�

11 冢ﾙ�i7舒ﾒ�二妻ご ��ｲ�4.9 ����(�"�頚部櫛描横線文・垂下文　外面赤色塗彩 鼎��良 ���#B��Ⅱ区出土 亜 劔内面へラナデ　底部へラケズリ 劔�Hｨﾉ�b�

12 �7倡Hｮﾒ�甑 �#b紕�6 �#2ﾃ2�□緑横ナデ　外面へラケズi」・ナデ　内面へラナデ・ミガキ 田��良 ����#r�2�Ⅱ区出土 
底部単孔 劍,�-X*(囮�)�b�

13 �7倡Hｮﾒ�窺 ��r�一 ���#�ﾃx�"�□縁横ナデ　外面へラケズリ・ナデ　内面へラナデ 塔��やや 不良 途ﾉu蝠#R���ﾂ�ｨﾈ､I�b�Ⅱ区P7出土 

14 �7倡Hｮﾒ�露 糞#r�%ﾒ�ー �����ﾃ��"�□線横ナデ　外面胴部へラケズリ・横ナデ・縦ミガキ ���|闔ｩ;yYB�良 途騏蝠#b��,�-X*)�)�b�Ⅲ・Ⅳ区出土 

1う �7倡Hｮﾒ�蓬 ��にu��ー ���bﾃH�"�□縁横ナデ　外面ナデ・-部剥離　内面へラナデ ���|闔ｩ;x�9YB�やや良 ����#r��,�-X*(囮�)�b�Ⅲ・Ⅳ区出土 

16 �7倡Hｮﾒ�高士不 ��づ��ー ���h�"�脚部欠損　林部休部内外両横ナデ・底部へラナデ 僭IYCs��良 �"絛�)u糒b�Ⅱ区出土 
内面みこみ部ナデ 劔k��Hｨﾉ�b�

17 �7倡Hｮﾒ�高‡不 ��ｲ�ー ���r繆�"�林部口緑横ナデ　ロ線内両横ナデ・ミガキ ��iW9YIFｩ]��良 �"ﾉu蝠#R��Ⅳ区出土 
外面ミガキ　内面ミガキ 劔k��Hｨﾉ�b�

18 �7倡Hｮﾒ�蓋 ��ｲ�ー ���B騏��"�つまみ貼付　外面一部剥離　内面ナデ �,(-ﾈ-ﾙYB��]9Fｩ]��良 填�#r��,�-X*)�)�b�工区出土 

19 �>ｩ[i7舒ﾒ�深鉢 ��ｲ�ー ���u粤h�"�口辺横沈線文　内外面ミガキ ���傚Fｩ]��良 途絛�(*B�2�,�-X*(ｨﾉ�b�Ⅳ区、Ⅱ区掘方 出土 

20 ��ｸﾆ(ｮﾒ�‡不 ��ｲ�丸底 ���Bﾉu��"�内外面ログロナデ　外面底部回転へラケズリ ���|闔ｩ.ｩYB�Fｩ]��良好 斐b���､I�b�Ⅲ区出土 

轡嘗 �8�����ｲ�鐙∴∴駆 倆ﾙ�x蕋�鰭鰯 俛泳曳ﾂ�麗蹟葱　持　　愚縞　　蚤　　　　　　　　　　　　　顕∴∴∴聾 

21 ��隶ﾒ�すり・敲石 ��b纈�与.3 釘ﾃ��う4878i請託i先端部・側面に敲痕側面す。・条痕あり 

H3号住居址遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　[ ]推定値・〈　〉残存値

H 4号住居址

遺構はⅤ-9-おグリッドに位置し、一部近年の撹乱に破壊されている。規模は南北6.8m、東西6.8

m、確認面から床面までの深さは最大0.3mを測る。平面形態は方形で、床面は全体的に硬質で、壁

際には幅10cm、深さ10cm内外の溝がカマド部を除き全周する。ピ、ソトは14個確認でき、 P lへ4が主

柱穴で、 P 7は位置的に貯蔵穴である可能性がある。床面中央付近にはカマドに使用されたと考えら

れる石材が散在していた。住居廃棄時にカマドを破壊したと思われる。カマドは北壁中央に構築され
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1暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

2　暗褐色土居(10YR3/4)叶ム・軽石・炭化物含む。

3　褐色土層(10YR4/4)叶ム主体。しまりなし。

4　褐灰色上層(7.5YR4/1)焼土粒・粘土・炭化物含む。

5　極暗赤褐色上層(2.5YR2/4)焼土多く、灰・粘土粒・炭化物含む。

6　黒褐色土層(10YR3/2)叶ム・軽石・砂含む。

7　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・砂・炭化物含む。

8　にふい黄褐色上層(10YR4/3)砂多く、叶ム・軽石含む。

9　黒褐色上層(10YR2/3)叶ム・砂・軽石含む。

10　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・砂・炭化物・軽石含む。

11赤褐色上層(2.5YR4/8)火床。 (焼土層)

12　極暗赤褐色土層(5YR2/4)叶ム・軽石・焼土含む。

13　暗褐色上層(10Y随/3)叶ム多く含む。硬質。 (床面)

14　暗褐色上層(10YR3/4)叶ム主体。しまりややあり。

15　黒褐色上層(10YR3/2)叶ム・軽石。

ており、粘土と石材を利用した両袖の一部と天井に架けられた天井石が部分的に残存していた。火床

には径32cm、厚さ5cmの焼土が堆積し、火床のやや北側に自然石を利用した支脚石が設置されていた。

掘方は住居址中央及びカマド前部、壁周辺部を高く残し、残りの部分をやや深く掘り下げた状態で、

やや締まりのある暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・高杯・鉢・琵・壷、滑石製臼玉、石製管玉、石製勾玉等の石製品、紡錘車、環状土

製品(紡錘車? )、敲石等が出土した。杯は丸底で口緑がやや内湾気味で半球状の形態、丸底で体部途

中に明瞭な積を伴い口緑がやや開く形態、丸底で口緑端部がやや外反する形態が存在する。高杯は林

部が体部途中に明瞭な積を持ち口縁がやや外反する。脚部は低く裾部が大きく開く。聾は小型饗と、

やや大型で胴丸が認められる。

本住居址の時期は土師器杯の形態が半球状及び、口緑端部がやや開く形態に加え、体部途中に明瞭

な積を有す杯が含まれ、高杯の杯部にも使用されていることから5世紀末から6世紀前葉、古墳時代

中期末から後期初頭としたい。

こ二二∴∴-

‾‾二一二

〃

∴∴-、- .、、

H 4号住居址遺物実測図( 1 )
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H 4号住居址遺物実測図(2)

護愚 ��H���円ﾒ�欝∴∴隊 鐙ﾏｸﾆ����藤饗撤 ��~ﾙ5��鏑∴薄暗怒∴擬 劔ﾙｹ9怨x�Y-Hｼ2�焼∴凝 凭Hﾋ�彊�>eR�騙∴∴聾 

1 �7倡Hｮﾒ�琳 ��2繧�丸底 冰篥2�内外面ミガキ 剴���良 途ﾉu蝠#r��,�-X*)�)�b�I区出土 

2 �7倡Hｮﾒ�土不 糞�2�%ﾒ�丸底 ���B緝�"�内外面ミガキ 剴3��良 �"騏蝠)u糒b�k��Hｨﾉ�b�Ⅳ区出土 

3 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�2ﾃEﾒ�丸底 冰篥��□緑横ナデ　内外面ミガキ　内面黒色処理 剴C��良 ����#r�2�,�-X*(囮�)�b�I区出土 

4 �7倡Hｮﾒ�杯 糞�B�%ﾒ�丸底 ���2ﾃ��"�内面へラナデ・ミガキ　外面底部一体部へラケズリ・ミ 剴#R�良 途絛�#r��Ⅱ区出土 
ガキ 劔�,�-X*)�)�b�

5 �7倡Hｮﾒ�杯 ��2ﾃr�丸底 釘ﾃ��□緑横ナデ　内面放射状晴文 剴���良 途ﾃU�#b��Ⅳ区出土 
外面底部一体部へラケズリ・ミガキ 劔呻)�b�

6 �7倡Hｮﾒ�」不 丙�Yu粤%ﾒ�丸底 釘ﾉu��□緑横ナデ　底部一体部へラケズリ・ミガキ 剴s��良 ����#R�2�I区出土 
内面黒色処理 劔�,�-X*(囮�)�b�

7 �7倡Hｮﾒ�鉢 糞�*BﾃEﾒ�ー ���な*H�"�□緑横ナデ　外面へラケズリ　内面ナデ 劍��|闔ｩ�ﾉYB�良 �*E�#R�2�,�-X*)�Hｨﾉ�b�Ⅱ区出土 

8 �7倡Hｮﾒ�高林 糞�"綟ﾒ�9.与 湯ﾉu��林部□緑横ナデ　外面へラケズリ　内面黒色処理 剴s��良 冰蝠)u糒2�I・Ⅱ区出土 
脚部外面ナデ・晴文風ミガキ　内面ナデ 劔�,�-X*)�Hｨﾉ�b�

9 �7倡Hｮﾒ�小型謹 ���ﾃr�与.8 唐���□緑横ナデ　外面へラケズリ　内面へラナデ 剴���良 途騏蝠#r��,�-X*)�)�b�I区カマド出土 

10 �7倡Hｮﾒ�不明 ��ｲ�ー ��ｲ�内外面へラ調整 劔Fｩ]��やや良 途ﾃU�#b��,綿�ﾈ*)�)�b�Ⅱ区出土 

11 冢ﾙ�i7舒ﾒ�小型壷 糞bﾃ%ﾒ�丸底 迭紕�外面へラケズリ　　内面へラナデ 剴#R�良 冰蝠#b���)�b�Ⅲ区"P7出土 

12 �7倡Hｮﾒ�蛮 ��ゅ��ー �����ﾃ��"�□縁横ナデ　外面へラケズリ　内面へラナデ 劍��偈����良 途ﾈ*E�#b��,�-X*)�)�b�工区出土 

13 �7倡Hｮﾒ�璽 ��ｲ�ー 湯ﾃ��□緑横ナデ　外面斜めへラケズリ　内面横ハケ目 劍��|颶ｩ]��良 填�)u糒2�,�-X*)�Hｨﾉ�b�Ⅱ区出土 

14 �7倡Hｮﾒ�璽 ��ｲ�7 ���R繆�"�外面・底部へラケズリ　内面へラナデ 劔.ｩYH-b�;x岔Kﾂ�やや良 冰蝠)u糒b�k��Hｨﾉ�b�カマド出土 

15 �7倡Hｮﾒ�二王= 亜 ��ｲ�丸底 ���ゅ(�"�外面へラケズリ後ミガキ　内面ナデ・ミガキ 剴#R�やや良 途騏蝠#B�)�ﾂ�､Hｨﾉ�b�I・Ⅱ区カマド 出土 

漆器 叨ｸ���鰻��繊i∴駆 俘ﾈﾘﾉ>R�蟻弼 冕y,ｨ��:車重g　∴ �n翌�鱒∴∴∴零 ∴露程0照 亰ｹ�I�2�轟畜減 

16 �7��ｹV��環状製品 �*Bﾃ��与.2 ��繧�46,6与 途ﾈ*E�#r��,�-X*)�)�b�孔径1,500　表面ナデ・ケズリ　Ⅱ区出土 

17 �7��ｹV��紡錘車 �ｩYC2�2�上部2 �"�24.17 斐"���ﾙY�b�孔径0,うら釧　Ⅱ区出土 

18 ����ｹV��臼玉 ��綯�0,65 ���2�0,21 ��)I)�b�孔径0,200　Ⅱ区出土 

19 ����ｹV��管玉 ��繧�0.9 �"ﾃ��3,9与 典s"���|鞁Y�b�孔径0,2与帥　Ⅱ区出土 

20 ����ｹV��勾玉 �"�1.2 ��絣�1,31 ���$sR����(､I�b�孔径0,300　Ⅱ区出土 

21 ����ｹV��石製模造品 �"ﾃ"�1,4 ��ﾃ9u��1.88 ���u唐���ﾂ�k驂隍I�b�孔径0.25釧　Ⅱ区出土 

22 ��隶ﾒ�すり　"敲石 湯�6.う �"騏��172,98 ����#r�2�,�-X*(囮�)�b�長軸片側先端部・側面に敲打痕　表面すり痕 

23 ��隶ﾒ�敲石 ��"ﾃB�8.3 迭繧�939,8与 ���冰糒��､I�b�長軸両端・側面に敲打痕　Ⅲ区出土 

24 俾��)���支脚石 ����11,5 唐ﾃ2�2170 冰蜩b���ﾂ�､I�b�自然石を魚加工で利用、被熱によって赤みを帯びている　カマド出土 

H4号住居址遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　[ ]推定値・〈　〉残存値

H 5号住居址

遺構はⅥ一5賀かゲ)ッドに位置し、南側半分は近年の撹乱に破壊されている。規模は東西4.2m、

南北は調査規模の最大で2.5m、確認面から床面までの深さは最大0.3mを測る。残存部分の床面は硬

質で壁際にカマド部を除き、幅15cm、深さ10cm内外の溝が巡る。ピットは4個の主柱穴が確認でき、

確認面での直径25-40cm、深さは40-60cmを測る。北東コーナーには径1.1m、深さ28。mの貯蔵穴が

掘り込まれている。カマドは北壁中央に構築され、粘土を積み上げた両袖が一部残存していた。先端
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1暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

2　にぷい黄褐色土居(10YR4/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

3　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・軽石・粘土含む。

2皿

4　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・軽石・粘土・焼土含む。

5　極暗褐色上層(7.5YR2/3)叶ム・軽石・粘土・焼土・炭化物含む。

6　にふい赤褐色土層(5YR5/3)粘土層。一部焼土化。

7　極暗赤褐色上層(5YR2/4)叶ム・軽石・焼土・炭化物・粘土含む。

8　黒色土層(7.5YR2/1)叶ム・軽石・焼土・灰含む。

9　暗褐色土層(]」OYR3/4)叶ム・軽石含む。

10　暗褐色土層(こ10YR3/3)叶ム・軽石含む。しまりなし。

11黒褐色土届く工OYR2/3)叶ム・軽石含む。

12　褐色土層(10YR4/6)叶ムブロック含む。

13　褐色土層(10YR4/4)叶ム多く、軽石含む。

14　暗褐色上層(10YR3/3)ローム・軽石・炭化物・焼土含む。

15　黒褐色土層(5YR2/1)灰・焼土・炭化物含む。

16　褐色土層(7.5YR4/4)叶ム・軽石やや多く含む。

17　暗褐色土層くく7.5YR3/4)叶ム・軽石・焼土含む。

18　黒褐色土届け5YR3/2)叶ム7ヾロック・炭化物含む。

19　褐色土層(7.5YR4/3)叶ムやや多く、焼土・炭化物含む。

20　灰赤色土層　葛(2.5YR4/2)粘土層。やや焼土化。

21暗赤褐色土層(2.5YR3/4)粘土層。焼土化。

22　褐灰色土層(5YR4/1)粘土層。

23　暗赤褐色土層(5YR3/2)叶ム・焼土・炭化物含む。

24　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・焼土・炭化物含む。

25　暗褐色土層(7.5YR3/4)叶ム・焼土・炭化物含む。

26　暗褐色上層(10YR3/3)叶ムやや多く含む。硬質。 (床)

27　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石含む。

H 5号住居址遺構実測図

部には石が埋め込まれ、前方に焚き口部天井石と思われる石が崩落し横たわっていた。火床と思われ

る周辺はやや赤みを帯びたまだらな極暗赤褐色土が堆積しており、中央付近に自然石を利用した支脚

石が設置されていた。掘方は上面に硬質な暗褐色土、直下に黒褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・高杯・鉢・琵・甑が出土した。杯は丸底で口縁端部が極僅かに反る形状である。高

杯は杯部の体部下部に明瞭な積を伴い口緑に向かって大きく開く形状である。饗は胴にふくらみを持

つ形状とやや長胴化し、胴下部が下ぶくれ気味の形状が存在する。甑は大きな底部単孔で丸みをもっ

て立ち上がり口綾部がやや外反する形状である。

時期は、丸底の口縁端部が僅かに反る土師器杯、高林の杯部の形状及び下ぶくれ気味の薄の存在か

ら5世紀後葉、古墳時代中期未頃としたい。
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H 5号住居址遣物実測図

困り

琵督 �7ｸ���右｢�怒∴∴彩 �?ｨﾆ�｢�嬢蟹轍 刋佩ｩgﾂ�麗∴壁彊疑∴懸 佗ｹ��棈�Xｾﾈ誡�鰯∴威 ��i+(��ﾗ宛ｲ��鱒∴∴撃 

1 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�5ﾒ�丸底 ���B�*H�"�□緑横ナデ　内外面ミガキ �)u��良 ����)u糒B�,�-X*(囗ｨﾉ�b�カマド出土 

2 �7倡Hｮﾒ�高士不 ��bﾃ2�ー ���r纔�"�ロ緑横ナデ 凩�YCs��良 冰蝠)u糒2�,�-X*(囗ｨﾉ�b�カマド出土 

3 �7倡Hｮﾒ�高‡不 糞�b綟ﾒ�ー ���b繹�"�□緑横ナデ　外面底部一体部へラケズリ"ハケ目 凩�YC#R�良 �"ﾈ*E�#B��カマド出土 
内面ミガキ 劍,�-X*(囗ｨﾉ�b�

4 �7倡Hｮﾒ�鉢 糞�bﾃ%ﾒ�ー ���づ(�"�□綾織ミガキ　外面へラケズリ　内面へラナデ ���|闔ｩ�ﾉYB�Fｩ]��良 冰蝠#r��ﾂ��)�b�カマド出土 

5 �7倡Hｮﾒ�小型染 ��"ﾈ*B�4,8 湯綯�□緑横ナデ・ミガキ　外面へラケズリ・ミガキ 涛��良 途騏蝠#2���Ⅱ区出土 
内面ナデ・ミガキ　底部へラケズリ 劍ﾙXｨﾉ�b�

6 �7倡Hｮﾒ�小型蓬 糞���%ﾒ�7.6 ��2綯�□縁横ナデ　底部・外面へラケズi」　内面へラナデ 塔��良 冰蝠#b��,曝-X*)�)�b�I区出土 

7 �7倡Hｮﾒ�謹 ��u��7.1 �#B纈�□縁外面横ナデ　ロ緑内面ハケ百・ミガキ 涛R�良 途騏蝠#b�2�Ⅱ区出土 
外面へラケズリ・ハケナデ・ミガキ　内面へラナデ・ミガキ 劍,�-X*(ｨﾉ�b�

8 �7倡Hｮﾒ�璽 ��B絣�7.1 �#��ロ縁横ナデ　外面へラケズi」・下半部へラケズi」・ミガキ 等u��良 途騏蝠#b��工区出土 
内面へラナデ 劍,�-X*)�)�b�

9 �7倡Hｮﾒ�甑 �#�纈�8 ��津��□線横ナデ　外面へラケズリ　内面へラナデ 等u��良 途ﾃU�#b��ﾂ����)�b�Ⅱ区出土 

10 �7倡Hｮﾒ�1不 ��"紕�丸底 釘ﾃ��□緑横ナデ　底部・外面へラケズリ　内面へラナデ 塔��良 途絛�#r��,�-X*)�)�b�カマド出土 

醤蛋 �)X���菓陋��撰∴∴形 俘ﾉj�ﾂ�燭蛾 佰ｨ+48ﾟｸ���霞遥芭葺　薗擬!　　　　　　　　　　　　　騙∴∴∴零 

11 俾��)���支脚石 ���ﾃR�8.3 唐�2�46,65i青灰褐色!下部・側面欠損　設割寺に加工か?下部被熱によりやや赤みを帯びる　カマド出土 

H 5号住居址遺物観察表
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H 6号住居址遺構実測図(2)

遺構はⅥ-7鵜かグリッドに位置し、近年の撹乱に一

部破壊されている。規模は東西8.4m、南北7.8m、確

認面から床面までの深さ最大0.4mを測る。平面形態

は方形である。床面は全体的に硬質で、北側寄りの床

1暗褐色土層(10YR3/4)叶ム・軽石・炭化物含む。

2　黒褐色土層(10YR2/2)叶ム・軽石・炭化物やや多く含む。

3　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・炭化物。

4　褐色土層(10YR4/4)叶ム・軽石やや多く含む。

5　褐色土層(10YR4/6)叶ム・軽石やや多く含む。

6　極暗赤褐色土層(5YR2/4)焼土・炭化物やや多く含む。

7　暗赤褐色土層(5YR3/4)焼土、炭化物やや多く含む。

8　赤褐色上層(2.5YR4/6)焼土・炭化物やや多く含む。

9　黒褐色土層(5YR2/2)焼土・灰・炭化物やや多く含む。

10　にふい赤褐色土層(2.5YR4/4)焼土主体。灰含む。

11黒褐色土層(7.5YR2/2)叶ム・軽石・炭化物含む。

12　暗褐色土層(7.5YR3/4)叶ム・軽石・炭化物含む。

13　暗褐色土層(7.5YR3/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

14　褐色上層(7.5YR4/4)叶ム・軽石・炭化物・砂含む。

15　黒褐色上層(10YR2/3)叶ム・軽石・炭化物・砂含む。

16　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

17　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・軽石含む。

18　暗褐色土層(7.5YR3/3)叶ム・軽石含む。

19　極暗褐色土層(7.5YR2/3)叶ム・軽石含む。

20　明赤褐色土層(2.5YR5/8)焼土層。

21褐色土層(7.5YR4/3)砂・叶ム・粘土含む。

22　極暗赤褐色土層(5YR2/4)粘土層。やや赤みを帯びる。

23　暗赤褐色土層(5YR3/3)粘土・炭化物・焼土含む。

24　褐色土層(7.5YR4/3)叶ム・砂・粘土含む。

鮪　暗赤褐色土層(2.5YR3/3)粘土層。やや赤みを帯びる。

26　黒褐色土層(5YR2/2)粘土層。

27　黒褐色土層(7.5YR3/2)粘土・灰・叶ム・軽石含む。

28　褐色土層(7.5YR4/4)ローム、軽石多く含む。

29　にぷい黄褐色上層(10YR4/3)叶ムやや多く含む。硬質。 (床)

30　暗褐色土層(10YR3/3)叶ムやや多く含む。硬質。 (床)

31褐色土層(10YR4/4)砂主体。

32　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム・砂多く含む。

直上には凹凸感のある石が散在していた。壁際に幅10

cm、深さ15cm内外の溝がカマド部分及び、北東コー

ナー、東・南壁の一部を除き存在する。ピットは掘方調査時を含め14個確認できた。主柱穴はP lへ

4と思われるが、本址は比較的大型の住居であることから、主柱穴間に補助的な柱穴PlO・11・12・13・

14が認められた。これらのピットから壁に向かって間仕切りと思われる溝も確認された。補助ピット

の存在は掘方調査時の発見であるが、ピットの性格上、床面から掘り込まれていたと考えられる。カ

マドは北壁の中央に構築され、粘土で積み上げられた両袖及びカマド内壁部に埋め込まれた石材、火

床が残存していた。火床には長径70cm、厚さ8cmの焼土が堆積し、火床の北端に自然石を利用し、部

分的に面取して形を整えたやや大型の支脚石が設置されていた。掘方は土間状に硬質となった床面の

みで、 2-8cm厚の硬質面直下は地山のローム土となる。

遺物は土師器の杯・高杯・饗・轟・甑・鉢、すり石・敲石、石錬、石製品、鉄製品が出土した。杯は丸底

半球状で口緑端部が僅かに外反する形状が主体をなす。馨は小型が多い。壷は丸底、口綾部はやや短

く直上する。高杯は、ほぼ平らな底部から開き気味に立ち上がり、脚部は矩く裾部は大きく開く。甑

は小型と、大型が存在し、底部は単孔式である。石製品は臼玉及び水滴形の形状で2孔を穿つ石製模

造品が出土した。また、無茎の石鍛が出土しているが、混入遺物と考えたい。

本住居地の時期は、口縁端部が僅かに外反する土師器杯が主体であり、カマドが存在することから

5世紀後葉、古墳時代中期末としたい。

‾- ∴、_:∵

H 6号住居址遺物実測図(1)
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藩馨 定顏���姶����議　瀬! 鐙ﾏｸﾆ�4討�∴産経同: ��8ﾘ(����顕 剩ﾚ二女∴蜜 鐙�9�ij����YUH犬�蟻∴駿 侏靼y+(��愛�ﾂ��騒　薄 

1 �7倡Hｮﾒ�杯 ���繧�丸底 冰篥��□縁横ナデ　外面へラケズリ・ミガキ　内面へラナデ 剴cR�やや 途絛�#b��I・Ⅳ区出土 
表面やや摩耗 劔不良 �,�-X*)�)�b�

2 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�Uﾒ�丸底 澱絣�□緑横ナデ　外面へラケズリ・ミガキ 劔u���良 �"�*E�#B��カマド出土 
内面へラナデ・ミガキ・黒色処理 劔��Hｨﾉ�b�

3 �7倡Hｮﾒ�士不 糞�5ﾒ�丸底 ���b���"�口縁横ナデ・ミガキ　外面へラケズリ・ミガキ 劍��|闔ｩ�ﾉYB�良 途騏蝠#b��Ⅱ・Ⅲ区出土 
内面ミガキ ����9YB�呻)�b�

4 �7倡Hｮﾒ�‡不 糞�Bﾃ%ﾒ�丸底 澱紕�口縁横ナデ・ミガキ　外面へラケズリ・ミガキ 剴コ�良 途ﾃU�#R��ﾂ�工・Ⅲ区出土 
内面　黒色処理 劔�,�-X*(ｨﾉ�b�

与 �7倡Hｮﾒ�鉢 糞�2綟ﾒ�丸底 湯�□縁横ナデ　外面へラケズリ　内面へラナデ 剴c��良 途騏蝠#B�"�､Hｨﾉ�b�カマド出土 

6 �7倡Hｮﾒ�小型染 糞�Uﾒ�6.7 唐ﾃ��ロ縁横ナデ　底部・休部外面へラケズリ　内面へラナデ 剴疫��やや良 冰蝠#b��ﾂ�k��Hｨﾉ�b�D2出土 

7 �7倡Hｮﾒ�鉢 糞�2ﾃEﾒ�5,1 湯ﾃR�口緑横ナデ　底部・休部外面へラケズリ　内面へラナデ 剴)u��やや良 �"絛�)u糒b�カマド出土 
表面やや摩耗 劔冖��Hｨﾉ�b�

8 �7倡Hｮﾒ�小型璽 糞�bﾃ��6,2 ���縒�□緑横ナデ　底部・休部外面へラケズリ　内面へラナデ 剴C��やや良 途ﾉu蝠#r��ﾂ�,�-X*)�)�b�Ⅲ・Ⅳ区出土 

9 �7倡Hｮﾒ�小型璽 糞�5ﾒ�ー �����"�□綜横ナデ　外面へラケズリ・ミガキ　内面へラナデ 劍��傀自;r�やや良 途絛�(*B�2�Ⅲ・Ⅳ区出土 
やや表面摩耗 劍�9YB��,�-X*(ｨﾉ�b�

10 �7倡Hｮﾒ�小型謹 糞�2ﾃ��ー �����ﾃh�"�□緑横ナデ　外面へラケズリ・ハケ目　内面黒色処理 劍ﾏｸ傀自;r��9YB�良 途ﾃU�#b�2�,�-X*(ｨﾉ�b�I区P「出土 

11 �7倡Hｮﾒ�小型璽 ��"紕�ー ���ゅ��"�□緑横ナデ　外面へラケズリ　内面へラナデ 劍��傀自;r��9YB�良 冰蝠#b���)�b�カマド出土 

12 �7倡Hｮﾒ�璽 ��ｲ�6.4 ����2���"�外面底部・休部へラケズi」　内面へラナデ 剴9u��良 冰蝠#R��k��Hｨﾉ�b�カマド・I区出土 

13 �7倡Hｮﾒ�小型 糞r縉ﾒ�丸底 湯繧�外面へラケズリ・ミガキ　ロ緑横ナデ・ミガキ 剴s��良 冰蝠)u糒��I・Ⅳ区出土 
丸底壷 劔内面へラナデ 劔冖��Hｨﾉ�b�

14 �7倡Hｮﾒ�高‡不 ��bﾃr�- ���bﾃx�"�杯部□線横ナデ　底部へラケズリ　全体ミガキ 劔GIYC����良 填�#B�9�ﾂ�Ⅳ区出土 
内面ミガキ 劔�,�-X*)�Hｨﾉ�b�

1与 �7倡Hｮﾒ�高林 ��ゅb�1与.1 ��"纈�林部外面休部横ナデ　底部外面へラケズリ　全体ミガキ 剴���良 �"絛�#B��カマド・Ⅱ区出土 
内面ミガキ　脚部外面縦ミガキ　内面へラナデ・横ナデ 劔��Hｨﾉ�b�

16 �7倡Hｮﾒ�小型甑 ��2縒�[3.8] 湯�□緑横ナデ　外面へラケズリ・ヘラナデ　内面ハケ目 劔u���良 �"絛�#R��k��Hｨﾉ�b�I・Ⅱ区出土 

17 �7倡Hｮﾒ�甑? �#r�- ���#bﾉu��"�□緑横ナデ　外面へラケズリ・ナデ　内面へラナデ 剴���良 ����#r��ﾂ�カマド・I"Ⅱ 
底部欠損　甑として使用か? 劔�,�-X*(囮�)�b�・Ⅲ区出土 

讃竃 舒x�����B�怒音∴形 �+x+2姶8���∴燭繊 傀h�i｢�∴重義∴卓∴ 冓�ｵｲ�鵜∴∴∴馨 ∴長径調子 ����:古さ寸言 

18 ����ｹV��臼玉 ��ﾃR�0,与 ��ﾃ"�0,12 ���u澱���|隍I�b�孔径0.2創I区出土 

19 ����ｹV��石製模造品 冰��2.4 ���9u��7.28 斐R���､I�b�2孔あり　孔径0.1与cmI区床面出土 

20 ��隶ﾒ�石鑑 �2�2�2.2 ��騏��2.66 �"騏舫澱���4�8ｨ�ｸ7X.(､I�b�魚茎銀　皿区出土 

21 �59�ｹV��鉄鍛? �����紿�"�〈0.9〉 ����綛�"�11.82 填�#B���Hｨﾉ�b�基部木質付着　Ⅲ区出土 

22 ��隶ﾒ�すり石 釘���3.5 �2紕�与9.9与 �-ﾈ+�.r��(､II)�b�球状　Ⅳ区出土 

23 ��隶ﾒ�すり石 湯ﾃb�7,4 �2�295.96 �-ﾈ+�.r�､II(ｨﾉ�b�表・裏にすり面　工区出土 

24 ��隶ﾒ�すり・敲石 ��RﾃR�5.2 冰篥R�698,26 途絛�#R�2�,曝�h*(ｨﾉ�b�長軸両端・側面角に敲打痕I区出土 

25 ����ｹV��支脚 �#R�2�13.7 ��2絣�4420 俛Xｨﾉ�b�面取り後すり加工　一部自然面　全体に赤みを帯びる 

H 7号住居址遺構実測図
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遺構はⅣ一3-くグリッドに位置し、遺構の上部は近年の撹乱に大きく破壊されていた。確認できた

のは方形の溝状に掘り込まれた掘方と主柱穴4個、北東コーナーの貯蔵穴と思われる土抗である。規

模は東西6.9m、南北6.Omを測る。以前に発掘調査が実施された住居址と思われる。

第2節　竪穴状遺構(Ta)

T a l号竪穴状遺構

遺構はⅣ-1-こグリッドに位置し、西側壁の立ち上がりは消滅していた。規模は東西2.6m、南北2.

6m、確認面から底面までの深さは最大で25cmを測る。平面形態は調査状況からやや隅丸の方形と思

われる。底面からピット等は確認できなかった。性格は不明である。

遺物は弥生土器・すり鉢・砥石・鉄製品が出土した。弥生土器は混入品である。

時期は、すり鉢の出土から中近世としたい。

坐　　2　　　1　　2　A’

O皿
696.350m

(1:80)

1黒褐色土層(10YR2/2)叶ム粒・叶げロック・軽石・炭化物含む。

2　にふい黄褐色土層(10YR4/3)叶ム多量、軽石含む。

T a l号竪穴状遺構実測図

2m

2m

1黒褐色土層(10YR2/3)叶ム粒・軽石・炭化物含む。

T a 2号竪穴状遺構実測図

繊∴∴∴藷

T a l号竪穴状遺構遺物観察表

T a 2号竪穴状遺構

遺構はⅣ-1-けグリッドに位置し、北東コーナー付近は一部

壁の立ち上がりが消滅していた。規模は東西2.4m、南北2.3m、

確認面から底面までの深さは最大25cmを測る。平面形態は不整

方形である。底面には南側を中心に3-10cmの礫が散在してい

た。性格は不明である。

遺物は土師器・須恵器片が出土した。いずれも小破片である。

覆土中からの出土で、付近に古墳時代の住居址が存在するため

本址に伴う遺物とは断定できない。時期は断定できなかった。

T a 3号竪穴状遺構

Ⅴ-10-あグリッドに位置し、 Ml・D36・D37に切られる。調

査規模は東西2.4m、南北1.8m、確認面から底面までの深さは

最大20c皿を測る。底面からピット2個が確認できた。性格は不

明である。

[  ]推定値・〈　　〉残存値

1黒褐色土層(10YR2/3)

ローム粒・叶ム7巾ック・炭化物含む。

T a 3号竪穴状遺構実測図

遺物は弥生土器・土師器片が出土した。いずれも小破片である。覆土中の出土で付近に古墳時代の

住居址が存在することから、本住居址に伴う遺物とは断定できない。時期は断定できなかった。
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第3節　井戸跡

l号井戸跡

1号井戸跡遺構・遺物実測図
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遺構はⅣ一1-きグリッドに位置する。確認面では径3.9mを測る円形の土坑状を示し、すり鉢状に0.

8m掘り下げた位置で積み上げられた川原石の最上段部が確認できた。湧水は確認面から0.6mと浅い

位置で認められた。調査は安全性も考慮し、確認面から2 mの地点までとした。石積み内部の覆土は

暗褐色土で、土師器片・五輪塔・すり鉢片・土鍋・青磁片が出土した。土師器は混入遺物と考えられ、他

の遺物から近世としたい。

馨薄音 儉ｸ�����ｲ�態∴∴騒 俘ﾉ|案B�耀翻 ��ｹ��ｦB�襲酷欝 �;Y>R�擬音∴∴聾 
裏庭翻∴ 舒ﾉ:�-I5��音　軽輩轍 

1 ����ｹV��不明 �����ﾃX�"�〈11.3〉 ���るu��"�〈28与,4与〉 丶II)�b�すり加工あり 

2 ����ｹV��五輪塔 �#"�16 ��Bﾃ��33与0 丶I�b�空風輪　方形に近い形状 

3 ����ｹV��五輪塔 �#2ﾃr�15.5 ��B繧�1980 丶I�b�空風輪　風輪郭側面に「丁」字状刻みあリ 

1号井戸跡遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　[ ]推定値・〈　〉残存値

2号井戸跡

遺構はⅣ-1書かグリッドに位置する。確認面上では径3.5mを測る不整の円形で、すり鉢状の緩や

かな傾斜で2.8m掘り込まれており、底部中央には方形に組まれた木枠が残存していた。湧水は確認

面から0.6mと比較的浅い位置で認められた。遺物は土師器片が出土したが混入遺物と考えられる。

第4節　掘立柱建物址(F)

F l号掘立柱建物址

2号井戸跡遺構実測図

二一・〇:‾〇二

旦㊥6 @7 P8庭)p蕪
Om

696. 600m

(1:80)
2血

1黒褐色土層(1(〕YR2/3)叶ム・軽石・炭化物含む。しまりややあり。

F l号掘立柱建物址遺構実測図
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遺構はⅥ臆3鵜おグリッド、 Hlの南1.5mに位置し、方向軸をほぼ同じとする。一部近年の撹乱に

破壊される。ピットは10個確認でき、規模はピット中央からの計測で東西4.8-5.Om、南北4.5-4.6

mを測る。南北2間×東西3間の側柱で、平面形態は東西に長い長方形である。ピットの規模は確認

面上での径55-70cm、深さは32-55cmを測る。時期は、今回実施した調査地域からは古墳時代である

5世紀後半から6世紀前葉及び中世の遺構が確認されているが、本遺構の位置及び住居址との方向軸

が同一であることから古墳時代と考えられ、住居址と同一時期に存在していた可能性も窺われる。

F 2号掘立柱建物址

遺構はⅥ-6-えグリッドに位置

し、周辺地域は近年の構築物によっ

て大きく破壊されている。確認でき

たピットは5個である。規模は残存

ピットからの推定で東西3.9-4.1m、

南北3.5mを測る。平面形態は残存

状況から方形と思われる。ピットの

規模は確認面上での径50へ56cm、深

さは28-40cmを測る。時期は、遺物

の出土が認められないことから確実

な時期は断定できないが、調査区周

辺の状況から古墳時代の可能性が考

えられる。

F 3号掘立柱建物址

遺構はⅥ-8-くグリッド、 H6の

南1.1mに位置し、方向軸をほぼ同

696.500m

(l:80) 2m

副　　　　　　団

1暗褐色土層(10YR3/3)叶ム・軽石・炭化物含む。

2　黒褐色土層(10YR2/2)叶ム・軽石・炭化物含む。

3　にふい黄褐色土層(10YR4/3)叶ム多く、軽石・炭化物含む。

F 2号掘立柱建物址遺構実測図

じとする。ピットは12個確認でき、規模はピット中央からの計測で東西5.4-5.5m、南北3.7-3.9m

を測る東西3間、南北2間の総柱で、平面形態は東西に長い長方形である。ピットの規模は確認面上

での径45-70cm、深さは28-45cmを測る。時期は、今回実施した調査地域からは古墳時代である5世

紀後半から6世紀前葉及び中世の遺構が確認されているが、本遺構の位置及び住居址との方向軸が同
一であることから古墳時代と考えられ、住居址と同一時期に存在していた可能性も窺われる。

篭p4食3壷2壷
しi　　　　古∴∴∴∴ <I

⑨p。 ◎p7　◎p8　㊥。
田　　　　　　圃

1黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)叶ム・軽石やや多く含む。

刊∴∴∴∴剥

3　黒褐色土層(10YR2/3)叶ムブロック・軽石・叶ム粒含む。

F 3号掘立柱建物祉遺構実測図
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第5節　溝状遺構(M)

該’
A

M l号溝状遺構

遺構はⅢ-7-こへⅥ-5-いグリッドにかけて

存在し、東は調査区域外に延び、西側はM2と

T字状に合流する。古墳時代のH3を切り、 D

l ・24・26に切られ、一部近年の撹乱に破壊され

ている。調査規模は長さ30m、確認面での幅0.

85-1.2m、底幅0.42へ0.7m、確認面からの深

さ0.3-0.5mを測る。覆土はローム・軽石を含

む黒褐色土の単層である。

遺物は弥生・古墳時代の土器、中世以降の陶

器片が出土した。時期は、 5世紀後半と考えら

れる古墳時代の住居址を切り、中近世と思われ

る土垢に切られることから、時代幅は広くなる

が、古墳時代5世紀後半以降一中近世の幅に納

めたい。

1黒褐色土層(10YR2/3)軽石・叶ム粒含む。

2　黒褐色土層(10YR2/3)叶ム・軽石含む。

M l号溝状遺構実測図
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M 2号溝状遺構

H22・23年度調査における遺構

はⅣ-6-か-Ⅵ-4-けグリッドに

かけて存在し、 Ⅵ-5-いグリッド

にてMlと合流する。 D50・55・66

に切られ、一部近年の撹乱に破壊

されている。 H22・23年調査範囲

における規模は長さ54m、確認面

での幅0.35-0.9m、底幅0.2-

0.5cm、深さは0.15へ0.3mを測る。

覆土はローム・軽石を含む黒褐色

土の単層である。

時期は、 Mlと合流することか

ら同時期としたい。

1黒褐色土層(10YR2/3)叶ム粒・叶ムブロック・軽石含む。

Om

696. 500m

(1:120)

M 2号溝状遺構実測図
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第6節　土坑(D)

竪穴状遺構と区別するため、直径及び一辺2 m以内の掘り込みを土坑として取り扱った。

㌍仝窪2<-
圏醒困

Om
696.550m

(1:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/3)砂・軽石・炭化物含む。

2　暗褐色上層(10YR3/3)黒色土と叶ムの混合土。

3　にふい黄褐色土層(10YR4/3)砂主体。

湯’
696.550m

Om
(1:80)
2m Om

(1:80)

園　　　　　　田

Om

696. 450m

(1:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・軽石・炭化物少量含む。

O皿

2m

1黒褐色土層(10YR2/3)　　1黒褐色土層(1OYR2/2)

叶ム粒・軽石含む。　　　　　　叶ム粒・軽石含む。

Om

696. 150m

(1:80) 2m Om

ゝ∴∴∴ !　　　　A’

誇こ÷テンノンノシラノ・ン彩
′ ,′’/’′　　　　,/,/×彩

696.150m

(1:80) 2m

1黒褐色土層(10YR2/2)　　1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム粒・炭化物含む。　　　　　　叶ム粒・炭化物含む。

1黒褐色土層(1音OYR2/3)

叶ム7巾ック・炭化物含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム主体。暗褐色土含む。

ノ÷

ニー一一二一一ノ・‾

696.250m
Om

D l -11号土坑実測図
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(l:80)　__○○

揚星団
Om
696.450m

(1:80)

(1:80)

2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・軽石含む。

2　にふい黄褐色土層(10YR4/3)

叶ム主体。暗褐色土含む。

3　暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム主体。暗褐色土含む。

/二二一

A　　　　　　仝’‾ニ　ー　一一二

696. 450m
Om　　　　　′..〔(、　　　　2m

1暗褐色土層(10YR3/3)

叶ム粒"軽石・炭化物含む。

Dll

四
国

へ
V

V
6
9
6
.
1
5
0
皿

営
団田
圃
圃

⑥

圏

二
。
…
二

回
園
田

⑯
ー
…
。
…
。
ニ
ー
.
-
、
-
。
:
÷
-

農

園

　

　

　

　

　

　

　

　

　

副



Om

696. 550m

(1:80)

1暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム・軽石含む。

2　暗褐色土層(10YR3/3)

叶ム粒・軽石・叶ムブロック含む。

1暗褐色土層(10YR3/3)

ローム7巾ヅク・叶ム粒

やや多く含む。

④寺iD20寺,N

D13

園田
-‾・二.ニー∴

Om
696. 450m

(1豆0) 2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・軽石・炭化物含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム粒多く含む。

④D17　④、」iD18

溜
Om

団

696.450m

(千80)
2m

1暗褐色土層(10YR3/3)

叶ムブロック・叶ム粒多く含む。

圏圏回国
Om

696.550m

(l:80)
2m

1黒褐色土層(10YR3/2)

叶ム粒・叶ムブロックやや多く含む。

2　暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム主体。暗褐色土含む。

Om

696.650m

(1:80)
2皿

Om

696.450m

(1:80)

Om

④

2m

D15

696.450m

(1‥80)
2m

1黒褐色土層(10YR3/2)

叶ム粒・叶ム7ヾロック

やや多く含む。

D19

三
Om

696.550m

(1:80)
2血

1暗褐色土層(10YR3/4)　　　　　1黒褐色土層(10YR3/2)

叶ムブロック・叶ム粒多く含む。　　　　　　叶ム粒・叶げロック

やや多く含む。

④　D22

Om

696.650m

(1:80)
2m O皿

696.550m

(1:80) 2m

1黒褐色土層(10YR3/2)

ローム粒・叶ムブロックやや多く含む。

2　褐色土層(10YR4/4)

叶ム主体。

3　黒褐色土層(10YR3/2)

叶ム粒・叶ムブロックやや多く、

黒褐色土7判ック含む。

1黒褐色土層(10YR3/2)

叶ム粒・叶ムブロックやや多く含む。

D 12へ23号土坑実測図

1黒褐色土層(10YR3/2)

叶ム粒・叶ム7ヾロック

やや多く含む。

顕　　軽費讃　　撥 蔑韻纏礪覿

外面ナデ　隆帯区画内に縄目　内面ナデ
1 0YR5/4

にぷい黄褐色

中期後半　加営利
E30「E4

[  ]推定値・〈　　〉残存値

D 14号土坑出土遺物観察表
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メ　∴)2ま

Om

696.650m

(1:80) 2m

D25

函悶
Om
696.650m

(1:80) 2m

D26

国昭
Ml

---」　　一一一一

団

Om

696. 650m

(1:80) 2m

1黒褐色上層(10YR3/2)　　　1黒褐色土層(1OYR3/2)叶ム粒・叶h7‘ロックやや多く含む。

炭化物、叶げロック少量含む。　2　暗褐色土層(10YR3/3)叶ム粒・叶げロック多く含む。

3　褐色土層(10YR4/4)叶ム主体。軽石・暗褐色土を含む。

D27

④)
仝◎仝’

0町

竺易仝’

696.550m

(l:80)
2m Om

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・炭化物含む。

⑱D30　④

Om

1黒褐色上層(10YR2/2)

叶ム粒・軽石含む。

螺4二:
Om

696.550m

(l:80) 2血

Om

刊∴∴∴∴ <I

696.550m

亘:80)

D31

2m

1暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム粒多く含む。

園田
Om 2m

D28

1黒褐色土居(10YR2/3)

叶ム粒・叶ムブロック・炭化物・

軽石含む。

2　黒褐色土層(10YR2/3)

黒褐色土と叶ムの混合土。

軽石含む。

3　暗褐色土層(10YR3/4)

叶ム多く、炭化物・軽石含む。

O皿 2m

1黒褐色土層(10YR二乙/3)

叶ム粒・軽石・炭化物含む。

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・旺デ恥ク・炭化物含む。 1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・叶ムブロック・炭化物含む。

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・軽石・炭化物含む。

l　　　　　二±

‾‾　?‾-臆　喜一　.′‾

Om

1暗褐色土層(10YR3/3)

叶ム・軽石・炭化物含む。

O皿
696.350m

(l:如) 2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・軽石・炭化物含む。

④D36　④寺iD37

696.550m
Om
(1:80)　　2m
二言星○○

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒・叶ムブロックやや多く、

炭化物・焼土含む。

D 24へ37号土坑実測図
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国囲
Om

696. 550m

(1:め) 2m

1黒褐色土居(10YR2/3)叶ム粒・

叶ム7巾ック・軽石・炭化物含む。

図
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D38

④寺i　竜一

園田
Om

696.550m

(l:80)
2皿

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム粒やや多く、炭化物・

軽石含む。

④
四

壁星

Om

1黒褐色上層(10YR2/2)

叶ム粒・砂少量含む。

捧8三
ニー一一一一　一二

696.300m

(1:豆O) 2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石含む。

O膜
696.100m

(l:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム・軽石含む。

図四
A　　　　　仝’--二二三

O血
696.050m

(1:80)
2m om

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム粒・砂少量含む。

⑦D47
仝⑥仝’

Om

-二二二二

696.050m

(丁†8 0 )
2m

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム粒・砂少量含む。

雪案　　　　　団

Om
696.200m

(1:80) 2皿

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム・軽石少量含む。

結仝

堅固
696.050m

(l:80)
2皿

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム粒・砂少量含む。

696.300m

(l :80)

O皿

696.050m

(1:80)
2皿

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム粒・砂少量含む。

2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石含む。

D53

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石含む。

1暗褐色土層(10YR3/3)　　　　　　1暗褐色土層(10YR3/3)

叶ムと暗褐色土の混合土。　　　　　　　叶ムと暗褐色土の混合土。

D 38・40へ43・47・50-58号土坑実測図
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1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム・軽石含む。

O血
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(l:80) 2粗

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・叶ムブロック・軽石含む。
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④ D59

Om
696.300m

(1:80)
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1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・叶ムブロック・軽石含む。

園田
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、-二二二

Om

696.200m

(1:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石含む。
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固
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695.900m

(1:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石含む。

O肌

D60　　　　　　　　　D61

695.900m

(1:80)
2m

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・軽石・叶ムブロック含む。

A

園国　璽

1黒褐色土層(10YR2/2)

叶ム・軽石含む(,
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⊂⊃

1暗褐色土層(10YR3/3)

閣し
二、〇三三二
695.800m

O皿 (l:80)
2m

1黒褐色上層(10YR2/2)

叶ム・軽石少量含む。

やや粘性あり。

A A’

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ムやや多く、軽石含む。　　　叶ム・軽石・砂含む。

D70

(⊂〉 「十

全　1　A’8)

園　匡
⊂⊃.

1黒褐色土層(10YR2/3)　　1暗褐色土層(10YR3/3音)

叶ム・叶ムブロック・軽石含む。　　　ロームやや多く、軽石含む。

D 59へ70号土坑実測図

1黒褐色土層(10YR2/3)

叶ム・叶ム7巾ック・軽石・炭化物。

摩耗はげしい

D 50号土坑古銭観察表 [  ]推定値・〈　　〉残存値

遭撰轟 兌ﾘ圷ﾆ��B�韻艶 俘ﾈｭb�類遼 凩液引����出土遣物 杆��������椅ﾂ�

Dl �霹��154 ��唐�60 �蔦Bﾘ*�� ��

D2 �霹��172 �##��68 �蔦Bﾘ*��土鍋片、須恵器片、土師器片、弥生土器片 ��

D3 �霹��162 ��C��60 �蔦Bﾘ*�� ��

土坑観察表( 1 )

一85-

調
査
区
域
外

重
菌

畷
腿
畷
畷
畷
憎く.

調
査
区
域
外

(
e
∞
‥
一
)

重
○
○
∞
.
調
の
①



、漣鱒嶺 亰�ﾋ��Hｻ��顧艶 僖i}R�宅薗 亰ｸ���ｽ��塑連顕鞠 ��8�����杏��

D4 �霹��118 ���b�34 �蔦2ﾘ*��土師器片 ��

D与 兩ｸﾆ��88 涛B�19 �rﾓBﾘ+�� ��

D6 ���霹��200 ���"�38 �rﾓ2ﾘ+�� ��

D7 �霹��113 ���B�26 ��｣2ﾘ*�� ��

D8 �霹��87 涛r�15 �rﾓBﾘ*�� ��

D9 �霹��84 ���b�16 �rﾓ(耳*�� ��

D「O �霹��140 �����29 �rﾓ"ﾘ+�� ��

D「「 �+y_ｸﾆ��<176> ��#2�21 �rﾓ"ﾘ+�� ��

D12 ���霹��23う ��)u��44 �rﾓ�ﾘ+�� ��

D13 兩ｸﾆ��98 禿田��32 �rﾓ�ﾘ+��弥生土器片 ��

D14 �+y_ｸﾆ��189 ���2�28 �bﾓ��ﾘ+��陶器片、土師器片、弥生土器片 ��

D1与 冢(ｭｹ_ｸﾆ��108 禿��c��9 �bﾓ��ﾘ*�� ��

D16 �霹��88 涛"�19 �bﾓ��ﾘ+�� ��

D17 �霹��84 都��14 �bﾓ��ﾘ+�� ��

D18 仭xｭｹ_ｸﾆ��87 �����32 �bﾓ��ﾘ+��土師器片 ��

D19 仭xｭｹ_ｸﾆ���99 �*ﾘ.s#��22 �bﾓ坪*��青磁片、土師器片、弥生土器片 ��

D20 兩ｸﾆ��140 涛��53 �bﾓ坪+��土師器片 ��

D21 兩ｸﾆ��95 ��#��36 �bﾓぺ*�� ��

D22 仭xｭｹ_ｸﾆ��<80> 禿����29 �bﾓぺ*�� ��

D23 冢(ｭｹ_ｸﾆ��76 都"�19 �bﾓ坪+�� ��

D24 兩ｸﾆ��<104> 塔��36 �ふ坪*�� ��

D2与 仭xｭｹ_ｸﾆ��127 涛B�40 �ふ��ﾘ*"� ��

D26 尼�<43> 禿ツ��<24> �ふぺ*�� ��

D27 �霹��66 都��16 �bﾓ坪*�� ��

D28 ���霹��172 ���u��38 �bﾓ坪*��土師器片 ��

D29 �霹��<80> 等u��16 �bﾓ坪*ﾒ� ��

D30 �霹��84 涛B�16 �bﾓ��ﾘ*ﾒ� ��

D31 �+y_ｸﾆ���<90> 涛��23 �ふ��ﾘ*"� ��

D32 �霹��96 涛b�19 �bﾓ��ｸ�ｸ*ﾒ� ��

D33 �霹��96 ���"�8 �rﾓ�ﾘ*ﾒ� ��

D34 仭xｭｹ_ｸﾆ��133 涛"�34 �bﾓ坪+��土師器片 ��

D3う �霹��86 涛B�20 �bﾓ坪+�� ��

D36 �霹��64 涛B�10 �bﾓ��ﾘ+�� ��

D37 �+y_ｸﾆ��102 ��S"�34 �bﾓ坪+��土師器片 ��

D38 兩ｸﾆ��112 涛b�22 �bﾓ坪+��土師器片 ��

D39 佇yMB� �� �� ��

D40 �霹��111 塔b�28 �rﾓ"ﾘ*�� ��

D41 �霹��88 塔B�26 �rﾓ"ﾘ*�� ��

D42 �霹��76 塔R�13 �rﾓ2ﾘ*�� ��

D43 兩ｸﾆ���<166> 禿#3#��16 �rﾓ2ﾘ*��土師器片、弥生土器片 ��

D44 佇yMB� �� �� ��

D45 佇yMB� �� �� ��

D46 佇yMB� �� �� ��

D47 �霹��66 都b�20 �rﾓHｨｸ*ｲ� ��

D48 佇yMB� �� �� ��ﾘh皐ﾌｸ,兔���

D49 佇yMB� �� �� �(ﾘh皐ﾌｸ,兔���

D50 仭xｭｹ_ｸﾆ���102 禿sC��13 �rﾓbﾘ*��古銭 ��

D51 �霹��112 ��CB�36 �rﾙu籀*�� ��

D与2 �霹���<60> 塔b�<12> �rﾙu籀*��土鍋片、須恵器片、土師器片2点 ��

D53 �霹��92 塔��16 �rﾙu闔ｨ*�� ��

D与4 兩ｸﾆ��109 塔B�33 �rﾓbﾘ*ｲ�弥生土器片 ��

Dうう �霹��98 禿�#c��10 �rﾓRﾘ*ｲ� ��

D与6 兩ｸﾆ��136 ��#B�15 �rﾓ坪*��土鍋片 ��

D与7 �霹��139 禿�u緜��12 �rﾓ坪*��弥生土器片 ��

D58 ���霹���81 禿�����12 �rﾓ坪*��弥生土器片 ��

D与9 �霹���106 禿s#��27 �rﾓ坪*ｲ� ��

D60 �霹��83 禿c#��36 �rﾓ坪*�� ��

D61 仭xｭｹ_ｸﾆ��104 ���b�24 �rﾓ坪*�� ��

D62 �霹��144 �����38 �x璽坪+�� ���

D63 ���霹��103 禿�u緜��40 �蔦rﾘ*��弥生土器片 ��

D64 儻9�霹��<136> �#���17 �蔦rﾘ*"�土師器片、弥生土器片 ��

D65 ���霹��184 �����38 �蔦rﾘ*"� ��

D66 ���霹��58 �����36 �蔦X耳*��須恵器片、弥生土器片 ��

D67 �霹��112 ���b�2与 �蔦ぺ*��土師器片 ��

D68 兩ｸﾆ��84 都��19 �rﾓbﾘ*�� ��

D69 �霹��96 嶋*B�18 �rﾘ*Bﾘ*�� ��

D70 �+y_ｸﾆ���<60> 禿CC��<88> �rﾓ坪*�� ��

土坑観察表(2)
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第7節　ピット(P)

土坑と区別するため直径80cm以内で、規則的な配列を伴わない掘り込みを単独ピットとして取り

扱った。
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叶ム粒・軽石・炭化物含む。
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1 �霹��与3 ��u��V-9-あ ��

2 �霹��28 ��b�V-9-い ��

3 �霹��30 唐�V-10-い ��

4 �霹��38 �#R�Ⅴ-10-い ��

5 �霹��<20> 唐�V-10-い ��

6 �霹��28 ��b�V-10-い ��

7 �霹��26 ����Ⅵ-1-い ��

8 兩ｸﾆ��34 ��"�Ⅵ-1-い ��

9 兩ｸﾆ��22 ��b�Ⅵ-1-い ��

10 �霹��24 ��b�V-10-い ��

11 �霹��24 �#B�Ⅴ-10-い ��

12 �霹��<16> 僞d��Ⅵ-1-い ��

13 �霹��<13> �#��Ⅵ-1-い ��
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14 兩ｸﾆ���<20> ��u��Ⅵ-1-い ��

15 �霹��26 ��b�Ⅵ-1-い ��

16 兩ｸﾆ��22 �)u��Ⅵ一2-い ��

17 �霹��38 ��2�Ⅵ-2-あ ��

18 兩ｸﾆ��2与 �3��Ⅵ-2-い ��

19 �霹��25 ��"�Ⅵ-2-い ��

20 �霹��28 ��b�Ⅵ-2-い ��

21 �霹��48 ��B�Ⅵ-2-い ��

22 �霹��21 ����Ⅵ-2-い ��

23 �霹��42 ����Ⅵ葛2-い ��

24 �霹��46 ��"�Ⅵ-2-い ��

2与 仭xｭｹ_ｸﾆ��3之 ��b�Ⅵ一2-い ��

26 �霹��30 �#"�Ⅵ-2-い ��

[  ]推定値・〈　　〉残存値

ピット観察表(1)
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幅等 刔ｸｭ2�蹟籠 �.��模地位薗∴ 乂ｹ5��

i27 �霹��24 �#��Ⅵ-2-い ��

28 �霹��<19> ��"�Ⅵ-2-い ��

29 �霹��与2 冰紕�Ⅵ-2-い ��

30 �霹��33 ��r�Ⅵ-2-あ ��

31 �霹��32 ����Ⅵ-2-い ��

32 �霹��34 �3��Ⅵ-3-い �7倡Hｮﾙ]��

33 ���霹��40 ��"�Ⅵ-3-い ��

34 �霹��与6 ����Ⅵ-3-い ��

35 �霹��与4 �3b�Ⅵ一3-い ��

36 �霹��30 ��B�Ⅵ-3-い ��

37 �霹��29 ����Ⅵ-3-い ��

38 �霹��29 迭�Ⅵ-3-い �7倡Hｮﾙ]��

39 �霹��34 �#"�Ⅵ-4-い ��

40 �霹��23 ����Ⅵ-4-い ��

41 �霹��41 ��b�Ⅵ-4-い ��

42 �霹��36 �#��Ⅲ-10-こ ��

43 �霹��32 ��B�Ⅲ-10-こ ��

44 �霹��24 湯�Ⅳ-1-こ ��

4与 �霹��24 ����Ⅳ-1-こ ��

46 �霹��56 �3��Ⅳ-1-こ ��

47 兩ｸﾆ��20 ��"�Ⅵ-1-あ ��

48 兩ｸﾆ��26 �#��Ⅵ-2-あ ��

49 �霹��35 ��"�Ⅵ-2-あ ��

与0 兩ｸﾆ��29 ����Ⅵ-2-あ ��

与1 �霹��32 �3"�Ⅵ-2-あ ��

与2 �霹��38 �#��Ⅵ-2-あ ��

与3 ���霹��う7 ��"�Ⅵ-2-あ ��

54 �霹��3与 ��B�Ⅵ-3-あ ��

うう �霹��24 湯�Ⅳ-3-こ ��

56 �霹��20 �#B�Ⅳ-3-こ ��

与7 兩ｸﾆ��24 ��B�Ⅳ-3-こ ��

与8 �霹��20 ����Ⅳ-3-こ ��

与9 兩ｸﾆ��24 �#��Ⅳ-3-こ ��

60 �霹��29 唐�Ⅵ-3-あ ��

61 �霹��52 ��b�Ⅵ-3-あ ��

62 兩ｸﾆ��18 ��"�Ⅵ-3一あ ��

63 兩ｸﾆ��24 �)Eb�Ⅵ-3-あ ��

64 �霹��62 �#��Ⅵ-4-あ ��

65 兩ｸﾆ��28 鼎��Ⅵ-4-あ ��

66 �霹��20 �#��Ⅳ-2一こ ��

67 �霹��21 ��r�Ⅳ-2-こ ��

68 兩ｸﾆ��21 �#��Ⅵ-3-あ ��

69 �霹��36 ��"�Ⅳ-3-こ ��

70 �霹��28 ��B�Ⅳ-2-け ��

71 �霹��26 ��r�Ⅳ-3-こ ��

72 兩ｸﾆ��28 ��B�Ⅳ-3-こ ��

73 �霹��28 �#B�Ⅳ-3-け ��

74 �霹��20 ��"�Ⅳ-3-け ��

7与 �霹��23 唐�Ⅳ-3-け ��

76 �霹��24 唐�Ⅳ-3-け ��

77 兩ｸﾆ��18 ��2�Ⅳ-3-け ��

78 �霹��24 ����Ⅳ-4一け ��

79 �霹��23 �#"�Ⅳ-4-け ��

80 兩ｸﾆ��37 �#"�Ⅳ-4-こ ��

81 �霹��28 ��B�Ⅳ-4-こ ��

82 兩ｸﾆ��24 ��b�Ⅳ-4-こ ��

83 �霹��20 ��2�Ⅲ一9-こ ��

84 仭xｭｹ_ｸﾆ��24 �#"�Ⅲ-9-け ��

8与 �霹��29 ��B�Ⅲ-9-け ��

86 �霹��17 ����Ⅲ-9-け ��

87 �霹��与3 �#��Ⅲ-9-け ��

88 �霹��23 �#b�Ⅲ-9-け ��

i89 ���霹��42 �#"�Ⅲ-9-け ��

90 �霹��之0 ��2�Ⅲ-9-け ��

91 �霹��32 �3"�Ⅲ-9-け ��

92 �霹��<40> ����Ⅲ-9-け ��

93 �霹��21 ��b�Ⅲ-9-け ��

94 兩ｸﾆ��27 �#��Ⅲ-7-く ��

9与 �霹���<20> �3��Ⅲ-8-く ��

96 �霹��61 ��b�Ⅲ-9-く ��

97 �霹��32 ��B�Ⅲ-9-く ��

98 �霹��24 ��b�Ⅲ-9-く ��

99 �霹��44 唐�Ⅲ-9-く ��

韻轡 �5�ｶ��題額 ��ｸ+2�∴　検出位竃 �)i�2�

100 �霹��22 ����Ⅲ-9-く ��

101 兩ｸﾆ��37 ��r�Ⅲ-9-く ��

102 �霹��24 �#2�Ⅲ-9-く ��

103 �霹��20 ��"�Ⅲ-9-く ��

104 兩ｸﾆ��23 ����Ⅲ-9-く ��

10与 仭xｭｹ_ｸﾆ��22 �#2�Ⅲ-9-く ��

106 兩ｸﾆ��26 ��b�Ⅲ-9-く ��

107 �霹��2与 ��R�Ⅲ-9-く ��

108 �霹��16 ��B�Ⅲ-9-く ��

109 �霹��48 �#2�Ⅲ-10-く ��

110 �霹��31 �3R�Ⅲ-10-く ��

111 �霹��30 �32�Ⅲ-10-く ��

112 �霹��17 唐�Ⅲ-10-く ��

113 �霹��28 �#��Ⅲ-10-く ��

114 �霹��2う ��b�Ⅲ一1○○く ��

11与 �霹��36 ��r�Ⅲ-10-く ��

116 �霹��12 冰��Ⅲ-10-く ��

117 �霹��27 鼎B�Ⅳ一1-く ��

118 佇yMB� �� ��

119 兩ｸﾆ��17 唐�Ⅳ-1-け ��

120 �霹��27 ����Ⅳ-1-け ��

121 �霹��16 ��"�Ⅳ-1-け ��

122 �霹��16 ��b�Ⅲ-1○○こ ��

123 �霹��33 ��"�V-10-あ ��

124 �霹��24 ��2�Ⅲ-8-く ��

125 �霹��24 �#��Ⅵ-1-あ ��

126 �霹��26 ��2�Ⅵ-1-あ ��

127 兩ｸﾆ��20 ����Ⅳ-2-こ ��

128 兩ｸﾆ��17 ��2�Ⅵ-2-あ ��

129 �霹��22 �3B�Ⅲ-8-く ��

130 �霹��28 �#��Ⅲ-8-く ��

131 �霹��33 �#��Ⅲ-7-き ��

132 �霹��22 ��B�Ⅲ-7-く ��

133 兩ｸﾆ��28 �#��Ⅲ-7-き 冢ﾙ�i7舒ﾙ]��

134 ���霹��32 �3B�Ⅲ-8-き ��

13与 �霹��48 �#B�Ⅲ-8-き ��

136 兩ｸﾆ��20 ����Ⅲ-8-き ��

137 兩ｸﾆ��17 ��b�Ⅲ-8-き ��

138 兩ｸﾆ��27 �3��Ⅲ-8-き ��

139 兩ｸﾆ��24 �#B�Ⅲ-8-き ��

140 兩ｸﾆ��28 �#��Ⅲ-8-き 冢ﾙ�i7舒ﾙ]��

141 �霹��28 �#B�Ⅲ-8-き ��

142 �霹��22 ����Ⅲ-8-き ��

143 �霹��19 �#b�Ⅲ-8-き ��

144 �霹��27 鼎"�Ⅲ-8-き ��

14与 仭xｭｹ_ｸﾆ��25 ��"�Ⅲ-8-き ��

146 仭xｭｹ_ｸﾆ��20 ����Ⅲ-9-き ��

147 兩ｸﾆ��26 �9u��Ⅲ-9-き ��

148 兩ｸﾆ��24 ��"�Ⅲ-9一幸 ��

149 兩ｸﾆ��16 澱�Ⅲ一9-き ��

1与0 �霹��20 ��"�Ⅲ-9-き ��

1与1 �霹��68 �#��Ⅲ一9-き ��

1与2 �霹��80 ��B�Ⅲ-10-き ��

1与3 �霹��40 ��"�Ⅲ-10-き ��

1与4 �霹��36 ��"�Ⅲ-10-き ��

1うら 兩ｸﾆ��26 ��B�Ⅲ-9-く ��

156 ���霹��52 �)u��Ⅲ-10-け ��

157 �霹��40 �32�Ⅲ-10-け ��

158 �霹��26 �#B�Ⅲ-10-け ��

159 �霹��30 �#b�Ⅲ-10-け ��

160 �霹��26 ����Ⅲ-10-け ��

161 �霹��38 ��*B�Ⅲ-10-け ��

162 仭xｭｹ_ｸﾆ��24 ����Ⅲ-10-け ��

163 �霹��92 �3��Ⅲ-1○○け ��

164 �霹��41 ����Ⅲ一10-け ��

16与 �霹��17 �#��Ⅲ-10-け ��

166 �霹��28 �3"�Ⅲ-10-け ��

167 仭xｭｹ_ｸﾆ��20 ��"�Ⅳ-1-け ��

168 �霹��24 途�Ⅲ-10-け ��

169 �霹��18 ��B�Ⅳ-1-け ��

170 �霹��19 ��"�Ⅲ-10-け ��

171 �霹��24 ��B�Ⅲ-10-く ��

172 兩ｸﾆ��24 ��B�Ⅳ-1-く ��

ピット観察表(2)
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蛮薄 ��8ｧ｢�頼経 佇倩��∴　枝出位轟 僞ｩyb�

173 兩ｸﾆ��24 ��"�Ⅳ-1-く ��

174 �霹��28 ��"�Ⅲ-10-き ��

17与 �霹��20 ����Ⅲ-10-き ��

176 �霹��18 唐�Ⅲ-10-き ��

177 �霹��20 唐�Ⅲ一10-き ��

178 兩ｸﾆ��29 ����Ⅲ-10-き ��

179 �霹��24 ��2�Ⅳ-1-き ��

180 �霹��24 ��b�Ⅳ-1-き ��

181 �霹��28 �#B�Ⅳ-1一く ��

182 兩ｸﾆ��32 �#B�Ⅳ-1-く 吁����

183 ���霹��26 �#B�Ⅳ-1-け ��

184 �霹��25 ��B�Ⅳ-1-け ��

18与 �霹��24 ��"�Ⅳ一1-け ��

186 �霹��18 ����Ⅳ-2-け ��

187 ���霹��104 鼎"�Ⅳ-2-け ��

188 �霹��28 �#"�Ⅳ-2-く ��

189 �霹��28 ��B�Ⅳ-2-け ��

190 �霹��13 途�Ⅳ-2-け ��

191 �霹��18 唐�Ⅳ-2-く ��

192 �霹��26 ��"�Ⅳ-2-け ��

193 �霹��24 ����Ⅳ-2-く ��

194 �霹��23 ��b�Ⅳ-1-こ ��

19与 �霹��24 �#2�Ⅳ-1-こ ��

196 佇yMB� �� ��

197 佇yMB� �� ��

198 �霹��26 ��b�Ⅲ-10-く ��

199 兩ｸﾆ��18 �#��Ⅲ-7-か ��

200 兩ｸﾆ��20 �#��Ⅲ-7-か ��

201 兩ｸﾆ��21 ����Ⅲ-8一手 ��

202 �霹��28 �#b�Ⅲ-8-き ��

203 �霹��19 ��b�Ⅲ-8-か ��

204 �霹��18 ��b�Ⅲ-8-か ��

20与 仭xｭｹ_ｸﾆ��24 ��b�Ⅲ-8-か ��

206 仭xｭｹ_ｸﾆ��24 �#��Ⅲ-8-か ��

207 �霹��24 ��b�Ⅲ-8-か ��

208 兩ｸﾆ��25 �#"�Ⅲ-8-か ��

209 �霹��34 ����Ⅲ-8-か ��

210 兩ｸﾆ��30 �#r�Ⅲ-8-か ��

211 兩ｸﾆ��26 �#2�Ⅲ-8-か ��

212 兩ｸﾆ��22 ��2�Ⅲ-8-か ��

213 兩ｸﾆ��32 ��b�Ⅲ-8-か ��

214 仭xｭｹ_ｸﾆ��26 ��b�Ⅲ-8-か ��

21与 兩ｸﾆ��20 ��2�Ⅲ-8-か ��

216 �霹��79 �3b�Ⅲ-8-き ��

217 �霹��24 ����Ⅲ-9-か ��

218 兩ｸﾆ��44 �#��Ⅲ-9-か ��

219 兩ｸﾆ��36 ��b�Ⅲ-9-か ��

220 仭xｭｹ_ｸﾆ��32 ����Ⅲ-9-か ��

221 兩ｸﾆ��29 ��b�Ⅲ-9-か ��

222 仭xｭｹ_ｸﾆ��24 ��"�Ⅲ一9-か ��

223 �霹��20 ����Ⅲ-9-か ��

224 仭xｭｹ_ｸﾆ��29 �32�Ⅲ-9-か ��

22う �霹��21 ��"�Ⅲ-9-か ��

226 ���霹��40 �3"�Ⅲ-9-か ��

227 兩ｸﾆ��28 ����Ⅲ-9-き ��

228 �霹��20 ����Ⅲ-9-き ��

229 仭xｭｹ_ｸﾆ��20 ��b�Ⅲ-9-き ��

230 �霹��14 ��"�Ⅲ-9-か ��

231 �霹��25 唐�Ⅳ-1-き ��

232 �霹��<40> �#��Ⅲ-7-き ��

233 �霹��24 �#��Ⅲ-8-お ��

234 �霹���<23> �#"�Ⅲ-10-お ��

235 �霹��20 ��B�Ⅲ-9-お ��

236 �霹��1う ��B�Ⅲ-9-お ��

237 �霹��20 ��b�Ⅲ-9-お ��

238 ���霹��22 ����Ⅲ-10-か ��

239 �霹��28 �#r�Ⅳ-1-け ��

240 �霹��41 ��B�Ⅲ-9-け ��

241 佇yMB� �� ��

242 佇yMB� �� ��

243 仭xｭｹ_ｸﾆ��29 ��"�Ⅲ-8-お ��

244 �霹��18 ����Ⅳ-1-き ��

245 仭xｭｹ_ｸﾆ��34 鼎��Ⅳ-2-く ��

番号 ��9yb�頼経 ��ｹ|��検出麓適 冽����

246 �霹��23 ����Ⅳ-2-く ��

247 �霹��28 ����Ⅳ-2-く ��

248 �霹��19 ��B�Ⅳ-2-く ��

249 �霹��20 ��b�Ⅳ-2-く ��

250 �霹��24 ����Ⅳ-2-く ��

251 �霹��21 ����Ⅳ-2-く ��

2与2 �霹��20 湯�Ⅳ-2-く ��

253 �霹��<19> ��"�Ⅳ-3-く ��

254 �霹��29 鼎b�Ⅳ-3-く ��

25与 �霹��20 ��r�Ⅳ-2-き ��

256 �霹��26 �#��Ⅳ-3-く ��

257 �霹��28 湯�Ⅳ-2-き ��

2う8 ���霹��57 ����Ⅳ一2-き ��

2与9 �霹��38 �3"�Ⅳ-2-き ��

260 ���霹���<22> ����Ⅳ-3-く ��

261 �霹��21 ����Ⅳ-3-く ��

262 �霹��24 �#��Ⅳ一3-き ��

263 �霹��20 澱�Ⅳ-3-き ��

264 �霹��20 ��B�Ⅳ-3-か ��

265 �霹��18 ��"�Ⅳ-3-か ��

266 ���霹��44 �3��Ⅳ-3-き ��

267 兩ｸﾆ��21 �3B�Ⅳ-3-き ��

268 仭xｭｹ_ｸﾆ��26 鼎��Ⅳ-3-き ��

269 兩ｸﾆ��22 �#B�Ⅳ-3-き ��

270 �霹��22 ����Ⅳ-3-き ��

271 �霹��30 ��r�Ⅳ-3-き ��

272 �霹��23 ��B�Ⅳ-3-き ��

之73 �霹��24 ��b�Ⅳ-4-き ��

274 �霹��24 �#R�Ⅳ-4-き ��

275 仭xｭｹ_ｸﾆ��<「6> ��r�Ⅳ-4-き ��

276 �霹��20 �#B�Ⅳ-4-き ��

277 �霹��28 �#��Ⅳ-4-き ��

278 ���霹��44 �#��Ⅳ-4-き ��

279 �霹��22 ����Ⅳ-4-き ��

280 �霹��36 ��"�Ⅳ-4-き ��

281 �霹��38 鼎��Ⅳ-4-き ��

282 �霹��2与 ��b�Ⅳ-4-き ��

283 �霹��22 �#��Ⅳ-2-か ��

284 �霹��21 �#��Ⅳ-2-か ��

28う �霹��22 ��B�Ⅳ一3-き ��

286 �霹��25 ��B�Ⅳ-3-か 冢ﾙ�i7舒ﾙ]��

287 �霹��26 ����Ⅳ-3-か ��

288 兩ｸﾆ��66 �3��Ⅳ-3-き ��

289 �霹��28 ����Ⅳ-3-か ��

290 �霹��28 �#��Ⅳ-3-か ��

291 �霹��24 ����Ⅳ-3-か ��

292 �霹��24 �#��Ⅳ-3-か ��

293 �霹��26 ����Ⅳ-3-か ��

294 �霹��2う 的u��Ⅳ-4-か ��

295 �霹��3与 �3"�Ⅳ-4-か ��

296 �霹��26 �3"�Ⅳ一4-か ��

297 ���霹��38 �3��Ⅳ-4-か ��

298 �霹��20 ��2�Ⅳ-4-か ��

299 �霹��20 �)u��Ⅳ-4-か ��

300 �霹��36 �3��Ⅳ-4-か ��

301 �霹��27 ��B�Ⅳ-4-か ��

302 �霹��32 ����Ⅳ-4-か ��

303 �霹��20 湯�Ⅳ-4-か ��

304 �霹��2与 �#��Ⅳ-4-か ��

305 �霹��26 �3B�Ⅳ-4-か ��

306 �霹��24 �#b�Ⅳ-4-か ��

307 �霹��29 �#��Ⅳ-4-か ��

308 �霹��22 �#��Ⅳ-4-か ��

309 �霹��37 �3b�Ⅳ-4-か ��

310 �霹��27 �(*B�Ⅳ-4-か ��

311 �霹��24 �#B�Ⅳ-4-か ��

312 �霹��24 �#r�Ⅳ-4-か ��

313 �霹��2与 �#��Ⅳ-4-か ��

314 ���霹��69 �3��Ⅳ-4-か ��

31与 �霹��24 �3b�Ⅳ-4-か ��

316 �霹��26 �3��Ⅳ-3-か ��

317 �霹��32 �#"�Ⅳ-3-か ��

318 �霹��20 ����Ⅳ-3-か ��

ピット観察表(3)
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藻琴 佝��B�顕礎 ��ｸ���鵜鴇繚漂 ���2�

319 兩ｸﾆ��20 ��2�Ⅳ-3-き ��

320 �霹��28 �)u��Ⅳ-4-き ��

321 �霹��68 ��r�Ⅳ-2-け ��

322 �霹��18 湯�Ⅳ-2-け ��

323 �霹��20 唐�Ⅳ-3-け ��

324 �霹��20 澱�Ⅳ-3-け ��

32与 �霹��28 �)u��Ⅳ-3-く ��

326 �霹��20 �3��Ⅳ-3-く ��

327 �霹��18 ��B�Ⅳ-3-か ��

328 �霹��28 ��"�Ⅳ-3-か ��

329 �霹��27 �32�Ⅳ-3-か ��

330 �霹��20 ��B�Ⅲ-10-き ��

331 兩ｸﾆ��22 �#��Ⅳ-4-き ��

332 �霹��27 唐�Ⅳ-5-か ��

333 �霹��34 �#B�Ⅳ-う-か ��

334 �霹��20 �3��Ⅳ-与-か ��

335 �霹��2与 ��b�Ⅳ-与-か ��

336 �霹��う2 ����Ⅳ-与-か ��

337 兩ｸﾆ��20 ��"�Ⅳ-与-お ��

338 �霹��20 途�Ⅳ-与-か ��

339 兩ｸﾆ��21 �#"�Ⅳ-与-か ��

340 仭xｭｹ_ｸﾆ��21 唐�Ⅳ-5-か ��

341 �霹��22 �#��Ⅳ-5-か ��

342 ���霹��36 鼎"�Ⅳ-う-お �7Y���

343 兩ｸﾆ��18 �#��Ⅳ-う-か ��

344 兩ｸﾆ��31 �#��Ⅳ-5-か ��

345 �霹��68 唐�Ⅳ-う-か �:舒ﾙ]���nﾙ�i7舒ﾙ]��

346 �霹��24 ��b�Ⅳ-与-か ��

347 兩ｸﾆ��16 途�Ⅳ-5-か ��

348 �霹��24 ��B�Ⅳ-与-か ��

349 兩ｸﾆ��24 �#"�Ⅳ-5-か ��

3与0 兩ｸﾆ��30 途�Ⅳ-5-か ��

351 兩ｸﾆ��19 �#B�Ⅳ-与-か ��

3与2 �霹��24 ��b�Ⅳ-与-か ��

353 仭xｭｹ_ｸﾆ���<7> 唐�Ⅳ-5-き ��

3う4 �霹��2与 ��r�Ⅳ-5-き ��

3うら �霹��24 ��2�Ⅳ-与-き ��

3与6 ���霹��62 �#B�Ⅳ-5-き 倩ｩ;侏9V��

3与7 兩ｸﾆ��22 ��"�Ⅳ-4-き ��

3与8 �霹��26 ����Ⅳ-与-き ��

3与9 �霹��20 唐�Ⅳ-与-き ��

360 兩ｸﾆ��22 湯�Ⅳ-与-き ��

361 �霹��36 ��b�Ⅳ-7-き ��

362 �霹��80 ��b�Ⅳ-7-か ��

第8師　道構外遺物

議罵 叨ｸ�2�蔑懲 仂�j��験彊滋澄 ��嬰��

363 �霹��48 ��B�Ⅳ-7-か ��

364 �霹��2与 �#2�Ⅳ-8-か ��

365 �霹��33 �#2�Ⅳ-8-か ��

366 仭xｭｹ_ｸﾆ��74 ��b�Ⅳ-8-か ��

367 �霹��64 ��r�Ⅳ-9-か ��

368 �霹��33 ��"�Ⅳ-7-き ��

369 �霹��44 �#��Ⅳ-7-き ��

370 �霹��39 ��"�Ⅳ-8-き ��

371 ���霹��53 �8*B�Ⅳ-8-き ��

372 儻9�霹��24 ��R�Ⅳ-8-き ��

373 �霹��2与 ��"�Ⅳ-9-き ��

374 �霹��33 唐�Ⅳ-9-き ��

37与 �霹��52 �3��Ⅳ-9-く ��

376 �霹��50 �#"�Ⅳ-9-く ��

377 �霹��24 ����Ⅳ-9-く ��

378 �霹��72 �#B�Ⅳ-8-く ��

379 兩ｸﾆ��26 ��B�Ⅳ-8-こ ��

380 �霹��31 ��b�Ⅵ-8-あ ��

381 �霹��60 �#��Ⅵ-7-い ��

382 �霹��54 �#"�Ⅵ-与-あ 冢ﾙ�i7舒ﾙ]��

383 �霹��20 唐�Ⅵ-5-あ ��

384 �霹��22 ��"�Ⅵ-4-あ ��

385 ���霹��21 �#B�Ⅵ-5-あ ��

386 �霹��25 �#��Ⅳ-7一か ��

387 �霹��26 �3B�Ⅳ-6-き ��

388 兩ｸﾆ��20 冰�"�Ⅳ-5-か ��

389 �霹��24 ��R�Ⅳ-与-か ��

390 兩ｸﾆ��24 ��"�Ⅳ-7-け ��

391 仭xｭｹ_ｸﾆ��2与 唐�Ⅳ-7-こ ��

392 兩ｸﾆ��26 ����Ⅳ-7-こ ��

393 �霹��26 �#b�Ⅵ-7-い ��

394 �霹��うら 鉄��Ⅵ-4-く ��

395 �霹��66 �3��Ⅵ-4-く ��

396 �霹��60 �3"�Ⅵ-4-く ��

397 �霹��61 �#"�Ⅵ一4-く ��

398 �霹��与6 都B�Ⅵ-5-く ��

399 �霹��46 鼎��Ⅵ-5-く ��

400 �霹��61 ��r�Ⅵ-5-え ��

401 �霹��36 ��"�Ⅵ-6-え ��

40之 �霹��与6 �#2�Ⅵ-与-え ��

403 �霹��28 ��B�Ⅵ-与-え ��

404 �霹��49 ����Ⅵ-与-う ��

405 ���霹���<42> ��B�Ⅵ-5-え ��

406 �霹��42 �#��Ⅵ-与-え ��

ピット観察表(4)

1 (Ⅳ-1-こ)

遺構外出土遺物実測図

2 (Ⅲ-10喜こ)

[  ]推定値・ 〈　　〉残存値

遺構外出土遺物観察表 [  ]推定値・〈　　〉残存値

第9節　まとめ

B地区が所在する湯川右岸に沿って広がる台地周辺は、弥生時代中期後半から中世に至る幅広い時

期の遺構が密集する複合遺跡として知られているが、 B地区で発見された遺構は、古墳時代中期未か

ら後期初頭(5世紀後半から6世紀初頭)及び、中世から近世にかけての遺構に限られた。古墳時代に

ついては、発見された住居址の時期差が比較的狭い範囲に集中しており、同一集落の連続性が推察さ

れた。中世以降については、南半は希薄で、北半にかけて密集する傾向が認められた。弥生時代は北

のA地区で環濠らしさ溝跡が発見されているが、住居址などの遺構が発見されていない。また、奈良

平安時代も同様に遺構は発見されなかった。周辺地域全体では弥生・古墳・奈良・平安・中近世に至るま

で集落の連続性が認められるが、本調査区に限っては古墳時代中期未から後期初頭の集落及び中近世

の集落に限定された状況であった。本遺跡は、弥生時代及び奈良平安時代集落の中心からは若干離れ

た地域に位置するようである。
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岩村田遺跡群　東一本柳遺跡Ⅱ H22年度束区全景(南西から)

岩村田遺跡群　束一本柳遺跡Ⅱ　H22年度西区全景(北東から)
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H 22年度調査東区表土除去作業

H22年度調査区埋め戻し状況
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H 23年度調査東区表土除去作業

H23年度調査東区調査風景(南西から)

「音22年度調査西区表土除去作業

H22年度調査風景(束から)

H 23年度調査束区表土除去後状況
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H23年度分　H l号住居地全景(南から)

Hl号住居址カマド

H l号住居址堀方全景(東から)

H22年度分　H l号住居址全景(西から)

H l号住居址カマド掘方
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H 2号住居址遺物出土状況

H 2号住居址カマド堀方

H 3号住居地全景(西から)

H 3号住居地遺物出土状況(2)
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H 2号住居址堀方全景(南から)
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H 3号住居址掘方全景(北から)

H4号住居址全景　集石除去後(南から)

H4号住居址カマド　天井石除去後(南から)

H 4号住居地カマド堀方(南から)

H4号住居址全景　集石あり(南から)

H 4号住居址カマド(南東から)

H4号住居址　カマド袖石状況(南から)
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H 5号住居址全景(南から)

H 5号住居址遺物出土状況

H 5号住居址堀方全景(南から)

H6号住居址全景　集石あり(束から)

劃5号住居地カマド(南西から)

H 5号住居址カマド堀方(南から)
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H 6号住居址カマド堀方(南から)

H 7号住居址堀方全景(東から)

T a 2号竪穴状遺構全景(北から)
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F l号掘立柱建物址全景(束から)

F 2号掘立柱建物址西側ピット全景(北から)

M l号溝状遺構全景(西から)

F 3号掘立柱建物址全景(南から)
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H22年度　M2号濡状遺構全景(南から)
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H23年度　M2号溝状遺構全景(北東から)

D 4号土坑全景

D l号土坑全景

D 3号土坑全景

D 5号土坑全景

D 7号土坑全景
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D 8号土坑全景

D 14号土坑全景

D 16号土坑全景

D 9号土坑全景

D 13号土坑半裁状況

D 15号土坑全景

D 17号土坑全景
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D 18号土坑全景

D 21号土坑全景

D 23号土坑全景

D 26号土坑全景

D 22号土坑全景

D 25号土坑全景

D 28号土坑全景
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D 51号土坑全景

D 53号土坑全景

D 55号土坑全景
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D 57号土坑全景

D 52号土坑全景

D 54号土坑全景

D 56号土坑全景

D 58号土坑全景
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D 59号土坑全景

D61号土坑全景

D 63号土坑全景

D 65号土坑全景

D 60号土坑全景

ロ62号土坑全景

D 64号土坑全景

D 66号土坑全景
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D 67号土坑全景

D 69号土坑全景

D 68号土坑全景

D 70号土坑全景
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B地区　H5号住居址出土土器
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邁構外鴨工
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逓構外-2
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T患l号竪穴状邁構、寄14.籾骨土塊、 l号井戸跡、ピット、避糖外出土遺物
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所収遺跡名 偃ﾙ¥｢�主な時代 剋蛯ﾈ遺構 剋蛯ﾈ遺物 剴ﾁ記事項 

岩村田遺跡群 東一本柳遺跡Ⅱ 偖yx��縄文・弥生・ 剪G穴住居址9軒、掘立 剴y器、陶磁器、石製品・ 剴齦ｶ時代の土器片、弥生 
柱建物址3棟、竪穴 劔時代の土器等、古墳時代 
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右岸台地上に沿って弥生時代から中近世に至る幅広い時期の複合遺跡が数多く所在し、遺跡の密 

集地域として知られている。 
A地区(H21)の調査では弥生時代後期の土器を含む環濠と思われる溝跡、古墳時代の住居址、中 

世の遺構が発見された。特徴的な遺物としては人形土器の一部(手)が出土した。B地区(H22・23) 

の調査では、古墳時代の中期末から後期初頭にかけての住居址6軒、他1軒、掘立柱建物址3棟、 

中近世と考えられる多数の竪穴状遺構・土坑・ピットが発見された。 

周辺地域では、弥生時代から中近世に至るほぼ連続する時期の集落遺跡が所在していることから、 

本遺跡も長い間人々の生活の場として利用された地域の一区域であると推察される。縄文時代に 
ついては、周辺地域をみても、土器など遺物の発見にとどまることから、狩り場としての利用が 

主であったと考えたい。 
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